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浮世絵の鑑賞




一




　我邦わがくに現代における西洋文明模倣の状況を窺うかがひ見るに、都市の改築を始めとして家屋什器じゅうき庭園衣服に到いたるまで時代の趣味一般の趨勢すうせいに徴して、転うたた余をして日本文華の末路を悲しましむるものあり。

　余かつて仏国ふつこくより帰来かえりきたりし頃、たまたま芝霊廟しばれいびょうの門前に立てる明治政庁初期の官吏某の銅像の制作を見るや、その制作者は何が故ゆえに新旧両様の美術に対してその効果上相互の不利益たるべきかかる地点を選択せしや、全くその意を了解するに苦しみたる事あり。余はまたこの数年来市区改正と称する土木工事が何ら愛惜あいせきの念もなく見附みつけと呼馴よびなれし旧都の古城門こじょうもんを取払ひなほ勢いきおいに乗じてその周囲に繁茂せる古松を濫伐らんばつするを見、日本人の歴史に対する精神の有無うむを疑はざるを得ざりき。泰西の都市にありては一樹の古木一宇いちうの堂舎といへども、なほ民族過去の光栄を表現すべき貴重なる宝物ほうもつとして尊敬せらるるは、既に幾多漫遊者の見知けんちする処ところならずや。然しかるにわが国において歴史の尊重は唯ただ保守頑冥がんめいの徒が功利的口実の便宜となるのみにして、一般の国民に対してはかへつて学芸の進歩と知識の開発に多大の妨害をなすに過ぎず。これらは実に僅少きんしょうなる一、二の例証のみ。余は甚はなはだしく憤りきまた悲しみき。然れども幸ひにしてこの悲憤と絶望とはやがて余をして日本人古来の遺伝性たる諦あきらめの無差別観に入いらしむる階梯かいていとなりぬ。見ずや、上野の老杉ろうさんは黙々として語らず訴へず、独ひとりおのれの命数を知り従容しょうようとして枯死こしし行けり。無情の草木遥はるかに有情ゆうじょうの人に優まさるところなからずや。

　余は初めて現代の我が社会は現代人のものにして余らの決して嘴くちばしを容いるべきものにあらざる事を知りぬ。ここにおいて、古蹟の破棄も時代の醜化もまた再び何らの憤慨を催さしめず。そはかへつてこの上もなき諷刺的滑稽ふうしてきこっけいの材料を提供するが故に、一変して最も詭弁的きべんてきなる興味の中心となりぬ。然れども茶番は要するに茶番たるに過ぎず。いかに洒脱しゃだつなる幇間ほうかんといへども徹頭徹尾扇子せんすに頭かしらを叩たたいてのみ日を送り得べきものに非あらず。余は日々にちにち時代の茶番に打興うちきょうずる事を勉つとむると共に、また時としては心ひそかに整頓せいとんせる過去の生活を空想せざるを得ざりき。過去を夢見んには残されたる過去の文学美術の力によらざるべからず。これ余が広重ひろしげと北斎ほくさいとの江戸名所絵によりて都会とその近郊の風景を見ん事を冀こいねがひ、鳥居奥村派とりいおくむらはの制作によりて衣服の模様器具の意匠を尋ね、天明てんめい以後の美人画によりては、専制時代の疲弊堕落せる平民の生活を窺うかがひ、身につまさるる悲哀の美感を求めし所以ゆえんとす。




二




　浮世絵は余をして実に渾然こんぜんたる夢想の世界に遊ばしむ。浮世絵は外人の賞するが如く啻ただに美術としての価値のみに留とどまらず、余に対しては実に宗教の如き精神的慰藉いしゃを感ぜしむるなり。特殊なるこの美術は圧迫せられたる江戸平民の手によりて発生し絶えず政府の迫害を蒙こうむりつつしかも能よくその発達を遂とげたりき。当時政府の保護を得たる狩野家かのうけ即すなわち日本十八世紀のアカデミイ画派の作品は決してこの時代の美術的光栄を後世に伝ふるものとはならざりき。しかしてそは全く遠島に流され手錠てじょうの刑を受けたる卑しむべき町絵師の功績たらずや。浮世絵は隠然として政府の迫害に屈服せざりし平民の意気を示しその凱歌がいかを奏するものならずや。官営芸術の虚妄きょもうなるに対抗し、真正自由なる芸術の勝利を立証したるものならずや。宮武外骨みやたけがいこつ氏の『筆禍史ひっかし』は委つぶさにその事跡を考証叙述して余すなし。余また茲ここに多くいふの要あるを見ず。




三




　浮世絵はその木板摺もくはんずりの紙質と顔料がんりょうとの結果によりて得たる特殊の色調と、その極めて狭少なる規模とによりて、寔まことに顕著なる特徴を有する美術たり。浮世絵は概して奉書ほうしょまたは西之内にしのうちに印刷せられ、その色彩は皆褪さめたる如く淡あわくして光沢なし、試みにこれを活気ある油画あぶらえの色と比較せば、一ツは赫々かくかくたる烈日れつじつの光を望むが如く、一ツは暗澹あんたんたる行燈あんどうの火影ほかげを見るの思ひあり。油画の色には強き意味あり主張ありて能よく制作者の精神を示せり。これに反して、もし木板摺の眠気ねむげなる色彩中に制作者の精神ありとせば、そは全く専制時代の萎微いびしたる人心じんしんの反映のみ。余はかかる暗黒時代の恐怖と悲哀と疲労とを暗示せらるる点において、あたかも娼婦しょうふが啜すすり泣きする忍び音ねを聞く如き、この裏悲うらがなしく頼たよりなき色調を忘るる事能あたはざるなり。余は現代の社会に接触して、常に強者の横暴おうぼうを極むる事を見て義憤する時、飜ひるがえつてこの頼りなき色彩の美を思ひその中うちに潜める哀訴の旋律メロディによりて、暗黒なる過去を再現せしむれば、忽たちまち東洋固有の専制的精神の何たるかを知ると共に、深く正義を云々うんぬんするの愚なることを悟さとらずんばあらず。希臘ギリシヤの美術はアポロンを神となしたる国土に発生し、浮世絵は虫けら同然なる町人ちょうにんの手によりて、日当り悪あしき横町よこちょうの借家しゃくやに制作せられぬ。今や時代は全く変革せられたりと称すれども、要するにそは外観のみ。一度ひとたび合理の眼まなこを以もってその外皮がいひを看破かんぱせば武断政治の精神は毫ごうも百年以前と異ことなることなし。江戸木板画の悲しき色彩が、全く時間の懸隔なく深くわが胸底きょうていに浸しみ入りて常に親密なる囁ささやきを伝ふる所以ゆえんけだし偶然にあらざるべし。余は何が故か近来主張を有する強き西洋の芸術に対しては、宛さながら山嶽さんがくを望むが如く唯茫然ぼうぜんとしてこれを仰ぎ見るの傾きあるに反し、一度ひとたびその眼めを転じて、個性に乏しく単調にして疲労せる江戸の文学美術に対すれば、忽ち精神的並ならびに肉体的に麻痺まひの慰安を感ぜざるを得ず。されば余の浮世絵に関する鑑賞といひ研究といふが如き、元もとより厳密なる審美の学理に因よるものならず。もし問ふものあらば余は唯特別なる事情の下もとに、特別なる一種の芸術を喜ぶと答へんのみ。いはんや泰西人の浮世絵に関する審美的工芸的研究は既に遠く十年以前全く細微に渉わたりて完了せられたるにおいてをや。




四




　余は既に幾度いくたびか木にて造り紙にて張りたる日本伝来の家屋に住じゅうし春風秋雨しゅんぷうしゅうう四季の気候に対する郷土的感覚の如何いかんを叙述したり。此かくの如く脆弱ぜいじゃくにして清楚せいそなる家屋と此の如く湿気に満ち変化に富める気候の中うちに棲息せいそくすれば、かつて広大堅固なる西洋の居室に直立闊歩かっぽしたりし時とは、百般の事自おのずから嗜好しこうを異にするはけだし当然の事たるべし。余にしてもしマロック皮の大椅子おおいすに横よこたわりて図書室に食後の葉巻はまきを吹かすの富を有せしめば、自おのずからピアノと油絵と大理石の彫刻を欲すべし。然れども幸か不幸か、余は今なほ畳の上に両脚りょうきゃくを折曲げ乏しき火鉢ひばちの炭火すみびによりて寒かんを凌しのぎ、簾すだれを動かす朝あしたの風、廂ひさしを打つ夜半やはんの雨を聴きく人たり。清貧と安逸と無聊ぶりょうの生涯を喜び、酔生夢死すいせいむしに満足せんと力つとむるものたり。曇りし空の光は軒先に遮さえぎられ、障子しょうじの紙を透すかしてここに特殊の陰影をなす。かかる居室に適応すべき美術は、先まづその形かたち小ならざるべからず、その質は軽からざるべからず。然るに現代の新しき制作品中、余は不幸にしていまだ西洋の miniatureミニアチュウル または銅板画どうばんがに類すべきものあるを見ず。浮世絵木板摺もくはんずりはよくこの欠陥を補ふものにあらずや。都門ともんの劇場に拙劣なる翻訳劇出いづるや、朋党ほうとう相結あいむすんで直ちにこれを以て新しき芸術の出現と叫び、官営の美術展覧場に賤いやしき画工ら虚名の鎬しのぎを削れば、猜疑さいぎ嫉妬しっとの俗論轟々ごうごうとして沸くが如き時、秋の雨しとしとと降りそそぎて、虫の音ね次第に消え行く郊外の侘住居わびずまいに、倦うみつかれたる昼下ひるさがり、尋ね来きたる友もなきまま、独ひとり窃ひそかに浮世絵取出とりいだして眺ながむれば、ああ、春章しゅんしょう写楽しゃらく豊国とよくには江戸盛時の演劇を眼前に髣髴ほうふつたらしめ、歌麿うたまろ栄之えいしは不夜城ふやじょうの歓楽に人を誘いざなひ、北斎広重は閑雅なる市中しちゅうの風景に遊ばしむ。余はこれに依よつて自みずから慰むる処なしとせざるなり。




五




　近世的の大詩人ヴェルハアレンの詩篇に、そが郷国きょうこくフランドルの古画に現はれたる生活慾の横溢おういつを称美したる一章あり。




Art flamand, tu les connus, toi

Et tu les aimes bien, les gouges,

Au torse épaiş aux tétons rouges;

Tes plus fièrs chefs-d'œuvres en font foi.




Que tu peignes reineş déesseş

Ou nympheş émergeant des flotş

Par troupeş en roses îlotş

Ou sirènes enchanteresseş




Ou Pomons aux coutours pleins,

Symbolisant les saisons belles,

Grand art des maitres ce sont elles,

Ce sont les gouges que tu peins.




フランドルの美術よ、汝なんじこそはよく彼かの淫婦いんぷを知りたれ。よくかの乳房ちぶさ赤く肉逞たくましき淫婦を愛したれ。フランドルの美術の傑作はいづれかその証しるしならざる。

その妃きさきを描き女神めがみを描き、或あるは紅くれないの島に群れなして波間なみまに浮ぶナンフ或は妖艶ようえんの人魚の姫。

或はまた四季の眺めを形取かたどる肉付にくづきのよきポモンの女神。およそフランドル名家の描きし大作は、皆これかの淫蕩いんとうなる婦女にあらざるなきを。





　この詩章を読みて卑猥ひわいなりとなすものあらば、そはこの詩章の深意を解すること能はざるものなり。ヴェルハアレンはフランドルの美術に現れし裸体の婦女によりて偉大なる人間の活力を想像し賞讃しょうさん措おく能はざりしなり。彼は清浄と禁慾を主としたる従来の道徳及び宗教の柵外さくがいに出いで、生活の充実と意志の向上を以て人生の真意義となせり。永劫えいごうの理想に向つて人生意気の赴く所、ここに偉大の感情あり。悲壮の美あり、崇高の観念あり。汚辱おじょくも淫慾も皆これ人類活力の一現象ならずして何ぞ。彼の尊ぶ所は深甚しんじんなる意気の旺盛おうせいのみ。




Dans la splendeur des paysages,

Et des palaiş lambrissés d'oŗ

Dans la pourpre et dans le décor

Somptueux des anciens âgeş




Vos femmes suaient la santé,

Rouges de sang, blanches de graisse;

Elles menaient les ruts en laisse,

Avec des airs de royauté.




絶佳ぜっか明媚めいびの山水さんすい、粉壁朱欄ふんぺきしゅらん燦然さんぜんたる宮闕きゅうけつの中うち、壮麗なる古代の装飾に囲繞いじょうせられて、フランドル画中の婦女は皆脂肪あぶらぎりて肌はだ白く血液に満ちて色赤く、おのが身の強健に堪へざる如く汗かけり。これらの婦女は恣ほしいままにその淫情を解放して意気揚々いささかの羞はずる色だもなし。





　これ欧洲新思想の急先鋒きゅうせんぽうたるヴェルハアレンが郷土の美術を詠じたる最後の一章たり。フランドルはもと自由の国たり。フラマン人は西班牙スペイン政庁の羈絆きはんを脱するや最近十九世紀の文明に乗じて一大飛躍を試みたる国民たり。ヴェルハアレンが Rubens, Van Dyck, Teniers ら十七世紀の名画を見その強烈なる色彩に感激したるは毫ごうも怪しむに足らざるなり。しかして余は今自己の何たるかを反省すれば、余はヴェルハアレンの如く白耳義人ベルヂックじんにあらずして日本人なりき。生れながらにしてその運命と境遇とを異にする東洋人なり。恋愛の至情はいふも更なり、異性に対する凡すべての性慾的感覚を以て社会的最大の罪悪となされたる法制を戴いただくものたり。泣なく児こと地頭じとうには勝つべからざる事を教へられたる人間たり。物いへば唇くちびる寒きを知る国民たり。ヴェルハアレンを感奮せしめたる生血なまち滴したたる羊の美肉びにくと芳醇ほうじゅんの葡萄酒ぶどうしゅと逞たくましき婦女の画えも何かはせん。ああ余は浮世絵を愛す。苦界くがい十年親のために身を売りたる遊女が絵姿えすがたはわれを泣かしむ。竹格子たけごうしの窓によりて唯だ茫然ぼうぜんと流るる水を眺ながむる芸者の姿はわれを喜ばしむ。夜蕎麦売よそばうりの行燈あんどう淋さびし気げに残る川端の夜景はわれを酔えはしむ。雨夜あまよの月に啼なく時鳥ほととぎす、時雨しぐれに散る秋の木この葉、落花の風にかすれ行く鐘の音ね、行き暮るる山路やまじの雪、およそ果敢はかなく頼りなく望みなく、この世は唯だ夢とのみ訳わけもなく嗟嘆さたんせしむるもの悉ことごとくわれには親したし、われには懐なつかし。




六




　浮世絵は元より木板画にのみ限られたるにあらず。師宣もろのぶ、政信まさのぶ、懐月堂かいげつどう等とうの諸家は板画はんがと共に多く肉筆画の制作をなせしが、鳥居清信とりいきよのぶ専もっぱら役者絵の板下はんしたを描き、宮川長春みやがわちょうしゅんこれに対して肉筆美人画を専らとせしより、中古ちゅうこの浮世絵はやや確然として肉筆派と板下派との二流に分るるの観ありき。しかして明和めいわ二年に至り、鈴木春信すずきはるのぶ初めて精巧なる木板彩色摺さいしきずりの法を発見せしより浮世絵の傑作品は多く板画に止とどまり、肉筆の制作は湖龍斎こりゅうさい、春章しゅんしょう、清長きよなが、北斎らの或る作品を除くの外ほか、多く賞讃するに足るものなきに至りぬ。浮世絵肉筆画の木板摺に及ばざる理由は、専らその色彩の調和に存す。木板摺においてはそが工芸的制作の必然的結果として、ここに特殊の色調を生じ、各色の音楽的調和によりて企てずして自おのずから画面に空気の感情を起さしむるといへども、肉筆画にありては、朱しゅ、胡粉ごふん、墨すみ等の顔料がんりょうは皆そのままに独立して生硬なる色彩の乱雑を生ずるのみ。これ画家の罪にあらずして日本画の物質的材料の欠点たり。今諸家の制作を見るに、木板色摺のいまだ進歩せざりし紅絵べにえの時代においては、板下画家はその色彩の規範を常に肉筆画に仰ぎたれども、後のちには全く反対となり、肉筆画の色彩をばかへつて木板画に倣ならはんとするに至りぬ。ゴンクウルは歌麿が蚊帳美人かちょうびじんの掛物かけものにつきて、その蚊帳の緑色りょくしょくと女帯おんなおびの黒色こくしょくとの用法の如き全く板画に則のっとりしものとなせり。肉筆画の木板画に及ばざる他たの理由は布局ふきょくの点なり。木板画は春信以後その描かれたる人物は必ず背景を有しここに渾然こんぜんたる一面の絵画をなす、然らざれば地色じいろの淡彩によりてよく温柔なる美妙の感情を誘いざなへり。然るに此かくの如きは全く肉筆画の企て得ざる処とす。試みに今土佐とさ狩野円山まるやま等各派の制作と浮世絵とを比較するに、浮世絵肉筆画は東洋固有の審美的趣味よりしてその筆力及び墨色ぼくしょくの気品に関しては決して最高の地位を占むるものにはあらざるべし。唯ただ木板彩色摺において始めて動かしがたき独特の価値を生ず。浮世絵の特色は板画にあり。板画の特色は優しき色調にあり。これがために浮世絵は能よく泰西の美術に対抗し得るなり。




七




　新しき国民音楽いまだ起らず、新しき国民美術なほ出いでず、唯ただ一時的なる模倣と試作の濫出らんしゅつを見るの時代においては、元もとよりわが民族的芸術の前途を予想する事能あたはざるや論なし。余は徒いたずらに唯ただ多くの疑問を有するのみ。ピアノは果して日本的固有の感情を奏するに適すべきや。油画と大理石とは果して日本特有なる造形美を紹介すべき唯一ゆいいつの道たりや。余は余あまりに数理的なる西洋音楽の根本的性質と、落花落葉虫語鳥声等の単純可憐かれんなる日本的自然の音楽とに対して、先まづその懸隔の甚はなはだしきに驚かずんばあらず。余は日本人の描ける油画にして、日本の婦女と日本の風景及び室内を描けるものに対しては常に熱心なる注意を怠おこたらず。然れども余は不幸にしていまだかつて油画の描きたる日本婦女の髷まげ及び頭髪とうはつに対し、あるひは友禅ゆうぜん、絣かすり、縞しま、絞しぼり等の衣服の紋様もんように対して、何ら美妙の感覚に触れたる事なく、また縁側えんがわ、袖垣そでがき、障子、箪笥たんす等の日本的家居かきょ及び什器じゅうきに対して、毫ごうも親密なる特殊の情趣を催したる事なし。余はしばしば同一の画家の制作につきて、その描ける西洋の風景は日本の風景よりも遥はるかに優秀なるが如き感をなせり。一歩を進めて妄断もうだんする事を憚はばからざれば油画は金髪の婦女と西洋の風景とを描くに適するものといふべし。余は決して邦人の制作する現代の油画を嫌きらふものにあらず、然れども奈何いかにせん、歌麿と北斎とは今日こんにちの油画よりも遥によく余の感覚に向つて日本の婦女と日本風景の含有する秘密を語るが故に、余はその以上の新しき天才の制作に接するまで、容易に江戸の美術家を忘るること能はずといふのみ。日本都市の外観と社会の風俗人情は遠からずして全く変ずべし。痛ましくも米国化すべし。浅間あさましくも独逸ドイツ化すべし。然れども日本の気候と天象てんしょうと草木そうもくとは黒潮こくちょうの流れにひたされたる火山質の島嶼とうしょの存するかぎり、永遠に初夏晩秋の夕陽せきようは猩々緋しょうじょうひの如く赤かるべし。永遠に中秋月夜ちゅうしゅうげつやの山水さんすいは藍あいの如く青かるべし。椿つばきと紅梅こうばいの花に降る春の雪はまた永遠に友禅模様の染色そめいろの如く絢爛けんらんたるべし。婦女の頭髪は焼鏝やきごてをもて殊更ことさらに縮ちぢらさざる限り、永遠に水櫛みずくしの鬢びんの美しさを誇るに適すべし。然らば浮世絵は永遠に日本なる太平洋上の島嶼に生るるものの感情に対して必ず親密なる私語ささやきを伝ふる処あるべきなり。浮世絵の生命は実に日本の風土と共に永劫えいごうなるべし。しかしてその傑出せる制作品は今や挙あげて尽ことごとく海外に輸出せられたり。悲しからずや。
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鈴木春信の錦絵




一




　浮世絵板画はんがは元禄げんろく享保きょうほうの丹絵たんえ漆絵うるしえより寛保かんぽう宝暦ほうれきの紅絵べにえとなり、明和めいわ年間に及び鈴木春信すずきはるのぶによりてここに始めて精巧なる彩色板刻さいしきはんこくの技術を完成し、その佳麗かれいなるが故を以もって吾妻錦絵あずまにしきえの名を得るに至れり。春信出いでて後、錦絵は天明てんめい寛政かんせいに至り絢爛けんらんの極に達し、文化ぶんか以後に及びて忽たちまち衰頽すいたいを醸かもすに至れり。今これら浮世絵各時代の制作品を把とつてこれを通覧するに、余は鈴木春信の板画によりて最も深き印象を与へられたり。

　春信の板画には菱川ひしかわ一派の板画に現はれたる元禄時代の放胆なる筆勢は全く消滅してまた尋ぬべくもあらず。然しかれども奥村おくむら一派の作に窺うかがふべき柔和なる元禄時代の他の一面はここに一種古雅の風致となりて存せるものあり。しかして天明寛政時代の精密なる写生の画風いまだ起るに至らず。されば春信の板画は過去の粗大と将来の繊細との中間に立ちて独ひとり温雅優美の情を恣ほしいままにするものといふべきなり。

　春信板画の特徴は一見まづその題材によつて明かなり。春信は自みずから役者似顔絵を描かずと称し、専もっぱら美人を描きまたこれに配するに美貌びぼうの若衆わかしゅを以てせり。余の最も愛玩あいがん措おく能あたはざるものは即すなわちこれら年少相思の男女を描けるものとす。

　試こころみに余の記憶を去らざるこの種の画様がようを記述せしめんか。その一いつは桜花爛漫おうからんまんたる土塀どべいの外に一人の若衆頬冠ほおかむりにあたりの人目を兼ねて彳たたずめば、土塀にかけたる梯子はしごの頂より一人の美女結び文ぶみを手に持ち半身を現はしたり。その二は一樹いちじゅの垂楊図すいようずの上部を限る霞かすみの間あいだより糸の如きその枝を吹きなびかす処、大だいなる菱形ひしがたの井筒いづつを中央にして前髪姿の若衆縞しまの着流きながし羽織塗下駄ぬりげたの拵こしらへにて居住いずまひ、井筒の上に頬杖ほおづえして見えざる井の底を指ゆびさす。これと相対あいたいして帯長き振袖ふりそでの少女立ちながら袂たもと重げに井筒の上に片手をつき前身を屈して同じく井の底を窺うかがひたり。その三は太く黒き枠わくを施したる大なる書院の窓ありてその障子しょうじは広く明け放され桜花は模様の如く薄墨うすずみの地色じいろの上に白く浮立ちたり。この模様風の背景をひかへし人物もまた極きわめて人形らしく、その男は小姓こしょうの吉三きちざその女は娘お七しちならんか。女は立膝たてひざして何事をか訴へ引留ひきとむるが如く寄添よりそへば、男は決然と立つて袴はかまの紐ひもを結び直しつつも心引かるる風情ふぜいにて打仰ぐ女の顔をば上より斜ななめに見下ろしたり。これらの外ほか、階子段はしごだんに腰かけて懐中より文ふみ読む女の後うしろに美しき少年の佇立たたずみたるあり。あるひは鳥居の見ゆる茶屋の床几しょうぎに美しき団扇売うちわうりの少年茶屋の娘らしき女と相対したるあり。あるひはまた細流さいりゅうに添ふ風流なる柴垣しばがきのほとりに侍女を伴ひたる美人佇立たたずめば、彼方かなたなる柴折戸しおりどより美しき少年の姿立出たちいで来れるが如き、いづれも情緒纏綿じょうしょてんめんとして尽きざるものなり。

　余は井筒に倚よれる男女の図に対して何なんの理由なく直ただちにマアテルリンクの戯曲 Pelléas et Mélisande の一齣いっせきを聯想れんそうせり。古今の浮世絵にして男女相愛の様さまを描きしもの枚挙まいきょに遑いとまあらず。然れども春信の板画の如く美妙に看者かんしゃの空想を動うごかすものは稀まれなり。春信の板画は布局ふきょく設色せっしょく相共あいともに単純を極む。その人物は製作の年代に従ひ結髪けっぱつに多少の差を見るといへどもいづれの画えにおいても常に同一の容貌をなし、年齢身分等の差別のみか時には男女の判別さへ僅わずかにその衣服と髷まげとによりてこれを知るに過ぎず。さればかの黒色こくしょくと白色はくしょくとの強き対照によりて有名なる雪中相合傘せっちゅうあいあいがさの図の如きは両個りょうこの人物共に頭巾ずきんを冠かぶれるがため男女の区別全く判明しがたきものとはなれり。春信の描く処の男子は尽ことごとく前髪ある美少年にして、女子は必ず長大なる一枚の櫛くしをさしたる島田しまだあるひは笄髷こうがいまげに結び、差髱さしたぼ長く後うしろに突出つきだしたる妙齢のものたり。しかしてこれら人物の姿勢も容貌に等しく常に一定の典型に陥れるのみならず写生に遠ざかる事むしろ甚はなはだしきものあり。

　凡およそ芸術の制作に関するや、殊ことに東洋の美術において、科学の知識の必要なるや否やにつきては容易に断言する事能あたはざるものあり。春信の板画の幽婉ゆうえん高雅にして詩味に富めるはむしろ科学の閑却に基もとづけるものの如し。春信の男女は単にその当時の衣服を着するのみにしてその感情においては永遠の女性と男性とに過ぎざるなり。さるが故に今日こんにちの吾人ごじんに対してもなほ永久なる恋愛の詩美を表現する好個こうこの象徴として映ずる事を妨げざるなり。不自然なる姿勢は幽婉の境さかいを越えてしばしば神秘となり、これに配置せられたる単純なる後景こうけいはあたかもパストラル曲中の美なる風景に等しく両々相伴うて看者の空想を音楽の中うちに投ぜしむ。かの爛漫らんまんたる桜花と無情なる土塀と人目を忍ぶ少年と艶書えんしょを手にする少女と、ああこの単純なる物象ぶっしょうの配合は如何いかに際限なき空想を誘起せしむるか。柳しだるる井のほとりに相対して黙然もくねんとして見るべからざる水底すいていを窺うかがふ年少の男女、そも彼らは互たがいの心と心に何をか語り何をか夢見んとするや。今もしこれらの図にして精密なる写生の画風を以てしたらんには特殊の時代と特殊の事相じそう及び感情は忽たちまち看客かんかくの空想を束縛し制限すべし。春信は寔まことに最少の手段によりて最大の効果を得べき芸術の秘訣ひけつを知りたる画家たりしといふべし。




二




　鈴木春信の好んで描けるこれら小説的恋愛の画題は奥村政信おくむらまさのぶまた石川豊信いしかわとよのぶらのしばしば用ひたるものにして、敢あえて春信一人いちにんの手によりて浮世絵中ちゅうに現されたるものにあらず。春信の得意とする艶麗なるその意匠はその筆法と色彩とを合せて共に奥村派の諸先輩に負ふ処あり（鈴木春信は北尾重政きたおしげまさと同じく西村重長にしむらしげながの門人なりと称せらる。西村重長は奥村派より出でたる画工なり）。凡そ文芸の歴史は必ず各時代の傑出せる一家を中心としてあたかも波浪の起伏するが如き状じょうをなし、漸次に時代の推移を示すものなり。今これを春信について見るに春信は宝暦年代にありては鳥居清満とりいきよみつと拮抗きっこうし、明和に入りて嶄然ざんぜんとして頭角を現はすや、当時の浮世絵は悉ことごとく春信風となれり。明和七年春信歿ぼっするやその門葉もんよう中より磯田湖龍斎いそだこりゅうさい出で安永あんえい年代の画風を代表せり。湖龍斎が明和年代の板画には春信に酷似するもの多かりしが、安永二、三年以後に至りその筆勢は次第に強硬となり、布局は整頓せいとんし、一体の画風春信に比すれば著しく綿密となれり。これ安永年代一般の画風にして、やがて春章しゅんしょう清長きよなが政演まさのぶら天明の諸家を経て後のち、浮世絵は遂ついに寛政時代の繊巧緻密ちみつの極点に到達せるなり。

　今寛政の画風を代表せる栄之えいし歌麿うたまろ豊国とよくにらと明和年代を代表せる春信の板画とを把とりてこれを比較すれば、江戸文明の傾向につきてその時代精神の変転せる跡を窺ふに難かたからざるなり。元禄において江戸演劇を創生し享保元文げんぶん年代に至つて河東節かとうぶしを出いだしたる都会特殊の芸術的感情は、宝暦明和の円熟期を限界となし安永天明を過ぎて寛政に及ぶや、ここに全く異ことなれる新傾向を生じたるなり。浮世絵と並びて之を演劇、音曲おんぎょく、文学に徴するもその痕あとまた歴然たるものあり。

　鈴木春信の可憐幽婉なる恋愛的画題は単純にして余情ある『松の葉』の章句あるひは「薗八そのはち」の曲節を連想せしむるものならずや。湖龍斎が全盛期の豊艶なる美人と下くだつて清長の肉付よき実感的なる美人の浴後裸体図等に至つては漫そぞろに富本とみもとの曲調を忍ばしむる処あり。更に下つて歌麿豊国に至るやその正確にして切迫せる写生の気味は最早もはや何らの音楽的幻想をも許さず、ひたすら写像の明媚めいびに対する造形的快感を覚えしむるのみ。歌麿が晩年（文化の頃）における「道行みちゆき」の諸板画と春信の作とを比較する時、吾人はまづ異ことなれるこの二種の芸術を鑑賞せんには全然別様べつようの態度を取らざるべからざる事に心付くべし。歌麿全盛の寛政年代はこれを文学について見る時は、諷刺ふうし滑稽こっけいの黄表紙きびょうしはその本領たる機智きちの妙を捨てて漸ようやく敵討かたきうち小説に移らんとし、蒟蒻本こんにゃくぼんの軽妙なる写実的小品は漸く順序立ちたる人情本に変ぜんとするの時なり。正確なる写生によつて浮世絵より音楽的情調を奪ひ去りしものは歌麿なり。しかしてまた浮世絵をして整然たる完全の絵画たらしめ、古今の日本画中最も現実の生活に接近せる生きたる美術たらしめしものもこれまた歌麿なり。歌麿の「道行」は彼が生涯の諸作を通じて決して上乗じょうじょうの者にあらざれども、詩歌的男女の恋愛に配するに醜き馬子まごあるひは老爺ろうやの如き人物を以てし、従来の浮世絵が取扱ひ来りし美麗なる画題中に極めて突飛とっぴなる醜悪の異分子を挿入そうにゅうしたる一事いちじは甚はなはだ注意すべき事とす。歌麿と相並んで豊国もまた『絵本時世粧いまようすがた』において見る如く、皺しわだらけの老婆が髪を島田に結ひ顔には処々ところどころに膏薬こうやく張り蓆むしろを抱かかへて三々伍々さんさんごご相携へて橋辺きょうへんを歩む夜鷹よたかを写生したる画家なり。此かくの如く文化年代の浮世絵に至つて頗すこぶる顕著となりし極端なる写実の傾向は、爛熟し尽せる江戸文明の漸く廃頽期はいたいきに向はんとする前兆を示すものならずや。北斎、国貞くにさだ、国芳くによしらの画家に至つてはそれらの画題は忽たちまち平凡となり最初春章の門人春英しゅんえいの作中に見たる幽霊の図の如きも文政ぶんせい天保てんぽう度どの画家にあつては実に残虐を極むる血塗ちまぶれの半死人にあらざれば満足せられざるに至れり。国貞と春信とを一堂の下もとに集むれば誰たれか時勢の推移に驚かざらんや。




三




　鈴木春信は可憐なる年少の男女相思の図と合せて、また単に婦人が坐臥ざが平常の姿態を描き巧たくみに室内の光景と花卉かきとを配合せり。彼が描く処の室内の光景及び庭上階下窓外の草木そうもくは人物と同じく極めて単純にしてまた極めて写生に遠ざかりたるものなり。浮世絵における和蘭画オランダが幾何学的遠近法の応用は既に正徳しょうとく享保頃に流行せし劇場内部の光景または娼楼しょうろう大広間見通しの図等においてこれを見たりしといへども、後年こうねん鳥居清長らの描きし天明寛政頃の背景に比較すれば甚はなはだ粗放なるものなりき。明和年代の春信においてこれを見るも寛政画家の試みたるが如き正確なる遠近法はいまだ完成せられざりしなり。春信ら明和時代の画家の描ける縁側、障子、欄間らんま、天井等の角度は、著しく平坦へいたんにして、窓、垣、池などに咲く花は人物家屋に比してその権衡けんこうを失したれば、桜花は常に牡丹ぼたんの如く大きく、河骨こうほねの葉はさながら熱帯産の芭蕉ばしょうの如し。されどこれらの稚気と未完成とは直ただちに以て春信独特の技倆ぎりょうとなさざるべからず。これらの欠陥よりして春信のあらゆる特徴は発揮せられつつあるなり。

　余の貧しき詞藻しそうは幽婉典雅等、既に使ひ馴なれたる文字もんじの外ほか、春信が美女を形容する事能はず。されどもし同好の士にして各自おもむろに、『絵本春はるの錦にしき』、『絵本青楼美人合せいろうびじんあわせ』等について眺むるところあらば、春信が女はいづれも名残なごり惜しき昼の夢より覚さめしが如き目容まなざしして或あるものは脛はぎあらはに裾すそ敷き乱しつつ悄然しょうぜんとして障子に依よりて雨斜ななめに降る池の水草みずくさを眺めたる、あるひは炬燵こたつにうづくまりて絵本読みふけりたる、あるひは帯しどけなき襦袢じゅばんの襟えりを開きて円まろき乳房ちぶさを見せたる肌はだえに伽羅きゃら焚たきしめたる、いづれも唯ただ美し艶なまめかしといはんよりはあたかも入相いりあいの鐘に賤心しずこころなく散る花を見る如き一味いちみの淡き哀愁を感ずべし。余は春信の女において『古今集』の恋歌こいかに味あじわふ如き単純なる美に対する煙の如き哀愁を感じて止やまざるなり。人形の如き生気なきその形骸けいがいと、纏まとへる衣服のつかれたる線と、造花の如く堅く動かざる植物との装飾画的配合は、今日こんにちの審美論を以てしては果していくばくの価値あるや否や。これ余の多く知る処にあらざる也なり。余は唯此かくの如き配合、此の如き布局よりして、実に他国の美術の有せざる日本的音楽を聴きき得ることを喜ぶなり。この音楽は決して何らの神秘をも哲理をも暗示するものにあらず。唯吾人ごじんが日常秋雨あきさめの夜に聞く虫の音ね、木枯こがらしの夕ゆうべに聞く落葉おちばの声、または女の裾の絹摺きぬずれする響ひびき等によりて、時に触れ物に応じて唯何がなしに物の哀れを覚えしむる単調なるメロデーに過ぎず。浮世絵はその描ける美女の姿態とその褪さめたる色彩とによりて、いづれも能よくこの果敢はかなきメロデーを奏するが中なかに、余は殊ことに鈴木春信の板画によりて最もよくこれを聴き得べしと信ずるなり。




四




　以上は春信の作品に対する散漫なる余の感想を記しるしたるに過ぎず。もし浮世絵の画工として十分に春信の価値を知らんとせば少しく浮世絵板画発達の跡を尋ねざるべからず。

　浮世絵の板画が肉筆の画幅に見ると同じき数多すうたの色彩を自由に摺出すりいだし得るまでには幾多の階梯かいていを経たりしなり。浮世絵木板摺の技術は大津絵おおつえの板刻に始まり、菱川師宣ひしかわもろのぶの板画及および書籍挿画さしえに因りて漸次に熟練し、鳥居派初期の役者絵出いづるに及びて益〻ますます民間の需要に応じ江戸演劇と相並あいならびて進歩発達せるなり。然れども当時の板画は悉ことごとく単色の墨摺すみずりにして黒色こくしょくと白色はくしょくとの対照を主とし、これに丹たん及び黄色おうしょく褐色かっしょく等を添付したれども、こは墨摺の後あとに筆を以て補色したるものなるが故に、いまだ純然たる色摺板物いろずりはんものの名称を下くだし得べきものにては非あらざりき。此かくの如き手摺てずりの法は進んで享保に至り漆絵うるしえと呼びて黒色の上に強き礬水どうさを引きて光沢を出し更に金泥きんでいを塗りて華美を添ふるに至りしが、やがて寛保二、三年（西暦一七四二年あるひは三年）奥村政信の門人西村重長にしむらしげなが、一枚の板木はんぎにて緑色りょくしょく及び紅色こうしょく二度摺の法を案出するや、浮世絵はここに始めて真正なる彩色板刻の技術に到達するを得たりしなり。この二色摺は即ち紅絵べにえと称するものにしてその発明当初においては極めて小形の板画のみに応用せられたり。されば大判おおばんのものには従来の丹絵たんえ及び漆絵うるしえ依然として行はれたりしが漸次一般の浮世絵師の採用する処となり、その発明者西村重長と相並んで当時の名手と称せられし石川豊信鳥居清満らの制作専らこの二色摺となるに及び、正徳享保の原始的なる手彩色てさいしきの板画は漸次廃滅するに至りき。（紅絵の起原は享保の始め頃和泉屋権四郎なるものこれを作り始めたりとなせども、西人最近の研究はこれを否定し、当時の紅絵と称するものは純然たる彩色板刻ならずしてやはり手彩色の板物ならんと推断せり、しかして純然たる二色摺の出たるは、米人フェノロサが多年の研究によりて寛保二、三年なるに疑ひなきことを得たるが如し。また従来日本の書物には多く紅絵と漆絵とを同一視すれども、これまた西人の研究により、紅絵中には漆を施すものと施さざるものあるが故にこれを区別し、紅絵を二色または三色摺板画と呼び、漆絵は丹絵と共に手彩色墨摺板画の部に入れたり。）

　此かくの如く二色摺板画は寛保三、四年に始まりしが数年ならずして、宝暦元年頃（一七五一、二年）に至るやいつともなく緑紅の中うちより緑色の分解によりて黄色を作り、また紅色こうしょくの上に藍色あいいろ（青）を摺りて紫を得、以て三色摺となしぬ。こは最初何人なんぴとの企てたる処なるや判然せざれども、宝暦元年頃における鳥居清満の制作板画において、殊にその用法の顕著にして巧妙なるを以て、最近欧米の研究者は一般に清満を以て二色摺を三色に進歩せしめたる功労者となせり。紅緑二色の間に藍色（青）を点じて、色彩の調和を破る事なく、巧たくみにその画面を複雑ならしむるは清満が板画の特徴なり。清満は最初灰色がかりし濁りたる藍色を用ゐて調和を保たしめ、また全体に褐色の助けを借りて紅あかと緑を暗くし、その藍色を暗然たる橄欖色かんらんしょくとなすなど、常に藍色の応用に苦心したりしかど、かへつて純粋なる藍色をそのままに施す事は、後進者たる春信出でてこれを敢てせしより、清満もまたその例に傚ならはざるを得ざりき。

　寛保末年より宝暦末年に至るまで凡およそ二十年間、浮世絵師の色彩に対する観念の時々刻々発達するに従ひ、彩色板刻に対する経験も円熟し来れり。今や正に一大進歩を促さずんばあらず。二色摺紅絵の発明者と称せらるる西村重長の門人鈴木春信は石川豊信鳥居清満と相伍あいごして多年三色摺の経験を積みしが、明和二年に至り、板木師はんぎし金六きんろくなる者をして遂に見当摺けんとうずりと称して、各色かくしょくに従ひ板木を別々にするの法を取らしめたり。従来二色摺（紅絵）三色摺と称せしは皆一枚の板木のみにより（清満の三色摺中には紅絵の板木の外になほ他の色板を用ゐたるものあり）色の上に色を重ねて、他の色を摺出すりいだせしものなるが、この度たび各色ごとに板木を異にするに及びて、自由にいかなる多数の色をも摺出す事を得るに至りぬ。浮世絵は最早もはや吹きぼかしと雲母摺きらずりの二術を後世の画工に托たくせしのみにして、その佳美なる制作品は世人をして汎あまねく吾妻錦絵と呼ばしむるに至れるなり。

　春信はわが工芸史上、彩色板刻術の完成者たる名誉を担になふと共に、また浮世絵画面の大きさを決定したる功績を有す。菱川奥村及び鳥居派の墨摺絵また丹絵には頗すこぶる大形おおがたの紙を用ゐたる大判のものありしが、二色摺（紅絵）に至りて浮世絵板画は漸ようやく二種の定まりたる形式を取りぬ。一ツは小形の竪絵たてえにして、一ツは極めて細長き柱絵はしらえ（柱かくし絵また長絵）なり。春信は紅絵より転じて錦絵を制作するに当り、紅絵の取り来りし小形の竪絵を改めて方形となしぬ。これ人物と背景との布局を整頓せしめ、以て純然たる一幅の画がをなさしむるに便なるがためなり。彼は紅絵に見るが如く空間を白紙はくしのままに残す事を許さず、壁、天、地等にそれぞれ淡く軟やわらかき色を施し以て画面に一種の情調を帯ばしめたり。これ浮世絵の人物板画がその背景の色調に注意し初めし最初の現象にして、彼は明和二年錦絵発明の後のち、板刻の技術の漸く進歩するに従ひ次第に背景を綿密ならしめ、河流、庭園、海浜等の風景を描き出いだしぬ。これらの山水画的後景こうけいは清長歌麿に及びて益〻進歩し、遂に北斎広重に至つて純然たる山水画をなせり。

　次に記述すべきは柱絵のこととす。柱絵と称する極めて狭長なる板画の様式はフェノロサの研究によれば既に延享えんきょう二年頃鳥居清重の作にその実例を見るといへども実際柱にかけ用ゐしは後年の事なりといふ。この様式は方形なる平たき板画と異りたれば画工は自おのずから別種の意匠をなさざるべからず。今柱絵の人物を描かんとするに当り、もしその全身を現はさんには、人物を小さくせざるべからず。然しかれば甚はなはだしく上下の空虚を生ずべし。ここにおいて、この特別なる様式の中に適応すべき特殊の布局を案出せんとする画工が苦心の跡を尋ぬるは最も興味ある事なり。鈴木春信は明和年代において柱絵を流行せしめたる画家なり。彼は立ちたる遊女の姿の半面を描き細長き紙面をして、すらりとしたる女の風姿を現はすに最も適当なる形式たらしめぬ。あるひは反そり返るほど後うしろに振向きたる若衆の顔を描き、半分しか見えざる仇あだな身体付からだつきによりて巧たくみに余情を紙外に溢あふれしめたり。梯子段はしごだんを描きて上のぼりまた下おりんとする婦女の裾より美しき脛はぎを窺うかがはしむるは、最も柱絵に適当すべき艶麗なる画題なるべし。細長き画面の上部を二階となし階段によりて男女の相逢あいあふさまも悪あしからず。柱絵は春信の後継者たる湖龍斎に至りますます複雑多様となり、またますます妖艶淫卑いんぴの画題を選みき。

　春信が板画の彩色はその幽婉なる画題と同じく、あたかも薄暮の花を眺むるが如し。彼は自在に多数の反対色を用ふれども巧みにこれを中和すべき間色かんしょくの媒介を忘れざるが故に、その画面は一見甚だ清楚せいそにして乱雑ならず、常に軽く軟かき感情を与ふ。ジイドリッツ曰いわく、春信の用ゆる色は皆曇りたる色なり。彼は色彩の効果をばその対照に求めずして、むしろ影の調和と間色の用法とによりてこれを得ん事を勉つとめぬ。ペルヂンスキイもまた春信の色彩を以て曇りたる色となし、時としてあるひは平坦に過ぐるの嫌きらいあれども、鮮明にして清楚なる感覚を与ふる力あり。かかる色彩は畢竟ひっきょう幽雅なる趣味性より発するものにして、吾人は一度ひとたび排列的なる色彩の絢爛けんらんに倦うむや、此かくの如き可憐にして高雅にまた親密なる芸術に立返らん事を欲して止やまずと論じぬ。

　余はフェノロサが試みたる最も専門的なる研究を略述してこの画家の評論を終るべし。春信が明和二年始めて多数の板木を用ゐて錦絵を案出したりし当時の制作は最も上乗じょうじょうのものにして、仏国ふつこくの浮世絵蒐集家しゅうしゅうか中には特に明和二年板の春信のみを集むるものありといふ。翌明和三年の制作を見るに背景は漸く複雑となり、四年には重厚なる褐色（代赭たいしゃ）を用ゆる事その板画の特徴となりぬ。しかしてこの年の人物（婦女）はその鬢びん漸く高く膨ふくらみたる事を認む。五年に至りその画風はますます繊細となり再び純粋の紅色こうしょくを用ゆると共にまた軟き緑色りょくしょくを施すを常とせり。婦女の髪は頂において幅広く眼は一直線をなして直径の如くに中央を横切りたり。六年の制作において人物は益〻細長く、顔もまた長くなりて、その鼻は権衡を失するまで大きくせられたり。七、八年には鼻のみならず、人物の頭部をも長大ならしめしが、こは独ひとり春信のみならず、この年頃における春信風の画家一般の傾向にして、正まさしく時代風俗の変遷に基くものなるべし。しかしてこの年頃の春信が板画にはかの雪中相合傘の図の如くしばしば黒色と白色とを対照せしめて重おもなる色彩となせるを見る。此かくの如くフェノロサの研究は各時代の画家の制作全部を蒐集してその色彩及び筆勢を比較し、人物の風俗及び形状の微細なる差違等によりて、元より制作の年号を記する事甚はなはだ稀なる浮世絵に向つて、悉ことごとくその年次を穿鑿せんさくし出しぬ。彼はこの方法によりて、春信が最終の制作を以て確乎かっことして安永元年また二年なりと断言せり。これは元より相応の論拠あるべしといへども、春信の歿年は明和七年七月十七日なること、その同時代の人蜀山人しょくさんじんの記録中（『半日閑話』）にも見ゆれば、やや穿鑿に過ぎてかへつて誤謬ごびゅうを生じたるの感なくんばあらず。暫しばらく記きして後考こうこうを俟まつ。

　春信の絵本にして世に伝ふるもの凡そ左の如し。

絵本古錦襴　　　　三冊　　宝暦十二年江戸山崎金兵衛板

絵本諸芸錦　　　　三冊　　宝暦十三年江戸山崎金兵衛板

絵本花かづら　　　三冊　　明和元年江戸山崎金兵衛板

絵本さざれ石　　　三冊　　明和三年江戸山崎金兵衛板

絵本千代の松　　　三冊　　明和四年江戸山崎金兵衛板

絵本童のまと　　　三冊　　明和四年江戸美濃屋平七板

絵本八千代草　　　三冊　　明和五年江戸山崎金兵衛板

絵本操草　　　　　一冊　　明和八年板（春信歿後の板也）

絵本続江戸土産　　二冊　　安永九年京都菊屋安兵衛板

絵本春の錦　　　　二冊　　明和八年江戸山崎金兵衛板（色摺及墨摺の二種あり）

絵本青楼美人合　　三冊　　明和七年板（色摺及墨摺両種あり）






浮世絵の山水画と江戸名所




一




　浮世絵はその名の示すが如く児女じじょの風俗俳優の容姿を描くを以もって本領とす。然しかれども時代の好尚こうしょうと画工が技能の円熟とによりてやがて好個の山水風景画を制作するに至れり。

　由来浮世絵と西洋画とは共に写生を主とする点において相似たる所あり。西洋画の山水は人物画の背景より漸次分離独立せしものにしてその始はじめは和蘭陀オランダ十七世紀の絵画に起り十八世紀を経へ十九世紀仏蘭西フランスロマンチズムの時代に及びて完成せり。山水画は即すなわち人物画発達の後のちに起りしものなり。今これをわが浮世絵について見るもまたその揆きを一にす。浮世絵風俗画は鈴木春信すずきはるのぶ勝川春章かつかわしゅんしょう鳥居清長とりいきよながより歌麿うたまろ春潮しゅんちょう栄之えいし豊国とよくにの如き寛政かんせいの諸名家に及び円熟の極度に達せし時、ここに葛飾北斎かつしかほくさい一立斎広重いちりゅうさいひろしげの二大家現はれ独立せる山水画を完成し江戸平民絵画史に掉尾とうびの偉観を添へたり。

　余はここに北斎広重二家の山水を論ずるに当り、先まず浮世絵山水画発達の経路を尋ねてその一を奥村政信おくむらまさのぶ以来広く行はれたる浮絵うきえ遠景図に帰し、その二を以て天明てんめい年間江戸に勃興ぼっこうせし狂歌の影響なりとなさんと欲す。浮世絵は鈴木春信以後勝川春章磯田湖龍斎いそだこりゅうさいらの画工によりて年々その布局と色彩とを複雑ならしめしが、天明に入いるや風俗画の背景既に純然たる一幅の好山水こうさんすいをなせるものあるに至れり。鳥居清長が三枚続児女江之島詣さんまいつづきじじょえのしまもうでの図の背景の如きまた喜多川きたがわ歌麿が隅田川渡船すみだがわわたしぶねの如き即ちこれなり。時代の気運は漸ようやく風俗画の外ほかに独立せる山水を要求するに至れるなり。ここに元文げんぶん享保きょうほうの頃より浮絵と称となへ来りし一種の遠景図あり。娼楼しょうろう劇場の内外ないがいまたは忠臣蔵曾我十番切そがじゅうばんぎり並ならびに諸国の名所神社仏閣の図等を描きたるものにして、寛保かんぽう延享えんきょうの頃の漆絵うるしえ紅絵べにえには早くも西洋風の遠近法を用ひて巧たくみに遠見とおみの景色と人物群集の状じょうとを描き出いだせり。奥村政信鳥居清満きよみつら皆人物画の制作以外に、かかる浮絵の板下はんしたを描きたりしが、安永あんえい年代に至りて歌川豊春うたがわとよはる専もっぱら遠景名所の図を描き出せしより大おおいに流行を極め、寛政に及ぶや早くも粗製濫出の傾きを生ぜり。今安永時代の最も精巧なる浮絵を見るにその色彩はかつて湖龍斎の好んで用ひたる褐色かっしょくを主とし、これに黄きばみたる紅色と緑色とを配合したる処甚はなはだ調和を得たり。しかしてその布局は和蘭陀銅板画どうばんがを模倣したる稚おさなき技巧のためにかへつて一種愛すべき風趣を帯びたり。安永年代の浮絵は元より和蘭陀銅板画の模倣なるが故に江戸名所の風景と共にまた西洋風の寺院市街溝渠こうきょの景をも描きたり。歌川豊春北尾重政きたおしげまさ二家につぎて天明年代には葛飾北斎もまた勝春朗かつしゅんろうの名にて浅草金龍山あさくさきんりゅうざん、芝愛宕山しばあたごやま、亀井戸天神かめいどてんじん、吉原大門口よしわらおおもんぐち等の浮絵を描きたる事尠すくなからず。浮絵は後年こうねん北斎広重によりて完成せられたる浮世絵風景画の前提と見るべきものなり。天明の初め四方赤良よものあから、唐衣橘洲からころもきっしゅう、朱楽菅江あけらかんこうらの才人江戸に狂歌を復興せしむ。狂歌の流行はここに摺物すりものと称する佳麗なる板物はんもの並に狂歌集絵本類の板刻はんこくを盛んならしむるに及びて、浮世絵の山水画はために長足の進歩をなし得たり。江戸名所を描ける絵本を尋ぬるに、遠くは菱川師宣ひしかわもろのぶの『狂歌旅枕たびまくら』、近くは宝暦ほうれき初年西村重長にしむらしげながの『江戸土産えどみやげ』及び明和めいわに入りて鈴木春信が『続江戸土産』の梓行しこうあるに過ぎざりしが、天明年代に至るや北尾政美きたおまさよしが『江戸名所鑑えどめいしょかがみ』（三巻）鳥居清長の『物見ものみヶ岡おか』（二巻）喜多川歌麿の『江戸爵えどすずめ』（三巻）北尾重政の『吾妻袂あずまからげ』（三巻）の類るい続々として出板せられたり。しかしてこれらの絵本はいづれも当時著名の狂歌師の吟咏ぎんえいを画賛となせり。狂歌集『狂月望きょうげつぼう』及『銀世界ぎんせかい』に挿はさみたる歌麿の山水は今日こんにち欧洲人の称賛して措おかざる逸品なり。此かくの如く江戸名所を課題とせる狂歌の流行は江戸名所の風景に対する都人士とじんしの愛好心を増進せしむると共に、自おのずからまた画工の風景に対する観察を鋭敏ならしめその布局を純化せしむるに多大の効果ありしや明かなり。狂歌は絵本と摺物においてよく浮世絵の山水画を完成せしめたるのみならず、また浮世絵の花鳥画においても見るべきものを出いださしめたり。歌麿の絵本『百千鳥ももちどり』並に『虫撰むしえらみ』の如き即ち然り。吾人ごじんは元禄げんろく時代の美術を鑑賞するに当り一蝶いっちょう及び宗珉そうみんらの制作に関して俳諧の感化を拒みがたしとなさば、天明寛政の平民美術についてはその勢力隠然狂歌にありしといふことを得べし。
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　葛飾北斎は狂歌全盛の時代に出で、浮絵の名所絵に写生の技を熟練せしめたる後のち、寛政八年頃より司馬江漢しばこうかんにつきて西洋油画あぶらえの画風を研究し、これに自家特有の技術を加へて北斎一流の山水をつくり出いだせり。その一枚摺錦絵にしきえは富嶽三十六景ふがくさんじゅうろっけい、諸国滝巡しょこくたきめぐり、諸国名橋奇覧しょこくめいきょうきらん、琉球八景りゅうきゅうはっけい等にして絵本には『江都勝景一覧こうとしょうけいいちらん』（寛政十一年板）『東都遊あずまあそび』（享和二年板）『山復山やままたやま』（文化元年板）『隅田川両岸一覧すみだがわりょうがんいちらん』（文化三年板）等あり。錦絵の山水については余よ別に葛飾北斎論の中うちに言ふ処多ければここには専ら絵本につきて語らんとす。北斎の名所絵本はいづれも狂歌の賛をなしたるものにして後年の傑作たる富嶽三十六景及び諸国滝巡り等に比すればいまだ全く独特の技倆ぎりょうを発揮したるものとはいひがたし。例たとへば『勝景一覧』の如きを見るに、夕焼の雲と霞かすみとを用ひて遠景を遮断しゃだんせしめし所は古代の大和絵巻やまとえまきを見るが如く、また人物の甚しく長身なるは歌麿の感化を脱せざるの憾うらみあり。されどこれらの絵本の中うちその最も優すぐれたる『隅田川両岸一覧』を見れば、北斎が夙つとに写生の技ぎに長じたりし事並ならびにその戯作者げさくしゃ的観察の甚はなはだ鋭敏なりし事とを窺うかがひ得べし。それと共にこの時代の北斎にはかへつて後年大成の期ごに及んでしばしば吾人に不満足を与ふる支那画しながの感化いまだ甚しく顕著とならざる事を喜ばずんばあらず。富嶽三十六景と諸国滝巡りとはその設色の布局と相俟あいまつて北斎をして不朽ならしむる傑作品なれども、その船舶その人物樹木家屋瓦かわら等に何となく支那らしき趣おもむきを覚えしむ。例へば東都駿河台とうとするがだいの図、佃島つくだじまの図、あるひは武州多摩川ぶしゅうたまがわの図の如き、一見先まづ日本らしからぬ思ひあり。これに反して『隅田川両岸一覧』はその筆力いまだ全く自在ならざる処あれども、文化初年の江戸に対する忠実なる写生は能よく吾人をしてその希望するが如き都会的情調に触れしむ。

『隅田川両岸一覧』は三巻より成る。その画面は絵巻物を繰りひろぐるが如く上巻より下巻まで連続して春夏秋冬の四時しじに渉わたる隅田川両岸の風光を一覧せしむ。開巻第一に現れ来きたる光景は高輪たかなわの夜明よあけなり。淋さびし気げに馬上の身を旅合羽たびがっぱにくるませたる旅人たびびとの後あとよりは、同じやうなる笠かさ冠かむりし数人の旅人相前後しつつ茶汲女ちゃくみおんなの彳たたずみたる水茶屋みずちゃやの前を歩み行けり。水茶屋の葭簀よしずは幾軒となく見渡すかぎり半円形をなしたる海岸に連つらなり、その沖合おきあい遥はるかなる波の上には正月の松飾りしたる親船、巍然ぎぜんとして晴れたる空の富士と共にその檣ほばしらを聳そびやかしたり。第二図は頭巾ずきん冠かぶりし裃かみしもの侍さむらい、町人、棟梁とうりょう、子供つれし女房、振袖ふりそでの娘、物もの担になふ下男など渡舟わたしぶねに乗合のりあいたるを、船頭二人ふたり大きなる煙草入たばこいれをぶらさげ舳へさきと艫ともに立ち棹さおさしゐる佃の渡しなり。第三図は童児二人紙鳶たこを上げつつ走り行く狭き橋の上より、船の檣ほばしら茅葺かやぶき屋根の間に見ゆる佃島の眺望にして、彼方かなたに横よこたはる永代橋えいたいばしには人通ひとどおり賑にぎやかに、三股みつまたの岸近くには（第四図）白魚船しらうおぶね四よツ手で網あみをひろげたり。桜の花さく河岸かしの眺め（第五図）は直ちに新緑滴したたる元柳橋もとやなぎばしの夏景色（第六図）と変じ、ここに包つつみを背負ひし男一人橋の欄干に腰かけ扇を使ふ時、青地あおじの日傘ひがさ携へし女芸者二人話しながら歩み行けり。その傍かたわらに尻端折しりぱしょりの男一人片手を上げて網船賑ふ河面かわづらの方かたを指さしたるは、静に曇りし初夏の空に時鳥ほととぎすの一声鳴過なきすぎたるにはあらざるか。時節はいよいよ夏の盛さかりとなれり。中巻第一図と第二図とは本所御船蔵ほんじょおふなぐらを望む両国広小路りょうごくひろこうじの雑沓ざっとうなり。日傘菅笠すげがさ相重あいかさなりて葭簀よしずを張りし見世物小屋みせものごやの間に動きどよめきたり。さて両国橋納涼の群集と屋形船やかたぶね屋根船の往来ゆきき（中巻第三図）を見て過すぐれば、第四図は新柳橋に夕立降りそそぎて、艶なまめかしき女三人袖吹き払ふ雨風に傘をつぼめ跣足はだしの裾すそを乱して小走こばしりに急げば、それと行違ひに薄べりと浴衣ゆかたを冠りし真裸体まはだかの男二人雨をついて走る。首尾の松の釣船つりぶね涼しく椎木屋敷しいのきやしきの夕蝉ゆうせみ（中巻第五図）に秋は早くも立初たちそめ、榧寺かやでらの高燈籠たかとうろうを望む御馬屋河岸おんまやがしの渡船とせん（中巻第六図）には托鉢たくはつの僧二人を真中まんなかにして桃太郎のやうなる着物着たる猿廻さるまわし、御幣ごへいを肩にしたる老婆、風呂敷包ふろしきづつみ背負ひたる女房、物売りの男なぞ乗合ひたり。駒形堂こまかたどうの白壁に日脚ひあしは傾き、多田薬師ただのやくしの行雁ゆくかり（中巻第七図）に夕暮迫れば、第八図は大川橋の橋袂はしたもとにて、竹藪たけやぶ茂る小梅の里を望む橋上きょうじょうには行人こうじん絡繹らくえきたり。岸の上なる水茶屋には赤き塗盆ぬりぼん手にして佇立たたずむ茶汲ちゃくみの娘もろとも、床几しょうぎに憩いこふ人々面白げに大道だいどう芸人が子供集めて長き竹竿たけざおの先に盥たらい廻しゐるさまを打眺めたり。中ちゅうの巻ここに尽く。

　下巻は浅草観音堂の屋根に群鴉ぐんあ落葉らくようの如く飛ぶ様を描き、何となく晩秋暮鐘の寂さびしきを思はせたるは画工が用意の周到なる処ならずや。第二図三囲みめぐりの堤を見れば時雨しぐれを催す空合そらあいに行く人の影稀まれに、待乳山まつちやま（下巻第三図）には寺男一人落葉おちばを掃く処、鳥居際とりいぎわなる一樹の紅葉こうように風雅の客二人ににん、小紋の羽織にふところ手でして逍遥しょうようするを見るのみ。冬枯の河原はますます淋しく、白鷺一羽水上に舞ふ処ところ流れを隔てて白髯の老松ろうしょうを眺むるは今戸いまどの岸にやあらん（下巻第四図）。ここに船頭二人ににん瓦かわらを船に運べるあり。やがて橋場の渡わたしに至るに、渡小屋わたしごやの前（下巻第五図）には寮りょうにでも行くらしき町風まちふうの女づれ、農具を肩に煙管きせる銜くわへたる農夫と茅葺屋根の軒下に行きちがひたり。遥なる木母寺もくぼじの鉦鼓しょうこに日は暮れ、真崎稲荷まっさきいなりの赤き祠ほこらに降る雪の美し（下巻第六図）と見る間まもなく、神明しんめいの社やしろに来きたれば（下巻第七図）烏帽子えぼしの神主三人早くも紅梅の咲匂さきにおへる鳥居に梯子はしごをかけ注連飾しめかざりにいそがはし。かくて年は暮れたり。画工は正月の松飾まつかざり整ひたる吉原の廓くるわに看客かんかくを導き、一夜明くれば初春迎ふる色里の賑にぎわいを見せて、ここにこの絵本を完了す。

　北斎の精密なる写生は挿入そうにゅうせしその狂歌と相俟つて、見るものをしておのづからその時代の雰囲気中ふんいきちゅうにあるの思おもいをなさしむ。当時の芸術はその時代とその風景のみならず総すべての事物に対して称賛と感謝の情とを以て感興の最大源泉となし、江戸と称する都会のいかに繁華にその生活のいかに面白くいかに楽しきかを描き示さんと勉つとめたり。一立斎広重の山水画もまたこの意義において多く江戸の市街と郊外の風光を描き出いだしぬ。
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　広重の山水中江戸の風景を描きしものを挙あぐるに、名所江戸百景、江戸近郊八景、東都名所、江都勝景こうとしょうけい、江戸高名会亭尽えどこうめいかいていづくし、名所江戸坂尽めいしょえどさかづくしなぞ題されたる一枚摺錦絵あり。また『江戸土産えどみやげ』（十巻）『狂歌江戸名所図絵きょうかえどめいしょずえ』（十六巻）等の絵本あり。

　一立斎広重は北斎と相並んで西欧の鑑賞家より日本画家中恐らくは空前絶後の二大山水画家なるべしと称せらる。この両大家はいづれも西洋画遠近法と浮世絵在来の写生を基もといとして幾度いくたびか同様の地点を描きたり。然れどもその画風の相同じからざるは一見して瞭然りょうぜんたるものあり。北斎は従来の浮世絵に南画なんがの画風と西洋画とを加味したる処多かりしが、広重は専もっぱら狩野かのうの支派たる一蝶の筆致に倣ならひたるが如し。北斎の画風は強く硬かたく広重は軟やわらかく静しずかなり。写生の点において広重の技巧はしばしば北斎より更に綿密なるにかかはらず一見して常に北斎の草画そうがよりも更に清楚せいそ軽快の思おもいあらしむ。これを文学に譬たとへんか北斎は美麗なる漢字の形容詞を多く用ひたる紀行文の如く、広重はこまごまとまたなだらかに書流かきながしたる戯作者げさくしゃの文章の如し。されば吾人は既に述べしが如く北斎がその円熟期における傑作品の往々おうおうにして日本らしからぬ思をなさしむるに反し、広重の作品に接すれば直ただちに日本らしき純粋なる地方的感覚を与へらる。日本の風土を離れて広重の美術は存在せざるなり。余は広重の山水と光琳こうりんの花卉かきとを以て日本風土の特色を知解せしむるに足るべき最も貴重なる美術なりとなす。

　北斎は山水を把とりてこれを描くに当り山水それのみには飽き足らず常に奇抜なる意匠を設けて人を驚かせり。これに反して広重の態度は終始依然として冷静なるが故にやや単調に傾き変化に乏しき観なきに非あらず。暴風電光急流を以て山水を活動せしむるは北斎の喜んでなす処。雨と雪と月光とまた爛々たる星斗せいとの光によりて唯たださへ淋しき夜景に一層の閑寂かんじゃくを添へしむるは広重の最も得意とする処なり。北斎の山水中に見出さるる人物は皆孜し々しとして労役す。然らざれば殊更ことさらに風景を指ゆびさして嘆賞し若もしくは甚しく驚愕きょうがくするが如きさまをなせり。然るに広重が画図がと中には猪牙ちょきを漕こぐ船頭も行先を急がぬらしく、馬上に笠を戴いただく旅人は疲れて眠れるが如し。江戸繁華の街衢がいくを行くものもまた路傍の犬と共に長き日を暮らしかぬるが如き態度を示せり。両家の作品が示す両様の傾向によりて吾人はまたこの二大山水画家の性情の全く相反せる事を知るに難かたからず。

　北斎は描くに先立ちて深く意識し、多く期待し、常に苦心して、何らか新意匠新工夫しんくふうをなさずんば止やまざる画家なるべし。然るに広重は更に意を用ふるなく唯見るがまま興の動くがままに筆を執るに似たり。これを同じ早筆そうひつの略画に見るも北斎のものは決して偶発的ならず、苦心熟練の余よ僅わずかにここに至れるが如き観あれども、広重の略画に至つては看みる者をしていかにもその場限りの即興に発したるものらしき思ひあらしむ。されば今浮世絵板下絵師として両者の彩色さいしきを比較すれば広重は北斎の如く苦心する所更になかりしが如し。殊にその晩年安政時代の板行はんこうにかかる名所江戸百景の如き、その意匠の奇抜にして筆勢の軽快なるにかかはらずその着色中の赤と緑の如きは吾人をして大おおいに失望せしむるものあり。広重は従来の日本画の如く輪廓りんかくの線を描くには悉ことごとく墨色ぼくしょくを用ひ、彩色は唯画面の単調を補ふ便宜となしたるに過ぎず。されど単純なる二色若もしくは三色の配置によりてかへつて巧たくみに複雑美妙なる効果を収むる所何人なんぴともよく企て及ぶ所にあらず。例へば雲の白きに流るる水の青きと夕照ゆうやけの空の薄赤きとを対照せしめたる、あるひは夜の河水かわみずの青きが上に空の一面に薄黒うすくろく、この間あいだに苫船とまぶねの苫の黄きいろきを配したる等、極めて簡単明瞭めいりょうなるその配色はこれがためにかへつて看るものをして自由に時間と空気と光線の感覚を催さしむるの余地を与へたり。米国人フェノロサは明治三十一年小林氏の主催したりし浮世絵展覧会の目録において広重が愛宕山の図につき論じて曰いわく「遠く海を描きて白帆を点綴てんてつしたるは巧に軟風を表あらわしまた自おのずから遠景において光線の反射を示せり。小さき人物は広重と同時の英国大画家タアナアの如くしばしば杭くいの並べる如き観あれどこれまた風景中の諸点を強むる力あり。」また永代橋の図につきては「船の意匠は根本的また文法的と称すべし。鮮明なる二種の色調と黒白こくびゃくとを併あわせ用ゐて各部を異らしめたる所、共に強烈なる油絵の顔料がんりょうといへどもよくこれに及ぶ事能あたはざるべし。余はホイッスラアの最もっとも有名なる銅板画よりもむしろ本図を好む。」と。この訳文甚はなはだ佶倔きっくつにして作品の説明簡略なるがため当時の会場を記憶せざるものにはこれらの賛辞のいかなる板画についてなされたるや明かに知る由なし。然れども広重板画の特徴を窺うかがふに足れり。

　広重の江戸名所を描けるものその一は東都名所あるひは江都勝景と題せし横絵なり、その二は名所江戸百景と題せし竪絵たてえなり。この二種は同じ江戸の市街及およびその近郊の風景を描きたるものなれど、板刻はんこくの年代並ならびに横と竪との様式の相違よりして自おのずから別種の画風を示したり。横絵の東都名所は東海道五十三次とうかいどうごじゅうさんつぎと同じくその布局は細密なる写生に基もとづき、その色彩また甚しく濃厚ならざるが故に吾人が常に一般の浮世絵に対して要求するが如き色調の妙味を覚えしむ。これに反して名所江戸百景は惜しい哉かなその布局の写生を離れ筆勢奔放意匠甚だ奇抜なるにかかはらず板行絵はんこうえとしての色彩甚だ美妙ならず、殊にその赤と緑の濃く生々なまなましきは大おおいに吾人を失望させしむ。これによつて見るも天保てんぽう以降浮世絵板刻の技術の年ねん一年如何いかに低落し行きしかを知るに足るべし。ゴンクウルはその著『歌麿伝』の終おわりにおいて広重がしばしばその板行絵の色摺をして歌麿盛時の如くならしめんと企てたれど遂ついに不可能なりし事を記しるしたり。

　広重が描ける東都名所（横絵）の全部を蒐集しゅうしゅうしてあたかもゴンクウルが北斎歌麿に対せしが如く細大漏もらさずこれを説明せんことは今余の微力のよくする所ならず。故に唯ただ広重が好んで同じ場所をば幾種となくさまざまに描きなしたる重おもなる図を採りて更にその中うちの二、三を選ぶこととせり。

　先まず江戸大城たいじょうに近く、外桜田そとさくらだの弁慶堀べんけいぼりより大名屋敷の白壁打続く霞かすみヶ関せきの傾斜は広重の好んで描きし地点なり。一つは夕立晴れたる夏の午後と覚おぼしく、辻番所立てる坂の上より下町したまちの人家と芝浦しばうらの帆影はんえいまでを見晴す大空には忽然こつぜん大きなる虹斜ななめに勇ましく現はれ出いでたる処なり。されど道行くものは子供をつれ傘打ちつぼめし女の外ほかには誰たれ一人この美しき虹には気も付かぬ様子にて、大小に羽織袴の侍も小紋の夏羽織の町人も本家枇杷葉湯びわようとうの荷箱また団扇うちわの荷を担かつぐ物売の商人も、皆大だいなる菅笠に顔をかくし吹風ふくかぜに烈はげしくもその裾を打払はれ聊いささか行悩める如き有様を見せたり。これ坂の上の甚はなはだ高きことを想像せしめんとする画家の用意の周到なる所なるべし。他たの一図は次第に高くなり行く両側の御長屋おながやをばその屋根を薄墨色うすずみいろに、その壁を白く、土台の石垣をば薄き紺色にして、これに配するに山王祭さんのうまつりの花車だしと花笠の行列をば坂と家屋の遠望に伴はせて眼のとどかんかぎり次第に遠く小さく描き出いだせしものなり。上より見下みおろす花笠日傘の行列と左右なる家屋との対照及びその遠近法はいふまでもなく爽快そうかい極きわまりなき感を与ふ。

　永代橋より佃島鉄砲洲てっぽうずにかけての風景。また高輪より品川に及ぶ半円形の海岸とは水と空とこれに配合する橋と船とによりて広重をして最も容易に最も簡単なる好画図こうがとを作なさしむ。先まず画面の下部に長き橋梁きょうりょうを斜ななめに横よこたはらしめよ、しかして淋しき夜駕籠よかごと頬冠ほおかむりの人の往来ゆききを見せ、見晴らす水面すいめんの右の方かたには夜の佃島を雲の如く浮ばせ、左の方には新地しんちの娼楼に時として燈火とうかを点じて水上に散在する白魚船しらうおぶねの漁火ぎょかに対せしめよ。あるひは大だいなる夜泊やはくの船の林なす檣ほばしらの間あいだに満月を浮ばしめ、その広漠こうばくたる空に一点あるかなきかの時鳥ほととぎす、または一列の雁影がんえいを以てせよ。これ広重の常に試みる所の最も簡単にしてまた最も情趣深き都会山水画の特徴たり。

　江戸の市街が雪によりて随処にその美観を増すは人の知る処なり。今これを広重の作品に徴するにそが雪景の作中にて最も傑出せる好画図をなさしめたる処は御茶おちゃの水みず、湯島天神ゆしまてんじん石段、洲崎汐入堤すさきしおいりづつみ、芝藪小路しばやぶこうじ等にして向島むこうじま、日本橋、吉原土手等においてはかへつてさしたる逸品をなさしめざりき。浅草観音堂年としの市いちを描くに雪を以てし、六花りっか紛々ふんぷんたる空に白皚々はくがいがいたる堂宇の屋根を屹立きつりつせしめ、無数の傘の隊をなして堂の階段を昇り行く有様を描きしは常に寂寞せきばく閑雅を喜ぶ広重の作品としてはむしろ意外の感あり。

　三囲みめぐり、橋場はしば、今戸いまど、真崎まっさき、山谷堀さんやぼり、待乳山まつちやま等の如き名所の風景に対しては、いかなる平凡の画家といへども容易に絶好の山水画を作ることを得べし。いはんや広重においてをや。されど爰ここに注意すべきことあり。広重は歌川豊広とよひろの門人にして人物画をもよくしたるにかかはらず、隅田川の風景を描くにさへ強しひて花見の喧騒けんそうを避け、蘆荻ろてき白帆はくはんの閑寂をのみ求めたる事なり。東都名所の中うちその画題を隅田川花盛はなざかりとなしたる図の如きを見よ。先まず丘陵の如くに凸起とっきしたる堤を描き、広々ひろびろしたる水上より花間かかんを仰見あおぎみて、僅わずかに群集の来往らいおうせるさまを想像せしむるに過ぎず。さればこの水上にも妓ぎを載せ酒を酌くむの屋形船なく、花を外よそなる釣舟と筏いかだと鴎かもめとを浮ばしむるのみ。この傾向は吉原を描きし図において殊に顕著なるを覚ゆ。広重の好んで描ける吉原は華麗を極めし不夜城の壮観にあらずして、頬冠ほおかむりの人肌寒はださむげに懐手ふところでして三々五々河岸通かしどおりの格子外こうしそとを徘徊はいかいする引四時過ひけよつすぎの寂しさか（『絵本江戸土産』巻六）然らずば仲之町なかのちょうの木戸口きどぐちはあたかも山間の関所せきしょの如く見ゆる早朝の光景（江戸百景の中うち廓中東雲しののめ）なり。仲之町夜桜の盛さかりとても彼は貧しげなる鱗葺こけらぶきの屋根をば高所こうしょより見下したる間あいだに桜花の梢こずえを示すに止とどまり、日本堤にほんづつみは雪に埋うもれし低き人家と行き悩む駕籠の往来おうらいに、後朝きぬぎぬの思よりもむしろ駅路の哀感を誘いざなはしむ。この点において広重は徹頭徹尾覊旅きりょの詩人たり。見ずや彼の描ける吉原には何なんとなく宿場らしき野趣を蔵する所なからずや。軒挑灯のきちょうちんを連ねし仲之町の茶屋もその洒脱しゃだつなる筆致の下もとには自おのずから品川板橋いたばし等の光景と選ぶ所なし。天保十三年浅草山あさくさやまの宿しゅくに移転を命ぜられし江戸三座劇場の賑にぎわいも、また吉原と同じく、広重の名所絵においては最早もはや春朗しゅんろう豊国らの描きし葺屋町ふきやちょう堺町さかいちょうの如き雑沓を見ること能はず。広重は顔見世乗込かおみせのりこみの雑沓、茶屋飾付かざりつけの壮観を外よそにして、待乳山の老樹鬱々うつうつたる間より唯幾旒いくりゅうとなき幟のぼりの貧しき鱗葺こけらぶきの屋根の上に飜ひるがえるさまを以て足れりとなし、また芝居木戸前しばいきどまえの光景を示すには、月光の下もとに劇場已すでに閉ぢ行人こうじん漸ようやく稀まれならんとして、軒下なる用水桶おけのかげには犬眠り夜駕籠客を待つさまを描いて自おのずから広重独特の情趣を造出つくりいだせり。浅草観音堂の境内けいだいを描くに当つても彼の特徴は水茶屋土弓場どきゅうばまた奥山見世物場みせものば等の群集に非ずして、例へば雷門かみなりもんの大挑灯おおちょうちんを以て勢いきおい好よく画面の全部を蔽おおはしめ、その下に無数の雨傘を描きたるが如きものとはなれり。




四




　広重の山水につきては江戸名所よりも日本全国の風景と対照して、特に論ずべきこと多きは言ふを俟またざるなり。然れどもそは他日に譲りて、ここには北斎及び広重の両大家につぎて同じく江戸の風景を描きたる昇亭北寿しょうていほくじゅと、一勇斎国芳いちゆうさいくによしの板物はんものを一覧して筆を擱おかんとす。

　昇亭北寿は葛飾北斎の門人にして文化頃の浮絵名所絵の中にその名の署したるものあり。それよりやや後年の作と覚しき一枚摺山水画は尽ことごとく和蘭陀画を模倣したる一種特別の画風を示したれど、いかなる故にやその伝記は和洋いづれの書物にも詳つまびらかならず。『浮世絵類考』には姓氏を示さずして唯ただ両国薬研堀辺やげんぼりへんに住し文政頃の人となすのみ。

　北寿の板物は今日こんにち伝ふる処のもの僅に三、四十種を越えざるべし。当時浮世絵を専業となせる画工の制作いづれも甚はなはだ多数なるより考ふれば、北寿はあるひは専門の浮世絵師にてはなかりしにや。あるひはその画風のあまりに奇異なるがため北斎北渓ほくけいらの間に立ちては遂に世の迎ふる所とならざりしにや。伝記の考究は暫しばらく措おき、今その板画を見るに北寿は直接に和蘭陀画の影響を受け西洋風の遠近法と設色法と時には光線をも木板摺もくはんずりの上に転化応用せんと企てたる画工なり。これ敢あえて北寿一人いちにんに始りしには非ず。当初浮絵の大家にして歌川派の祖たる歌川豊春の如きは和蘭陀銅板画どうばんがよりヴェニス、アムステルダム等の風景をそのまま模写してこれを木板色摺となせし事ありき。されど文化以降それらの綿密なる浮絵は全く衰微し北斎の新山水起るや、北寿もまた従来の浮絵を棄すておのが好む方向に進まんとせり。今その特徴を説明せんがため道灌山どうかんやまの一図を引きて例とせんか。歌川豊春北尾重政の浮絵に比すれば布局は著しく簡明となりしに反してその設色はやや複雑にしかも大おおいに調和する所あり。即ち北斎が富嶽三十六景においてなせしが如く北寿もまた全画面の彩色中さいしきちゅうその根調こんちょうとなるべき一色いっしょくを選びて常にこれによつて諧音的の効果を奏せんとする苦心を示したり。（道灌山の図を見るものは直ただちに黄色こうしょくを帯びたる淡く軟かき緑色りょくしょくとこれに対する濃き緑みどりと藍あいとの調和に感じまた他の一作洲崎弁天海上眺望の図においては黄色と橙色とうしょくとの調和を見るべし。）なほ道灌山の図についていふべきは、左方さほうに立つ崖がけの側面を画えがくに北寿は三角形の連続を以てし、またその麓ふもとに横よこたわる広き畠をば黄きと緑と褐色の三色を以て染分けたる格子となし、これを遠近法によりて配列せしめたる事なり。もし北寿をして今一歩を進ましめんか日本における最初の立方体画家となりしや知るべからず。

　北寿の板物を見るものはまた彼が好んで雲を描くがために必かならずその画面には空と水との大だいなる空間を設けたる事を知るべし。洲崎弁天海上の眺望と題したるもの、また御茶の水より富士を見たるもの、あるひは銚子ちょうしの海浜、隅田川真崎まっさき等を描きし風景の如き、その空中に漂ふ大だいなる白雲はくうんは家屋樹木と共にこれらの図の布局をなすに当つて欠くべからざる要件の一となれり。此かくの如く山水画の制作につきて空と雲とに意を用ゐたるは日本画家中この北寿の外ほかにはいまだ何人なんぴともなさざる所なりき。彼の師たる北斎は和蘭陀画の感化を喜ぶ事決して北寿に劣るものならざれども後年に至るもなほしばしば日本在来の棚曳たなびく霞を横よこたはらしめて或時は不必要と認むる遠景を遮断しゃだんするの方便となし、或時は高処を示すの手段となしたり（ペルヂンスキイは北斎が描く霞の形状をば西洋手袋の指先を並べたるが如しといへり）。広重は四条しじょう派の山水に見るが如き濃淡を以て巧みに樹木風景を曇らす霞を描きたれど、晴天の青空に浮動する雲につきては一度ひとたびも北寿の如くに留意する所なかりき（北斎の絵本『富嶽百景』三巻中には雲を描きしもの尠すくなからず殊に初巻快晴の不二の図は鱗雲うろこぐもに似たるものを描きて甚はなはだよし然れどもこの絵本は晩年の作にして年代よりいへば北寿の後なるべし）。

　北寿の新開拓は更にその山水画に光線を表示せんと企てたる事なり。洲崎弁天の図は黄色こうしょくと橙色とうしょくとの濃淡を以てしたる家屋堂宇のためによく日光の感覚を現し得たれども、山谷堀入口の図においては地上に横よこたはる家屋人物の陰影を描かんとしてこれがために遠近法にまで甚だしき錯誤を生ぜしめぬ。されど北寿の山水画に対しては西洋画模倣に基もとづく幼稚なる技巧と、制作上の無邪気なる誤謬ごびゅうとは、最初よりこれを認容せざるべからず。如何いかんとなればこれらの大欠点はかへつて素人画しろうとえの妙味なる一種特別の風韻をなす所以ゆえんなればなり。余が北寿を以て浮世絵専業の人にはあらざるべしとの疑ひを抱いだきしはその板物中かつて一の美人風俗画を見ず、その山水は日本画としても西洋画としても共にその技巧の甚しく未熟なるにかかはらず何となく風韻に富み感情の洒脱なる所あるが故なり。

　浮世絵の山水画を論じて歌川豊春、北尾政美より葛飾北斎、一立斎広重を挙げ、加ふるに昇亭北寿を以てすれば今や余す所のもの一勇斎国芳あるのみ。国芳は三世豊国（国貞）と共に光栄ある江戸浮世絵の歴史を結了せしむる最後の一人いちにんたり。

　明治五年向島三囲みめぐり稲荷の境内にその門人らの建立こんりゅうせし国芳の碑あり。これを見るに国貞巧二於閨房美人仕女婉淑之像一先生長二於軍陣名将勇士奮武之図一と刻したれども国芳は決して武者奮戦の図をのみよくせしにはあらず、その描ける範囲は美人花鳥山水諷刺滑稽画ふうしこっけいがに及べり。西洋画写生の法を浮世絵の人物に施してよく成功せる点はむしろ北斎の上に出づといふも過賞にあらず（浅草観音堂内奉納の絵額に一ツ家の姥おうなの図あり）。一度ひとたびその秘戯画に現はれたる裸体画を検するものはその骨格の形状正確にして繊巧を極めし線の感情の能よく敗頽はいたい的気風に富める漫そぞろに歌麿を思はしむる所あるを知るべし。仏人 Tei-san が美術史に曰く、「国芳の作画は常に活動の気に満ちその描線の甚だ鮮明正確なるしばしば称賛に価すべきものあり。しかしてその色彩には好んで赤と藍とを混和せしめたる極めて明快なる林檎色りんごいろの緑を用ひ文化以前の木板絵に見るが如き色調の美妙を示す所あり。されど或時は全くその反対に、人物奮闘の状じょうを描ける図に至つては色彩をしてこれと一致せしめんがため殊更ことさら多数の色を設けて衝突混乱せしむ。」

　国芳の山水画には東海道及東都名所の二種あれどもいづれもその数すう多からず。東海道の作は重おもに鳥瞰図ちょうかんず的なる山水村落の眺望を主とし、東都名所は人物を配置して風景中に自おのずから江戸生粋きっすいの感情を溌剌はつらつたらしめたり。東都名所新吉原と題したる日本堤夜景の図を見よ。中空ちゅうくうには大なる暈かさ戴いただきし黄きいろき月を仰ぎ、低く地平線に接しては煙の如き横雲を漂はしたる田圃たんぼを越え、彼方かなた遥かに廓くるわの屋根を望む処。一梃ちょうの夜駕籠頻しきりと道をいそぎ行く傍かたわらに二匹の犬その足音にも驚かず疲れて眠れる姿は、土手下の閉ざせる人家の様子と共に夜もいたく深ふけ渡りしのみか、雨持つ空に月の光もまた朧おぼろなる風情ふぜいを想像せしめて余りあり。羽織に着流しの裾をかかげ、ぱつちに雪駄せったをはきし町人の二人連ふたりづれあり。その一人ひとりは頬冠りの結目むすびめを締め直しつつ他の一人は懐中に弥蔵やぞうをきめつつ廓をさしておのづと歩みも急せわし気げなる、その向むこうより駒下駄こまげたに褞袍どてらの裾も長々と地ちに曳ひくばかり着流して、三尺さんじゃくを腰低く前にて結びたる遊あそび人にんらしき男一人、両手は打斬うちきられし如く両袖を落して、少し仰向あおむき加減に大きく口を明きたるは、春の朧夜おぼろよを我物顔わがものがおに咽喉のど一杯の声張上げて投節なげぶし歌ひ行くなるべし。

　浮世絵師の伝記を調べたる人は国芳が極きわめて伝法肌でんぽうはだの江戸児えどっこたる事を知れり。この図の如きは寔まことによくその性情を示したる山水画にあらずや。吾人は寂寞せきばく閑雅なる広重の江戸名所において自おのずから質素の生活に甘あまんじたる太平の一士人いちしじんが悠々ゆうゆうとして狂歌俳諧の天地に遊びし風懐ふうかいに接し、また北斎の支那趣味によりては江戸時代の老人の温和なる道徳的傾向を窺ひ得べしとすれば、国芳の風景よりしては女芸者を載せたる永代橋下したの猪牙舟ちょきぶね、鉄砲洲石垣の鯊釣はぜつり、また隅田川鰻うなぎかきの図等いづれも前ぜん二家かの有せざる江戸気質かたぎの他の一面を想像し得べし。しかしてもしこれら国芳の板画を以て更に寛政及びその以前の画家の作に比較すれば全くその外形を異にしたる背景風俗と共に幕末の人心のいかに変化せしかを想像するに余あまりあり。国芳画中の女芸者は濃く荒く紺絞こんしぼりの浴衣ゆかたの腕もあらはに猪牙の船舷ふなべりに肱ひじをつき、憎きまで仇あだツぽきその頤おとがいを支ささへさせ、油気あぶらけ薄き鬢びんの毛をば河風の吹くがままに吹乱ふきみださしめたる様子には、いかにも捨身すてみの自暴やけになりたる鋭き感情現れたり。湖龍斎が画中の美人の物思はしく秋の夜の空に行雁ゆくかりの影を見送り、歌麿が女の打連立うちつれだちて柔かき提灯ちょうちんの光に春の夜道を歩み行くが如き、安永天明における物哀れにまで優しき風情は嘉永かえい文久ぶんきゅうにおける江戸の女には既に全く見ることを得ざるに至りぬ。

　浮世絵の人物画も山水画と共に一勇斎国芳を殿しんがりとしてここにその終決を告げたり（国貞〈三世豊国〉の死は国芳に後おくるる事三年乃ち元治元年なり）。国芳の門人中（芳幾よしいく芳年よしとし芳虎等）明治に入いりてなほ浮世絵の制作をつづけしもの尠すくなからざれども、こは明治における江戸美術の余命とやがてはその全滅の状況を尋ねんとするものに対して悲惨なる材料となるのみ。
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泰西人の見たる葛飾北斎
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　日本の芸術家中泰西の鑑賞家によりてその研究批判の精細を極きわめたるもの、画狂人葛飾北斎かつしかほくさいに如しくものはあらざるべし。邦人今更この画工について言はんと欲するも既にその余地なきが如き観あり。泰西人の北斎に関する著述にして余の知れるものに仏国の文豪ゴンクウルの『北斎伝』。ルヴォンの『北斎研究』あり。独逸ドイツ人ペルヂンスキイの『北斎』。英吉利イギリス人ホルムスが『北斎』の著あり。仏蘭西フランスにて夙つとに日本美術の大著を出版したるルイ・ゴンスはけだし泰西における北斎称賛者中の第一人者なり。ゴンスは北斎を以もって日本画家中の最大なるものとするのみに非あらず、恐らく欧洲美術史上の最大名家の列に加ふべきものとなし、譬たとへば和蘭オランダのレンブラント仏蘭西のコロオ西班牙スペインのゴヤとまた仏国の諷刺ふうし画家ドオミエーとを一時に混同したるが如き大家なりとなせり。

　葛飾北斎はそもそも何が故に斯かくの如く尊崇せられたるや。邦人に取りては北斎そのものの研究よりもこの問題むしろ一層の興味ありといはずんばあるべからず。余はこれに答へてその理由の一を以て、北斎の捉とらへたる画題の範囲の浩瀚無辺こうかんむへんなることいまだ能よく東洋諸般の美術を通覧せざりし西欧人をして驚愕きょうがく措おく能あたはざらしめたるに依よるものとなす。次は北斎の画風の堅実なる写生を基本となしたる点自おのずから泰西美術の傾向と相似たる所あるに依るものとなす。北斎の真価値は実にこの写生に存するなり。西人せいじんの永く北斎を崇拝して止やまざるは全くこれがためにして我邦人の中うち動ややもすれば北斎を卑俗なりとなすものあるもまたこれがためなり。文化ぶんか以降北斎の円熟せる写生の筆力は往々おうおう期せずして日本画古来の伝統法式より超越せんとする所あり。されば宋元そうげん以後の禅味を以て独ひとり邦画の真髄と断定せる一部の日本鑑賞家の北斎を好まざるはけだしやむをえざるなり。これに反して泰西の鑑賞家は北斎によりて始めて日本画家中最も己おのれに近きものあるを発見し驚愕歓喜のあまり推賞して世界第一の名家となせしに外ほかならざるなり。次に北斎の描きたる題材の範囲の浩洋こうよう複雑なるは独ひとり泰西人のみならず、厳格なる日本の鑑賞家といへどもまた聊いささか一驚せざるを得ざるべし。日本の画家にして北斎の如くその筆勢の赴おもむく処、縦横無尽に花鳥、山水、人物、神仙、婦女、あらゆる画題を描き尽せしもの古来その例なし。北斎は初め勝川春章かつかわしゅんしょうにつきて浮世絵の描法を修むるの傍かたわら堤等琳つつみとうりんの門に入りて狩野かのうの古法を窺うかがひ、後のち自みずから歌麿うたまろの画風を迎へてよくこれを咀嚼そしゃくし、更に一転して支那画の筆法を味あじわひまた西洋画の法式を研究せり。しかもそが天稟てんぴんの傾向たる写生の精神に至つては終始変ずる事なく、老年に及びてその観察はいよいよ鋭敏にその意気はいよいよ旺盛おうせいとなり、凡およそ眼に映ずる宇宙の万象ばんしょう一つとして写生せずんば止やまざらんとするの気概を示したり。これ北斎をして自おのずから一派一流の法式を墨守ぼくしゅするの遑いとまなからしめたる所以ゆえんならずや。この点において北斎は寔まことに泰西人の激賞するが如く不覊自由ふきじゆうなる独立の画家たりしといふべし。




二




　北斎の制作は肉筆の絵画、板刻はんこくの錦絵にしきえ、摺物すりもの、小説類の挿画さしえ、絵本、扇面せんめん、短冊たんざく及びその他の図案等、各種に渉わたりてその数の夥おびただしきこと、ルイ・ゴンスの『日本美術』によれば少くとも三万種を越えたるべしといふ。今その重おもなる制作中殊ことに泰西人の称美するものを掲ぐれば第一は『北斎漫画』十五巻及びこの類の絵本なり。第二は富嶽三十六景、諸国滝巡めぐり、諸国名橋奇覧等の錦絵なり。第三は肉筆掛物中の鯉魚りぎょ幽霊または山水。第四は摺物なり。美人風俗画は比較的その数少くまた北斎作中の上乗じょうじょうなるものにあらず。

『北斎漫画』十五巻は北斎を論ずるものの必かならず一覧せざるべからざるもの也なり。ゴンクウルの言げんを借りていへば、あたかも種紙たねがみの面おもてに蛾がの卵を産み落し行くが如く、筆にまかせて千差万様せんさばんようの画えを描きしものにして、北斎のあらゆる方面の代表的作品とまた古来日本画の取扱ひ来りし題材並ならびにその筆法とを一瞥いちべつの下もとに通覧せしむる辞彙じいの如きものなり。さればゴンクウルを始めとして泰西鑑賞家の『北斎漫画』に対する説明及および批判の中うちには独り北斎の芸術のみならず日本一般の風俗伝説文芸に関して云々うんぬんする所甚はなはだ多し。彼らが北斎に払ひし驚愕的称賛の辞は単に北斎一人いちにんのみに留とどまらず日本画全体に及ぼして然しかるべきもの尠すくなからず。然れども余は一々これを論別して、北斎の価値を限定せんと欲するものにあらず。これ無用の徒事とじたるのみに非ず、複雑なる北斎の作品に関する複雑なる評論をして更に一層の繁雑を来きたさしむるの嫌きらいあればなり。例へば北斎が描ける幽霊の図を批評するに当り、日本人の妄想もうそうが幽霊を作出つくりいだせし心理作用にまで溯さかのぼりて論究せんとするが如きは画論の以外に馳はせたるものといふべし。いはんや浮世絵の幽霊は画工が迷信の如何いかんを証するものたらんよりは、これ当時の演劇及小説との関係を示すものなるをや。泰西人が浮世絵の鑑賞にはこの種の論法尠からず用意周到に過ぎてかへつて当を得ざるものといふべし。

『北斎漫画』を一覧して内外人の斉ひとしく共に感ずる所のものは画工の写生に対する狂熱と事物に対する観察の鋭敏なる事なり。北斎は士農工商の生活、男女老弱の挙動及姿勢を仔細しさいに観察し進んで各人の特徴たる癖を描き得たり。『北斎漫画』のよく滑稽こっけい諷刺に成功して西人せいじんをして仏国漫画の大家ドーミエーを連想せしめたる所以ゆえんは此ここにあり。余は北斎の筆力を以て同時代の文学者中三馬一九さんばいっくの社会観察の甚はなはだ辛辣しんらつなるに比較せんと欲す。

　浮世絵中の漫画はもと北尾政美きたおまさよしの得意とする所なりき。政美の初はじめて『蕙斎人物略画式けいさいじんぶつりゃくがしき』を出いだせしは寛政かんせい七年にして『北斎漫画』初篇梓行しこうに先さきんずること正に二十年なり（寛政七年北斎は菱川宗理ひしかわそうりと称し多く摺物を描けり）。されば『北斎漫画』の由よつて来れる処は蕙斎の『略画式』にありしや知るべからず。蕙斎の漫画は北斎に比すれば筆致甚はなはだ穏健にして芸術的感情の更に洗練せられたるものあれども滑稽諷刺の一事に至つては到底北斎の深刻に及ぶべくもあらず。一は浮世絵師中の最も清淡なるもの、一は最も複雑なるものなり。一は貴族的にして一は平民的の最も甚だしきものなり。この両漫画は画工の性格並ならびに画風の相違を示すと共にまた時代の好尚の著しく変化せるを語るものなり。江戸末期の芸術における写実の傾向は演劇絵画文学諸般に渉わたりて文化以降深刻の余り遂ついに極端に走れり。『北斎漫画』中これらの証しょうとなすもの多し。武士の大小をたばさみて雪隠せついんに入いれる図の如きは、一九が『膝栗毛ひざくりげ』の滑稽とその揆きを一にするものならずや。
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　仏蘭西人テイザン著す所の日本美術論は北斎の生涯及画風を総論して甚はなはだ正鵠せいこくを得たるものなり。左に抄訳して泰西人の北斎観を代表せしめんと欲す。

　テイザン曰いわく北斎の特徴と欠点とは要するに日本人通有の特徴と欠点なり。即すなわち事物に対して常にその善良なる方面のみを見んとする事なり。余りに了解しやすき諧謔かいぎゃく及び辛辣しんらつに過ぐる諷刺とを喜ぶ事なり。運命論者の如く殆ほとんど未来に対して何らの考慮憂苦をも有せざる事なり。祭礼と芝居とを狂愛する事なり。貧なればよく質素に甘あまんずといへども僅少きんしょうの利を得れば直ただちに浪費する癖へきある事なり。常に中庸を尚とうとび極端に馳はする事を恐るる道徳観を持じする事なり。事物の根本的性質を究きわめんとするに先さきんじその外形より判断を下して自みずから皮相的心理状態に満足せんとする事なり。かるが故に万事全く理想的傾向を有せざる事なり。日々にちにち平常の生活難に追はれて絶えず現実の感情より脱離する事なきも、しかもまたその中うち自おのずから日本人生来の風流心を発露せしむる事なり。これを以て観みれば北斎の思想は根本よりして平民的また写実的たりといふべきなり。浮世絵派の画人は北斎の以前においても皆写実を基もといとなしたるは勿論もちろんの事なり。然れども自おのずから一種の法式典型を組織せずんば止やまざる所ありしが北斎の写実に至つては更に一歩を進めたり。北斎が観察力は真に驚くべきものあり。彼は多年感触の世界の研究とその描写とに従事したるの結果、宇宙百般の事物は彼の眼には何らの苦悩悔恨をも蔵せざるが如くに反映したり。看みずや北斎は獄門にかけたる罪囚の梟首きょうしゅに対して、その乱れたる長き頭髪は苦悩の汗に濡ぬれ、喰縛くいしばりたる唇くちびるより真白き歯の露出せるさまを見ても、なほかつ平然としてこれを写生せるが如き、あるひはまた彼が一派一流の狭き画法に拘泥こうでいするの遑いとまなかりしが如き、これ皆その観察力の鋭敏なると写生の狂熱熾さかんなるによるものに非らずして何ぞや。されば北斎は自みずから正確なる写生をなし得たりと信ずる時は意気揚々として、その著『略画早指南りゃくがはやおしえ』の序にも言へるが如く、わが描く所の人物禽獣きんじゅうは皆紙上より飛躍せんとすと。かくて北斎は写実家の常として宛さながら仏国印象派の傾向と同じく美の表現よりも性格の表現に重きを置かんとするに似たり。彼は題材の高尚なると卑俗なるとを弁ぜざりき。これ日本の上流社会が北斎の技倆ぎりょうを了解する事能あたはざりし最大の原因たらざるべからず。

　さて北斎はその写実主義を実行するに当り如何いかなる方法に依りたるや。今これを人物画について見れば人物の動作を現はすに四肢の綿密なる解剖によらずしてひたすら疎大なる描線の力を以てせんとしたり。また山水画においては樹木じゅもく台榭だいしゃの部分的検索、並にその完成を俟またず、専もっぱら風景全体の眺望を描かんとしたり。これ綜合的そうごうてきなる法式の下もとに甚はなはだ尋常一様の手段を取りたるに過ぎずといふべし。裸体の研究如何いかんと見るに、北斎は人物の体格及活動の姿勢とを簡略に節約すべき線の筆力によりて能く筋肉の緊張を描き得たりといへども、解剖の知識に至つてはいまだ十分なりといひがたし。これ泰西画家のなすが如く陰影によつてモデルを看みる事の便宜を知らざりしがためなり。此かくの如き欠点あるにかかはらず人物の挙動、顔面の表情、または人体のあるひは突進しあるひは後退する状じょうを描くに当りて、北斎の手腕のいかに非凡なるかは、『漫画』第二巻の仮面の図、第八巻の盲人の顔等において甚はなはだ顕著なり。なほ一層の好例は第三巻中の相撲すもう、第八巻中の無礼講ぶれいこう、及狂画葛飾振かつしかぶりなるべし。狂画葛飾振の図中には痩細やせほそりし脚あし、肉落ちたる腕、聳立そばだちたる肩を有せる枯痩こそうの人物と、形かたち崩くずるるばかり肥満し過ぎたる多血質の人物との解剖を見るべく、またかの筍掘たけのこほりが力一杯に筍を引抜くと共に両足を空様そらざまにして仰向あおむきに転倒せる図の如きは寔まことに溌剌はつらつたる活力発展の状を窺うかがふに足る。北斎は人の笑ふ時怒いかる時また力役りきえきする時、いかにその筋肉の動くかを知り能くこれを描き得たる画家なり。

　北斎が咄嗟とっさの動揺を描くに妙を得たるはなほ『漫画』十二巻中風かぜの図についてこれを見るべし。図中の旅僧は風に吹上げられし経文きょうもんを取押へんとして狼狽ろうばいすれば、膝ひざのあたりまで裾すそ吹巻ふきまくられたる女の懐中よりは鼻紙片々へんぺんとして木葉このはに交まじわり日傘諸共もろとも空中に舞飛まいとべり。一人の男は背後より風に襲はれて体たいの中心を失はんとし、腕を上げ手をひろげて驚けば、その傍かたわらには丁稚でっちらしき小男重箱じゅうばこに掛けたる風呂敷ふろしきを顔一面に吹冠ふきかぶせられて立すくみたり云々うんぬん。

　英国人ホルムスは『漫画』第七巻中奔波ほんぱの図につきて論じて曰く、レンブラント、ルウベンスまたタアナアの描ける暴風の図は人をして恐怖の情を催さしむといへども暴風の齎もたらし来る湿気しっきの感を起さしむる事稀まれなり。コンスタアブルは湿気の状を描き得たれども暴風の狂猛を捉ふる事能あたわず、然るに北斎にあつては風勢ふうせいのいかに水を泡立あわたたせ樹木を傾倒しまた人馬を驚かすかを知れり。
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『北斎漫画』及この種類の絵本はいづれも薄き代赭たいしゃ藍あいまたは薄墨を補助としたる単彩の板画なり。されば北斎が彩色さいしき板画の手腕を見んと欲すれば富嶽三十六景、諸国滝巡り、名橋奇覧、詩歌写真鏡しいかしゃしんきょうの如き錦絵を採らざるべからず。これらの諸作はいづれも文政ぶんせい六年以後に板行はんこうせられしものにして、北斎が山水画家としてまた色彩家としてその技倆の最頂点を示したる傑作品たるのみに非らず、その一は司馬江漢しばこうかんが西洋遠近法の応用、その二には仏国印象派勃興ぼっこうとの関係につきて最も注意すべき興味ある制作なりとす。

　ここに暫しばらく葛飾北斎が画家としての閲歴を見るに、彼は宝暦ほうれき年間に生れその齢よわい歌麿より少わかき事僅わずかに七年なり。然れどもその画風筆力の著しき進境を示したるは歌麿の歿後ぼつご、文化中葉ちゅうようの事にして、年既に四十歳を越えてより後のちの事なり。彼が司馬江漢の油絵並に銅板画どうばんがによりて和蘭画オランダがの法式を窺ひ知りしは寛政八年頃、年三十余歳の時にして、当時の浮絵うきえ及絵本に多く名所の風景を描きたり。その後ご文化の初め数年に渉わたりては専もっぱら馬琴ばきんその他の著作家の稗史はいし小説類の挿絵を描き、これによつて錦絵摺物等の板下絵はんしたえにおいてはかつて試みざりし人物山水等を描くの便宜を得、大おおいにその技を練磨れんましたり。加ふるに文化末年名古屋に赴おもむくの途次親しく諸国の風景を目睹もくとし、ここに多年の修養自おのずから完備し来りて、文政六年年とし六十余に至り初めて富嶽三十六景図の新機軸を出いだせり。これを以て見るも北斎は全く大器晩成の人にして、年七十に及んで初めて描く事を知りたりと称せしその述懐は甚だ意味深長なりといふべし。

　富嶽三十六景中今いま試みに江戸日本橋の一図を採りてこの種類の板画全般を想像せしめんとす。日本橋の図は中央に擬宝珠ぎぼうしゅを聳そびやかしたる橋の欄干と、通行する群集の頭部のみを描きて図の下部を限り、荷船の浮べる運河を挟はさんで左右に立並ぶ倉庫の列を西洋画の遠近法に基もとづきて次第に遠く小さく、その相迫りて危く両岸りょうがんの一点に相触れんとする辺あたりに八見橋やつみばしと外濠そとぼりの石垣を見せ、茂りし樹木の間あいだより江戸城の天主台を望ませたり。富士山は天主の背後に棚曳たなびく霞かすみの上（図の左端）に高く小さく浮び出いださしむ。この図を一見して感受する所のものは遠近法に基く倉庫及び運河の幾何学的布局より来る快感なり。しかしてこの快感は北斎新案の色彩によりて更に一層の刺戟しげきを添ふ。

　北斎新案の色彩とは何ぞ。彼は日本橋橋上きょうじょうの人物倉庫船舶等の輪廓を描くに日本画の特色たる墨色ぼくしょくの線を廃し、全画面の色調を乱さざらんがため緑と藍との二色にしょくの線を以てしたり。しかしてその描線もまた彼が常用する支那画の皴法しゅんぽうに依らず、能ふ限り柔かく細き線を用ひたれば、或ある部分は色彩の濃淡中に混和して分別ぶんべつしがたきものあり。これ西洋画または南画没骨なんがぼっこつの法に倣ならひて、日本画より線を除却せんと企てたるものには非ざるか。北斎はここにおいて支那画の典型に遠ざかると同時に浮世絵在来の形式を超越し、しかしてまた自己の芸術の基礎を覆くつがへさざる範囲において甚だ適度に西洋画の新感化を応用したるものといふべし。さればこれらの山水板画は北斎の制作品中その最も傑出したるものとなすべきなり。

　北斎の山水板画はその素描と布局の甚はなはだ写生的なるに反し、その彩色は絵画的快感を専らとしたり。再び日本橋の図について見るに、全色彩の根調となるべき緑と黄とに対照して倉庫の下部に淡紅色たんこうしょくを施し屋根瓦やねがわらに濃き藍を点じたるが如き、あるひはまた浅草本願寺の屹立きつりつせる屋根を描きたる図中その瓦の色と同様なる藍と緑を以て屋根瓦を修繕する小さき人物を描きたるが如き、あるひはまた深川万年橋ふかがわまんねんばしの図において橋上の人物は橋下きょうかの船及び両岸の樹木と同様の緑色りょくしょくを以て描き出いだされたるが如き、これ皆天然の色彩を離れて専ら絵画的快感を主としたるものならずや。これら新案の設色法は思ふに肉筆の制作と異なりてなるべく手数てすうを簡略ならしめんとする彩色板刻の技術上偶然の結果に出でたるや知るべからず。然れども今これを絵画的効果の上より論ずれば決して軽々けいけいに看過かんかすべきものに非ざるなり。仏蘭西印象派の画人ら初めて北斎がこれらの板画を一見するや、その簡略明快なる色調の諧和を賞するのみならず、あたかも当時彼らが研究しつつありし外光主義の理論と対照して大おおいに得る処ありとなせしものなり。色彩を以て絵画の趣旨となす仏蘭西印象派の理論は宇宙の物象は吾人ごじん日常の眼を以て見るが如く物象その物には何ら特殊の定まりたる色彩を有するものに非ず、空気及光線の作用により時々刻々全く異りたる色を呈するものなりとなす。この理論に照てらして彼ら印象派の画家は北斎の山水板画を以てその最も成功せる例証となしたり。富士三十六景中快晴の富士と電光の富士とがその一は藍色らんしょくの光線に染められ、その一は全く異りたる赤色となれるが如き、彼らはこれを以て凡およそ物の陰影は黒く暗く見ゆるものにあらずかへつて照てらされし物体と同様の色彩のやや柔げられたるものならざるべからずとなしたるその新理論に適合するものとなしたり。これと共に北斎板画の単純明快なる色調は専ら根本的なる太陽の七色にのみ重きを置かんとする彼らの主張と全く一致するものとなしたり。

　此かくの如く浮世絵画工中北斎の最もっとも泰西人に尊重せられし所以ゆえんは後期印象派の勃興に裨益ひえきする所多かりしがためなり。クロード・モネエが四季の時節及朝夕昼夜ちょうせきちゅうやの時間を異にする光線の下に始終同一の風景及物体を描きて倦うまざりしはこれ北斎の富士百景及富士三十六景より暗示を得たるものなりといはる。ドガ及ツールーヅ・ロートレックが当時自然主義の文学の感化を受けその画題を史乗しじょうの人物神仙に求めず、女工軽業師かるわざし洗濯女せんたくおんな等専ら下賤げせんなる巴里パリー市井しせいの生活に求めんと力つとめつつあるの時、北斎漫画は彼らに対して更に一段の気勢を添へしめたり。殊にドガの踊子軽業師、ホイスラアが港湾溝渠こうきょの風景の如き凡すべて活躍動揺の姿勢を描かんとする近世洋画の新傾向は、北斎によりてその画題を暗示せられたる事僅少きんしょうならず。

　北斎は寔まことに近世東西美術の連鎖なり。当初和蘭陀オランダ山水画の感化によりて成立し得たる北斎の芸術は偶然西欧の天地に輸送せられ、ここに新興の印象派を刺戟したり。しかしてこの新しき仏蘭西の美術の漸ようやく転じて日本現代の画界を襲ふの時、北斎の本国においては最早もはや一人いちにんの北斎を顧かえりみるものなし。北斎の制作品は今大半故国の地を去りて欧米鑑賞家の手に移されたり。江戸時代において最も廉価なりし平民美術は殆ほとんど外人占有の宝物となり終れり。わが官僚武断主義の政府しばしば庶民に愛国尚武しょうぶの急務を説けり。尚武は可なり。彼らのいはゆる愛国なるものの意義に至つては余輩甚はなはだこれを知るに苦しむ。





ゴンクウルの歌麿及北斎伝




一




　ゴンクウル兄弟両家けいていりょうかの合作せる小説戯曲の仏蘭西フランス十九世紀後半の文壇に重きをなせるは汎あまねく人の知る所なり。兄エドモン・ド・ゴンクウルは弟ジュウルの歿後ぼつごその齢よわい漸ようやく六十に達せんとするの時、新あらたに日本美術の研究に従事し先まず歌麿うたまろ北斎ほくさい二家の詳伝を編纂へんさんせり。そもそもゴンクウルがこの新研究に着手したりしはその著『歌麿伝』の叙にも言へるが如く、浮世絵は即すなわち十八世紀の美術たるが故なり。彼は既にその弟ジュウルと共に仏国十八世紀の貴族名媛めいえん及および女優の史伝を編み、また同時代の仏国絵画の評論三巻を合著がっちょせり。当時十八世紀における此かくの如き特殊の風俗流行並ならびに美術の研究は専門の史家といへども、いまだ着目せざりし所なるを以もって、この事既すでに漸新ざんしんなるに加へてまたその考証研究の態度も従来の史家とは全く趣おもむきを異にしたり。ゴンクウルはその探索蒐集しゅうしゅうせる資料を鑑賞し玩味がんみしこれによりてひたすら芸術的感覚の美に触れん事を求めたり。然さればその十八世紀に対する考証研究の態度は毫ごうも詩歌小説創作の心境と異る所なく熱烈にしてまた繊細なる感情に満ちたり。佳麗なる仏国の十八世紀はゴンクウルの芸術的感覚を衝動して止やまざりしなり。偶然江戸時代の応用美術品を手にするやこの仏国十八世紀の追慕者は忽たちまち日本十八世紀の称賛者となれり。

　十八世紀日本美術の研究に関するゴンクウルの計画は頗すこぶる浩瀚こうかんなるものなり。彼は先まづ画家五人を挙あげ、次に蒔絵まきえ、鋳金ちゅうきん、彫刻、象牙細工ぞうげざいく、銅器、刺繍ししゅう、陶器各種の制作者中各おのおの一人いちにんを選び、その代表的制作品を研究し、応用美術が完全に自由美術の品位と境域にまで到達せる処は世界に唯ただ日本あるのみなりとの論断を下さんと欲したり。然れども不幸にしてその志を果さず僅わずかに歌麿北斎二家の詳伝を著したるのみにして千八百九十六年病みて巴里パリーの寓居ぐうきょに歿したりき。

　歌麿伝は千八百九十一年（明治二十四年）に出いづ。当時英仏の好事家こうずか中浮世絵を愛玩するもの漸ようやく多く、これに関する著述の出版また尠すくなからざりき。然れども特に一画家を選み来つて全巻これが研究に費せしものなし。ゴンクウルの歌麿伝は正にその鼻祖びそなり（欧米における浮世絵研究の一章を参照せよ）。該書は十八世紀日本美術なる総称の下に『青楼せいろうの画家歌麿』と題せられ全巻を二篇に分わかてり。第一篇は専もっぱら『浮世絵類考うきよえるいこう』に基もとづきて歌麿が生涯を記述し、漸次制作の錦絵にしきえにつきて解説に批評を交まじへまたこれに必要なる日本一般の風俗伝説につきて懇切に記述する所あり。第二篇は歌麿の制作を分類して肉筆及黄表紙きびょうし絵本類の板下はんした並ならびに錦絵摺物すりもの秘戯画等となし、各品かくひんにつき精細にその画様と色彩とを説明せり。

　今これを通読するに画家の伝記は従来の『浮世絵類考』に拠よりたるがためその誤謬ごびゅうをも合せ伝へたる点尠すくなからず。また評論中にはひたすら重きを歌麿に置かんと欲せしが故か動ややもすればその以前の画工鳥居清長とりいきよなが鈴木春信すずきはるのぶらを軽かろんぜんとする傾かたむきあり。今日こんにち浮世絵の研究は米国人フェノロサその他新進の鑑賞家出でて細大漏もらす処なく完了せられたるの後のち溯さかのぼつてゴンクウルの所論を窺うかがへば往々おうおう全豹ぜんぴょうを見ずして一斑いっぱんに拘泥こうでいしたるの譏そしりを免れざるべし。然れどもゴンクウルは衆に先さきんじて浮世絵に着目したる最初の一人いちにんたり。その著歌麿伝の価値は此かくの如き白璧はくへきの微瑕びかによりて上下じょうげするものに非あらず。歌麿一家の制作に対するその詩人的感情の繊細と文辞の絶妙なるに至つては永く浮世絵研究書中の白眉はくびたるべし。殊ことに歌麿板画のいひ現あらわしがたき色調をいひ現すに此かくの如き幽婉ゆうえんの文辞を以てしたるもの実に文豪ゴンクウルを措おいて他に求むべくもあらず。

　今二、三の例を挙げんか。吉原仁和賀よしわらにわか朝鮮行列七枚続しちまいつづきの錦絵につきて唐人とうじんの衣裳いしょうつけたる芸者の衣裳の調和せる色彩に対してゴンクウルの言ふ所次の如し。

「藍あい緑みどり紫むらさき及び黄色きいろを以てなされたるこの図の色調は全体に緑がかりたる支那陶器の模様を見るの思ひあらしむ。かかる色彩は歌麿のみならずその以前より日本画家の肉筆においてもまた重大なる要素たりき。」

　青楼十二時せいろうじゅうにときの図につきては宛さながら人の心を毟むしるが如き色調の軟やわらかさを述べていふ、

「この淡紅色たんこうしょくの薄さはあたかも綾羅りょうらを透すかして見たる色の如く全く言葉もていひ現し能あたはざるほどあるかなきかの薄さを示したり。紫は鳩はとの胸毛の如くに美しくも色いろ褪さめたるもの、また緑は流るる水の緑なるが如く、藍は藍染ぞめの布の裏地を見る心地ここちにも譬たとへんか。その朦朧もうろうとしたる薄墨の色に至りてはむしろ或ある鮮明なる色の遠き遠き反映を以て染めしが如く定めがたき色なり。」

　また曰いわく、「これら衣裳の色彩によつて見るに日本の婦人は欧洲人が鮮明単一なる色を欲するとは全く異りて遥はるかに芸術的なる天然物そのままの色彩を好むものといふべし。日本の児女がその身に纏まとはんとする絹布けんぷの白さは魚類の腹の白さ（即すなわち銀白色）なり。また淡紅色たんこうしょくは紅味あかみを帯びたる雪の色（即ち蒼白あおじろき淡紅色）なり。藍は藍がかりし雪の色（即ち明快なる藍）及および空の黒さ（即ち濁りし藍）及び桃花とうかを照す月色げっしょく（即ち紅味を帯びたる藍）なり。黄色こうしょくは蜂蜜はちみつの色（即ち明あかるき黄色きいろ）の如し。赤色せきしょくは棗なつめの実の赤色にして烟けぶれる焔ほのおの色（黒き赤）と銀色ぎんしょくの灰色（灰の赤）とに分たれ、緑には飲料茶の緑、蟹甲かいこうの緑、また玉葱たまねぎの心しんの緑（黄味きいろみある緑色）、蓮はすの芽の緑（明あかるき黄味きいろみある緑）等あり。これらの眼に見て美しき混和されたる色彩、愛すべき濃淡を有する色彩は欧洲人の見て以ていはゆる不調和 Fausse なる色彩と称するものなり。」


　此かくの如く歌麿の錦絵に現れたる光沢なき弱き色調はゴンクウルの賞讃措おく能はざる所にして彼は篇中到いたる処ところ語を変へ辞を重ねてその説明に倦うまざりき。その中うち左の一節の如きは最も簡単にまた最も巧たくみに歌麿板物はんものの色彩を形容し得たるものといふべし。

「いまだかつてわれはいかなる国にも斯かくまで心地よく消行きえゆく如き調和せる彩色摺さいしきずりを見たる事なし。この色彩は画面を洗ひし水桶みずおけの底に沈澱ちんでんしたる絵具を以て塗りたる色の如くむしろ色と呼ばんよりは色なる感念かんねんを誘起せしむる色づきし雲の影とやいはん。」


　色彩の妙みょうと相俟あいまつてゴンクウルは歌麿が立花りっか音曲おんぎょく裁縫化粧行水ぎょうずい等日本の婦女が家居かきょ日常の姿態を描きてこれに一種いふべからざる優美の情とまた躍然たる気魄きはくを添へ得たる事を絶賞したり。こは決して過賞に非ず。天明てんめい寛政かんせいの浮世絵師にして婦女の写生を得意となしたる清長栄之えいし歌麿三家の中うち歌麿はその最もっとも繊巧緻密ちみつなるものたり。ゴンクウルがこの種の一枚絵につきて総評する所左の如し。

「歌麿は三枚続つづき五枚続また七枚続の如き大だいなる板画を制作したる後、一枚絵にてその数六枚七枚十枚十二枚、時には二十余種にて一組の画帖がじょうとなるべきものを夥おびただしく描きたり。その板刻の年代は前述せし大だいなる続物つづきものと同時のものなきにあらざれど多くはその以後なりとす。今この種の一枚絵を見るに続物の大作におけるよりもかへつて能よく日本の婦女がその日その日をいかにしてその家いえその庭の中うちに送れるかを窺ひ得るなり。或者は紅べにを唇くちびるに塗り或者は剃刀かみそりにて顔を剃そりつつあり。遊女は頤おとがいの下に読みさしの書物を挟はさみつつその帯を前にて結び町家ちょうかの女は反対に両手を後うしろに廻まわして帯を引締めんとせり。反物たんものの片端かたはしを口に啣くわへて畳み居るものもあれば花瓶かへいに菖蒲しょうぶをいけ小鳥に水を浴びするあり。彫刻したる銀煙管ぎんぎせるにて煙草たばこ呑むものあり。あるひは琴を弾じ画えを描きまたは桜の枝に結び付くべき短冊たんざくに歌書けるものあり。あるひは矢を指にして楊弓ようきゅうを弄もてあそびあるひはお亀かめの面めんかぶりて戯るるものあり。斯かくの如き日本の婦女日常の動作を描かんとするや筆力を主とする簡勁かんけいなる手法にのみ拠るべきものならず、極力きょくりょく実地の写生に基き各種の動作に伴ふ見馴みなれたる手付てつき姿勢態度を研究せざるべからず。これによりて初めて日本なる人種の特色とまたその時代の各階級の特色となるべき固有の手振てぶり態度を描き得るなり。これを例するに日本の女の物思ふ時片手の上に首うなじを支ささへ物聴きかんとする時跪ひざまづきたる腿ももの上に両手を置きやや斜ななめに首を傾けて物いふさまその消行きえゆくが如き面影おもかげのいかに風情ふぜい深きや。あるひはまた平ひらたく畳の上につくばひて余念もなく咲く花を仰ぎ見たる、あるひは膝ひざを崩くずして身を後うしろざまに覆くつがえさんばかりその背を軽く欄干に寄掛よせかけたる、あるひは両肱りょうひじを膝の上につき書物の上にその顔を近寄せ物読み耽ふけりたる、あるひは片手に小さき鏡をかかげ他たの手を後に廻して髱たぼの毛を掻かき上げたる、あるひはこの国特有の美しき手道具漆器の類たぐいを細く美しき指先に持添へたる、あるひは形かたち可笑おかしき手付に盃さかずきを取上げたる、凡すべて懶気ものうげなる姿の美しさ、また畳の上に身をつくばはせたる艶なまめかしさ。吾人ごじんはこれら歌麿の一枚摺によりて始はじめて日本の婦女の最も窺うかがいがたき日常の姿を窺得うかがいうるなり。

　さまざまなるこれらの姿と形とまたそれぞれに愛すべき一幅の画面をなしたり。看みよ。日本の女が障子のかげにうつうつと物思ひに暮れたる姿のいかに美しきや。あるひは若き娘の戸口に坐すわりて両手を後うしろに身を支へ片足を物の上に載せ下駄げたの脱落ぬけおちたる片足をぶら下げたる、あるひは美しき芸者の供ともするものに箱を持たせて雪もよひのいとど暗き夜よを恐るるが如くに歩み行く姿のいかに艶えんなるや。あるひは若き女二人互に身を畳の上に投げ出し両肱りょうひじをつき手先を組合せて指相撲ゆびずもうをなせる、あるひはまた二人ふたりの小娘連れ立ちてその一人ひとりは他の肩に片手をかけ、掌てのひらを合せて参詣さんけいの祈願を凝らしたるなぞ一々には説尽ときつくしがたし。

　今これら歌麿が美女の長く身にまとひたる衣服の着様きざまを見るに腰と腿のあたりにて宛さながら延板のべいたを当あてたる如くに狭く堅く引締められ下の方に行くに従ひて次第に寛ゆるく足元に至りて水の如くに流れ渦巻うずまきたり。ゼッフロア氏はこれを譬へて刀剣の反返そりかえりたる趣きありとなしたるは寔まことに言ひ得て妙なりといふべし。」


　ゴンクウルはなほ章を新あらたにして「子宝合こだからあわせ」の如き錦絵によりて日本の婦女の小児しょうにを背負ひあるひは抱きあるひは乳を呑ませあるひは小便さするさまに至るまで精細にまた物珍し気にこれを記述したり。




二




　日本画の線と色とは如何いかなる程度まで婦女の裸形らけいを描き得るや。歌麿の錦絵鮑取あわびとりの図三枚続はこの問題を考究するに必要欠くべからざる参考品なるべし。歌麿以前既に石川豊信いしかわとよのぶ鳥居清満とりいきよみつ鈴木春信磯田湖龍斎いそだこりゅうさいの諸家いづれも入浴若もしくは海女あまの図によりて婦女の裸体を描きたり。然れども皆写生に遠し。鳥居清長に及びて浮世絵の画風は一変して近代的写生的となるを得たり。歌麿は清長の画風を承継して更に一層の繊巧を加へたるもの。ゴンクウルの言を借り来れば線と形式とを更に整頓せいとんせしめたるものなり。清長歌麿二家において浮世絵は発達の頂上に達したり。然されば歌麿の裸体画は日本画中最も写生に近き標本となすに足るべし。これをゴンクウルの所論について見るに、

「この鮑取三枚続は婦人の裸体をば最も明晰めいせきなる手法によりて描出えがきいだしたるもの也なり。吾人はこれに因よつて独ひとり歌麿のみならず一般の日本画家が裸形に対する了解の如何いかんとまた描写の方法の如何を窺ひ得べし。歌麿の裸体画には解剖の根柢完全に具備せられたれどその一抹いちまつ一団いちだんの中うちに節略せられたる裸形は書体風カリグラフィックの線によりて凡すべて局部の細写さいしゃを除きたるがため、そののつぺりとしたる細長き体躯たいく何となく吾人が西洋画に用ゆる写生用の人体模形マンカンを見るの思おもいあらしめたり。この丈たけ高く細長き女の真白まっしろき裸体は身にまとへる赤き布片ふへんと黒く濃き毛髪とまた蒼然そうぜんたる緑色の背景と相俟あいまつて真しんに驚愕きょうがくすべき魔力を有する整然たる完成品たり。」


　歌麿の描ける女の常に甚はなはだしく長身なるは浮世絵を通覧するものの直ただちに心付く処なるべし。歌麿以前にありては春信湖龍斎春章しゅんしょうらいづれも扁平へんぺいにして丸顔の女を描きたり。然るに歌麿はまづ橢円形だえんけいの顔を作り出いだしてその形式的なる面貌めんぼうの中うちにも往々生々いきいきしたる精神を挿入そうにゅうし得たるは従来の浮世絵画中かつて見ざる所なり。無論歌麿の女の面貌といへども日本画家の通有なる一定の形式を脱せず。その唇は二枚の小さき花弁かべんの如く、その鼻は美しき貴公子きこうしの鼻と異なる所なく必ず細き曲線に限られ、またその眼は二つの穴の真中に黒点を添へたるに過ぎず。されど此かくの如く死したる典型の中うち歌麿はその技術の最も円熟したる時代にありては全く不可思議なる技能を以て能よく個人の面貌の異なる特徴を描出えがきいだし見るものをしてしばしばかの動うごかすべからざる典型の如何いかんを忘却せしむる事あり。ゴンクウルは此かくの如き賛辞に附記して歌麿の女の丈たけ高きはこの画家が日本の女を事実よりも立派に美麗になさんと欲したるがためなり。専ら遊女を描くに努めたる彼は弁才天女べんざいてんにょの如く婦女を理想化せんと欲したるなり。されどその姿勢態度動作に関してはあくまで自然たらん事を努めたりといへり。

　米国人フェノロサの所論は聊いささかゴンクウルと異なる所あればここにその大略を記述す。歌麿美人の身体及び面貌の甚だしく細長となりしは寛政の中頃なかごろより後のちの事なり。こは甚だしく髷まげの大形おおがたなるを好みしこの時代一般の風俗に基因したるものにして決して画家一個人の企てに因りたるものとはいひがたし。されば寛政末年より享和きょうわの始めに至る時代風俗の変遷と共に歌麿美人の身長もまた極端に馳はせ遂ついにその特徴たる廃頽はいたい的情味を形造かたちづくるに至りしが享和の末よりはややその身長の度を減ずるに従ひ、文化時代の繊巧は往々にして以前の優美温雅の趣きを失はしむるに至りぬ云々うんぬん。


　歌麿は婦女の姿態を描くの外ほかまた花鳥をよくす。絵本『百千鳥ももちどり』『虫撰むしえらみ』また『汐干しおひの土産つと』等における動植物の写生はその筆致の綿密なること写真機もなほ及ばざるほどなり。また山水画は『銀世界』及び『狂月望きょうげつぼう』等の絵本において石燕風せきえんふうの雄勁ゆうけいなる筆法を示したり。摺物すりもの扇おうぎ地紙じがみ団扇絵うちわえ等に描ける花鳥什器じゅうきの図はその意匠殊ことに称美すべきものあり。ゴンクウルはこれらをも細大漏らす事なく精細に記述し批評したる後のち巻末に歌麿が秘戯画の説明を加へたり。ゴンクウルは歌麿の死を以て単に文化二年の事件に坐して三日間入牢じゅろうしたるが故のみとなさずむしろ多年婦人美の追究にその健康を破壊したるがためならんと思惟しいしその秘戯画については殊に著者独特の筆を振ふるつて叙述の労を取りたり。鑑賞の眼識に富みたる仏国の文豪が江戸美術固有の秘戯画に対して如何なる観察をなしたるかはいふまでもなく甚だ興味ある事なり。然れども遺憾ながらここにこれを訳述する事能あたはざるを以て、唯ゴンクウルが何らの道徳的判断を下さず純然たる芸術的興味に基もとづき自由に完全にこれを観察しなほかかる場合には往々浮世絵師の喜んでなす突飛とっぴなる滑稽こっけい頓智とんちの妙みょうを能く了解したる事、並ならびに絵本『歌枕うたまくら』と題せし秘戯画中には歌麿が自身の肖像と覚しきものを描きたる事を記すに留とどむ。

　ゴンクウルはそが愛好する歌麿の伝を著したる後のち四年を経て（千八百九十五年十二月即明治二十八年）更に葛飾北斎の詳伝を公おおやけにしたり。これ著者の死に先さきだつこと僅わずかに一年なり。十八世紀日本美術に関する第二の著述は画家の生涯及びその制作に対する考証の精密なること前著『歌麿』に優まさる所あり。北斎逝ゆきてよりその時まで僅に半世紀を経たるに過ぎざりしが、その正確なる伝記の漸ようやく不明ならんとするに当つてゴンクウルが研究考証は泰西の美術界に貢献する所僅少きんしょうならざりしといふ。彼はその序にいへる如く北斎の本国においてはあたかもその頃（明治二十五年）飯島半十郎いいじまはんじゅうろう著『葛飾北斎伝』二巻の出版せられたるを知りこれをも参照したりしがなほ足れりとせず、当時巴里パリーにありし日本の骨董商こっとうしょう林忠正はやしただまさなる者の助けを借りその蒐集せし資料に基きて彼自みずからの Hokousaiホクサイ を著したり。

（林忠正の蒐集せし北斎伝の資料は巴里の好事家こうずかにして浮世絵蒐集家たるビングの依頼によりて為なされたるものなりしを、林はいかなる故にやこれをビングに渡さずしてゴンクウルに売却したりとて、一時いちじ巴里の好事家中に物議ぶつぎを生じたる事ありしといふ。）


　ゴンクウルはその北斎伝中頻しきりに林忠正の名を掲げかつその蒐集せる資料の甚だ貴重にして従来刊行されたる日本の書籍にも見るべからざるもの多き事を説けり。然さればゴンクウルの北斎伝は林忠正との合著がっちょと見るも可ならんか。今ゴンクウルの著書中に散見せる林氏の所説を見るに浮世絵並ならびに江戸文学一般に関する解説考証いづれも正確にして自おのずから一家の趣味鑑識を備へたり。これに由よつて見れば林氏は尋常一様の輸出商人にあらざることを知るべし。千九百二年巴里において林忠正はそが所蔵の浮世絵並に古美術品を競売に附するに際し浩瀚こうかんなる写真版目録を出版せり。この書しょ今に到いたるもなほ斯道しどう研究者必須ひっすの参考書たり。林氏は維新後日本国内に遺棄せられし江戸の美術を拾ひ取りてこれを欧洲人に紹介し以て欧洲近世美術の上に多大の影響を及ぼさしめたる主動者たりといふべきなり。

　林忠正の経歴は『大日本人名辞書』に掲げられたり。その略に曰いわく、

　林忠正は越中高岡えっちゅうたかおかの人にて父を長崎言定ながさきことさだといふ。旧富山藩の士林太仲はやしたちゅうに養はれ幼き時より義父に就つきて仏蘭西フランス語を学びぬ。維新の際福井藩の貢進生こうしんせいとなり大学南校に入りそのいまだ業を卒おへざるに先立ちて偶たまたま起立工商きりつこうしょう会社の巴里パリー博覧会に陳列所を設もうくるの挙あるを聞き、陳列所の通弁を兼かねて売子となり仏国に渡航したり。博覧会閉会の後のち巴里に留とどまり修学せんと欲したれど学資に乏しかりしかば志を変じ商估しょうことなり、その宿泊せる下宿屋の一室に小美術舗しょうびじゅつほを開きぬ。時に明治十七年の正月元旦なり。忠正は日々にちにち巴里市内を行商せしが業務忽たちまち繁栄し幾いくばくもなくして一商店を経営するに至りぬ。明治三十三年万国博覧会の巴里に開設せられし時、駐仏公使曾根荒助そねあらすけに推挙せられ博覧会事務長官に任ぜられ日本出品事務所所長となり斡旋あっせんの功によりて正五位勲四等に叙せられたり。明治三十六年巴里の林商店を引払ひて東京に帰り、明治三十九年四月十日病んで歿せり。


　ゴンクウルは林忠正の蒐集したる資料に基き北斎伝を著したる翌年、死するに臨み遺書を認したためてその所蔵の浮世絵その他の美術品を尽ことごとく競売に附せしめたり。彼はその生涯の慰安たりし絵画人形絵本その他の美術品が博物館と呼ばれし冷ひややかなる墳墓に輸送せられ、無頓着むとんちゃくなる観覧人の無神経なる閲覧に供せられんよりは、むしろ競売者の打叩うちたたく合図あいずの槌つちの響と共に四散せん事を望みしなり。これ骨董蒐集の楽事らくじを同趣味の後継者に譲与するものなればなり。此かくの如く骨董鑑賞家がその秘蔵品を競売に附するの方法は一時巴里好事家の間に流行し、ヂヨオ、バルブットオ諸家の蒐集品もまた同じく散逸したりき。ここに一言いちげんすべきはゴンクウルが遺品競売の全金額はその遺書に基き親族の反対ありしにもかかはらずやがてゴンクウルアカデミイ（私立文芸院）設立の基本財産となりぬ。ゴンクウル文芸院は千九百三年仏国政府より公然学芸の団体たる認可を得たり。当初の会員十人の中七人はゴンクウルが生前中に定めたるものにして、いづれも自然派若もしくは印象派の小説家を以て組織せられたり。会員は年俸六千法フラン貨を支給せられ年々新進作家の著作を審査し傑作と認めたるものに対して賞金五千法フランを贈るといふ。





欧米人の浮世絵研究




千九百十年再版 W. von Seidlitz の著 A History of Japanese Colour-Prints（『日本彩色板画史』）総論中、欧米人の浮世絵に関する研究の沿革を記して頗すこぶる精細なるものあり。因つてその大要を訳述する事左の如し。





　そもそも日本の浮世絵が始はじめて欧洲の社会一般の注意する処となりしは千八百六十二年（文久ぶんきゅう二年）万国博覧会の英京倫敦ロンドンに開かれたる時なり。浮世絵はその年英国より Havreアーブル港を経て仏蘭西フランスに転送せらるるや当時巴里パリーにありし画家 Stevensスチヴンス, Whistlerホイスラア, Diazヂア, Fortunyフォルチュニイ, Legrosルグロ ら直ちにこれに着目しぬ。Manetマネエ, Tissotチッソオ, Fantinファンタン Latourラツール, Degasドガ, Carolusカロルユス Duranデュラン, Monetモネエ の諸画家また続いて浮世絵を集めき。就中なかんずく巴里の銅板画家どうばんがか Bracquemondブラックモン, Jacquemartジャックマアル 及びセエヴル陶器組合の工芸家はこの新しき美術界の発見に対して最も熱中せり。あたかも好よしこの時 Cernuschiチェルヌスキ, Duretヂュレエ, Guimetギメエ, 〔Re'gameyレガミー〕 の如き旅行家の日本より帰来して盛さかんに日本の風土と美術を称美するあり。文学者には Goncourtゴンクウル, Champ fleuryシャンフルウリイ, Burtyビュルテイ, Zolaゾラ あり。出版商には Charpentierシャルパンチエー 工芸家には Barbedienneバルブヂエーン, Christofleクリストフル, Falizeファリーズ なぞいへる人々皆日本美術の賛美者となりぬ。ルウヴル美術館の絵画保管役たりし Villotヴィヨオ の如きは衆に先んじて浮世絵蒐集しゅうしゅうの計画をなしぬ。此かくの如く浮世絵研究の気運漸ようやく熟せし時千八百六十七年（慶応けいおう三年）万国博覧会の巴里に開始せらるるに及び日本美術の勝利は確定せられり。巴里における日本美術愛好家の一団は 〔Socie'te'ソシエテ、 duデュ、 Jinglarジャングラル〕 の会名の下もとに毎月まいげつ一回郊外のセエヴルに晩餐ばんさんの集会をなすに至りぬ。

　翌千八百六十八年幕府瓦解がかいして江戸は東京となり日本美術は日本の国土と並びて欧洲人の眼前に展開せられき。しかして墺国維納おうこくウインナに開かれし千八百七十三年（明治六年）の万国博覧会及および七十八年（明治十一年）の巴里万国博覧会は共に欧洲人に対して日本美術に関する知識を得さしめぬ。（巴里博覧会において若井某は日本美術の紹介について最も勉つとむる処ありき。）

　千八百七十年代の半頃なかばごろに至り日本政府もまた一個の博物館を東京に設立し自国の古美術品を蒐集し始めぬ。山高やまたか氏始めてその館長となりしが千八百八十年代の半頃奈良に第二の博物館設立せらるるに当り、山高氏はこれが管理となり、九鬼子爵くきししゃく代つて東京博物館長となりぬ。京都の博物館は千八百九十五年（明治二十八年）に設けられしものにして山高氏またその長たり。

　今日こんにち欧洲諸国において日本美術の重要なる陳列蒐集をなせるものを挙あぐれば次の如し。

　和蘭オランダ Leydenライデン の美術館に納めらるる日本美術品は独逸ドイツ人 Sieboldジイボルト の蒐集したるものなり。ジイボルトは蘭領印度インド軍隊の医官にして千八百二十三年（文政ぶんせい六年）より三十年（天保てんぽう元年）まで日本に滞在し絵画掛物かけもの凡およそ八百種を携へ帰りしといふ。

　千八百六十二年（文久二年）倫敦大博覧会に際し Sir Rutherford Alcock その蒐集せる木板画の陳列をなしぬ。John Leighton 翌年五月一日 Royal Institution においてアルコック蒐集品の説明を試む。然しかれどもこは専もっぱら十九世紀（文化ぶんか以降）の木板画に関するものなりしが如し。

　千八百八十二年（明治十五年）独逸ブレスロオの Gierkeジルケ 教授伯林ベルリンの Kunstgewerbemuseum（工芸美術館）においてその所蔵せる日本画二百点を陳列しき。伯林 Print-Room にはその以前より既に多少の日本板画を蒐集するものありしがジルケ教授の所蔵品陳列せらるるに当り、普国ふこく政府はこれを購あがなひて Print-Room に移しぬ。ジルケ教授は日本絵画史の編纂へんさんに従事せしかどその業成らざるに先立ちて千八百八十年代に歿ぼっしき。

　英国の美術館 British Museum は千八百八十二年（明治十五年）英貨三千磅ポンド（凡そ我が三万円）を投じてその当時東京帝国医科大学の雇やとい教師たりし Dr. William Anderson をして日本及支那の絵画凡そ二千余種を購はしめたり。

　巴里においては一個人にして日本画の蒐集をなすもの甚はなはだ多く Gonseゴンス, Bingビング, Veverヴェヴェール, Gillotジョオ, Manzyモンヂイ, Rouartルアール, Galimartガリマル の諸氏に次いで Koechlinコクラン, 伯爵 Camondoカモンド らはその最も著名なるものとす。これら日本美術の愛好家は、各自の蒐集品を一括して千八百八十三年（明治十六年）既に一大展覧会を催しつづいて九十年（明治二十三年）には浮世絵板物はんもののみの特別展覧会を開きぬ。Salle Durand Ruel において九十三年（明治二十六年）広重ひろしげの山水画のみを限りてこれを陳列したる事ありき。

　巴里ルーヴル美術館の東洋部には蒐集品多からずといへどもなほ浮世絵板物を閑却せず、Guimetギメエ 博物館及び Bibliothèque Nationale（巴里図書館）にもまた日本の絵本類あり。（巴里図書館の日本絵本類は Duretヂュレエ の担当して蒐集せしものなり。）Société des Japonisants（日本狂愛会）は会員五十人より成りて今なほ毎月一回開会せられつつあり。また Musée des Arts Décoratifs（装飾美術陳列館）に催さるる個人所蔵の浮世絵展覧会は千九百〇九年（明治四十二年）より始まりぬ。

　英国にありては千八百八十八年（明治二十一年）Burlington Fine Arts Club（バアリングトン美術倶楽部）において浮世絵板物展覧会の挙ありしより同好者の団体組織せられぬ。英国の蒐集家中にては Edgarエッガア Wilsonウィルソン の所蔵品最も優すぐれたりといふ。然れどもその数すうにおいて世界に冠たるは米国 Bostonボストン 市の Museum of Fine Arts（美術館）にして屏風びょうぶ衝立ついたて類四百種、肉筆画四千種、板画類一万種に達すといふ。こは同美術館のために専ら教授 Ernestアーネスト Franciscoフランシスコ Fenollosaフェノロサ の蒐集せし処にして教授は日本帝国博物館に招聘しょうへいせられて十二年間日本に滞在したる事あり。その生涯を日本美術の研究及びその分類の事業に費したる人にしてその個人としての所蔵品中には頗すこぶる貴重なるもの多かりしといふ。

　米国人にて日本美術蒐集家として有名なるは市俄古シカゴの Charles J. Morse, Fred. W. Gookin 及び紐育ニューヨークの George W. Vanderbilt らにして Francis Lathrop（紐育人）の如きは鳥居清長とりいきよながの画えのみにても百七十種を集めしといへり。Dr. Bigelow はボストンにおいて北斎の展覧会を催し夥おびただしくその制作品を陳列したる事ありき。

　独逸にては伯林に Koepping, Liebermann あり Munich に Stadler あり。Frankfurt に Frau Straus-Negbaur あり、その他 Greifswald の Jaekel, Leipzig の Moslé, Düsseldorf の Oeder, Freiburg (Breisgau) の Grosse らの諸氏皆みな浮世絵所蔵家としてその名を知られたる者なり。伯林 Print-Room 所蔵品のことは既にいひたり。同市の Kunstgewerbemuseum（工芸美術館）は日本浮世絵の宝庫たらんことを期し絶えずその蒐集に勉つとめつつあり。Hamburgハンブルグ の Museum für Kunst und Gewerbe（美術及工芸美術館）にも多数の板画あり、Dresdenドレスデン の Print-Room また新あらたに浮世絵蒐集の事業に着手しぬ。

　此かくの如く浮世絵木板画に対する一般の趣味と知識の増進するに従ひこれに関する著述の世に出いづるもの漸ようやく多し。千八百七十九年出版アンダアソンの著『日本美術史』A History of Japanese Art (Transaction of the Asiatic Society. Vol. VII.) は、浮世絵板画をも含み日本絵画一般の歴史に関する正確なる著述にしてこの種の出版物中最初のものたり。アンダアソンは次いで千八百六十六年 The Pictorial Arts of Japan（『日本画論』）と題する美装の書（Edition du Luxe）二巻を著しまた同年英国美術館の購求せし支那及び日本画の目録を編纂へんさんして精細に説明する処あり、しかして千八百九十五年 Portfolio 五月号に出いだせし Japanese Wood-Engraving（日本の木板画）においては浮世絵史の大要を簡易に記述しぬ。アンダアソンに次いで、ブレスロオの教授ジルケは千八百八十二年伯林工芸美術館においてその所蔵品を陳列するに当りこれが目録を編纂しぬ。ジルケ教授のこの著述は簡短かんたんなれども日本美術に対する著者独創の意見の頗すこぶる見るべきものあり。翌八十三年には仏蘭西人 Gonseゴンス の尨大ぼうだいなる著書 L'Art Japonais（『日本美術』二巻）出でぬ。第一巻は日本画及浮世絵に関するものにして、専ら西洋美術家の見地よりして日本の絵画を批評了解せんとしたる著者の計画は最も斬新にしてまた不成功にてはあらざりき。ゴンスのこの著述出づるや米人フェノロサは Review of the Chapter on Painting in Gonse's L'Art Japonais（最初横浜において出版せられし後千八百八十五年ボストンにて再刊せらる）と題してゴンスが日本美術上における北斎の地位を余りに重視したる事を非難しこれが正当なる判断を下したれども、また彼はゴンスが西人せいじんに対して了解しやすからざる光琳こうりんの芸術を明瞭めいりょうに説明して誤りなからしめし事を賞賛して止やまざりき。フェノロサはゴンスに対するこの論文において遠く日本画発達の淵源えんげんに溯さかのぼりてよくこれを批判したり。これに因つて世人せじんは汎ひろくフェノロサが日本美術について最も広大深刻なる見解を有する人なるを知りぬ。千八百八十五年丁抹国デンマークこくの美術家 Madsen なる人 Japansk Malerkunst（『日本絵画論』）と題する小冊子を著しぬ。文辞佳麗論鋒ろんぽう鋭利にしてしかも芸術的感情に富みたる完全なる好著なりしが、惜しむべし丁抹語にて書かれたるがため広く世の迎ふる所とならざりき。されどもしその翻訳を試みるものあらんか今日こんにちといへどもなほ日本画の精神を探たずぬるに絶好の便宜となるや疑ひなし。

　欧米における日本美術の研究はかくして千八百八十九年更に新進の著述家を出すに至りて大おおいに研究検索の範囲を拡張せしめたり。ハンブルグの人 Brinckmann が日本の諸美術及工芸に関する著述の第一編即すなわちこれなり。著者は肉筆画と板画とを合せてここに渾然こんぜんたる大美術史を編纂したれどもその所論は殊更ことさら北斎を過賞したればフェノロサの研究によるよりもかへつてゴンスに拠りたるものと言はざるべからず。巴里の Bingビング は美麗なる月刊雑誌 Japon Artistique（『日本の美術』）を編輯へんしゅうしよく原画の趣を伝へたる精巧なる挿画とまた英仏独三国語の解説とによりて極力日本趣味の普及に勉つとめたり。千八百九十年以来東京においては『国華こっか』の発行あり。その掲ぐる古画の複製はビングより更に一層美なるものあれども僅わずかに一部の人の眼に触るるのみ。千八百九十年 École des Beaux-Arts（巴里美術学校）に開かれたる諸家蒐集品陳列会絵入目録の出版（ビングの解説あり）並に翌九十一年 Burty 所蔵品絵入目録の（Leroux 解説あり）の出版とは共に巴里の好事家こうずかのために浮世絵板画研究の道を示して余蘊ようんなからしめたり。この時までは巴里の好事家中よく浮世絵を知るものは甚はなはだ少数に過ぎざりしなり。この年（明治二十四年）Goncourtゴンクウル の歌麿伝出でぬ。欧洲において日本の画家一人を主題としたる出版物はけだしこれを以て嚆矢こうしとなす。次いで千八百九十六年北斎伝出でしがその編纂の資料はもとビングの需もとめによりて一日本人の蒐集せしものなりしを、この日本人はビングを欺きその資料をゴンクウルに二重転売したりしといふの故を以て一時大おおいに物議を醸かもしたり。ビングが北斎伝出版の計画は此かくの如くゴンクウルの先鞭せんべんを着つくる所となりしがため中止するのやむなきに至れりといふ。広く独逸の社会に購読せらるる Mutherムッテル の著書 Geschichte der Malerei im XIX. Jahrhundert（『十九世紀画人史』）はまた日本浮世絵の紹介を試みたれどもその挿絵の狭小にして解説の余りに簡略なる僅に浮世絵の何たるかを窺うかがはしむるに過ぎず。これに比すれば英人 Andersonアンダアソン が Portfolio (1895) に掲載したる Japanese Wood-Engraving（日本の木板画）は同じく通俗平易の紹介なれども参考の資料とするに足るべき挿絵あるが故に遥はるかに優まされるものといふべし。

　かくて浮世絵に関する著述は千八百九十六年の始はじめに及び遂ついにその研究の最も斬新にしてまた恐らくはその終極たるべき完全無欠の良著を得たり。これ即ちフェノロサが同年紐育ニューヨークに開かれたる浮世絵名家展覧会のために編輯したる目録（Catalogue of the Masters of Ukiyoye）なりとす。著者の博識はよく豊富なる材料を精選し各方面に渡れる専門的研究をして細微を極めしめたり。しかしてその文章を見るにまた頗る遒勁しゅうけいなるをや。フェノロサは浮世絵板物はんもの中最も上乗じょうじょうなるもの凡およそ四百種を採れるの傍かたわら板物の研究に必要なる板画家の肉筆制作凡そ五十種を合せてその制作の年代に基もとづき順次にこれを配列し個々につきて精細なる説明を施すと共に浮世絵一般の歴史についてもまた合せ論ずる処ありき。斯かくの如き研究の法はいまだかつて何人なんぴとも企て得ざりし処にしてこれによりて吾人は始めて一目瞭然として各画家の制作年限とまたその画風の変化を知ると共にこれを一括して明和めいわ二年（一七六五年）より嘉永かえい三年（一八五〇年）に至る浮世絵全盛の各時代を通覧し得たり。この書出でてより斯界しかいの研究は最早もはやその第二次とすべき一局面の細密なる蒐集以外主要の点に付ついては全く為なすべき余地なきに至りしといふも過賞にあらず。フェノロサの研究は浮世絵の各流派を挙げて漏らす処なく堅実にして綿密を極めたり。さればもし此かくの如き研究の方法を移して欧洲美術史の上に施すものありとせんか、敢あえてその全史に渉わたらざるもよし限られし一時代につきてもよく堅実なる研究の基礎となるべきや疑ひなし。彼は十九世紀後半（嘉永以後）に輩出したる多数の浮世絵師の如きは全くこれを顧みざりしといへども決して一派一流の画家にのみ偏する事なく広く各派の一般を見しかして後のち常に見識ある美術史家のなすが如く各流派の中うちよりその代表者と見るべき比較的少数の画家を選び出いだせり。なほフェノロサがその編纂目録において浮世絵板物の一枚ごとにその出板しゅっぱん年代を記載したるは頗る驚愕きょうがくすべき事とす。こはその発見者自身の語るが如く、かかる古美術品の制作年次の如き、元より絶対的に数字の誤りなしとは断言し得べからず。凡すべて記載されたる年数に近きものたるは勿論もちろんなるべしといへども、斯界しかいの研究者は必ずや見て以てフェノロサが推断の誤謬ごびゅうなきに驚かざるを得ざるべし。浮世絵一枚々々の出板年数は一見容易なるが如しといへどもしかも唯ただ漫然として各板画の画風筆法等を比較するが如き事にては決して発見し得べきものにあらず。浮世絵板物には幸さいわいにも大抵画工の署名あればフェノロサはこれによりて画工の生死年次を参考としたるは勿論たるべしといへども、その板画出板の年次に至つては例たとへば宝暦ほうれきより寛政かんせいに至る浮世絵全盛期中、西村重長にしむらしげながの寛保かんぽう三年（一七四三年）における、鈴木春信すずきはるのぶの明和二年（一七六五年）における、あるひは鳥居清長とりいきよながの天明てんめい三年（一七八三年）における、また喜多川歌麿きたがわうたまろの寛政七年（一七九五年）における制作といふが如く明確に年数を決定し得べきものは甚だ少すくなし。然らばフェノロサがこの穿鑿せんさくに関して最も主要なる手掛てがかりとなせしものは何ぞや。そは唯画中の人物を見てその結髪けっぱつの形状によりしのみ。されどこれとて明瞭に毎年流行の変化を示して誤りなからしむるものならず。殊に日本の流行に関しては欧洲におけるが如く毎年の変化を記録したるものなし。然れどもフェノロサが専ら画中婦女の衣服及び結髪の変化に重きを置きしはこれを以て大抵出板の年号を記載したる板刻絵本類の挿画に比較せんと欲したるがためなり。この絵本類は実にフェノロサをして驚くべき発見をなさしめたる基礎たりしなり。彼は紐育ニューヨーク展覧会陳列品及びその編纂目録にはこれら板刻絵本類を編入せざりしかど、あたかも彼が浮世絵板物に対照せしむるに肉筆画を以てしたるが如く、もしこれら板刻の絵本をも参照せしめたらんには、彼が研究上相互の関係も更に一目瞭然として、吾人は各画家の板物一枚々々につきてこれを絵本に描かれたる人物の流行及び風俗の変化に徴し得べきが故に、一層得る所多くまた彼が研究に対しても更に深く信服することを得たりしなるべし。

　フェノロサは千九百〇八年九月二十一日心臓を病みて倫敦ロンドンに歿せり。惜哉おしいかなその計画せし日本の絵画及浮世絵板物に関する完全なる一大美術史は脱稿せられずして止みしといへども前述したる紐育展覧会目録の外ほかに千八百九十八年（明治三十一年）東京に開かれたる展覧会の目録あり。小冊子なれども斯界の研究書として欠くべからざるものにして、また別に美装したる Masters of Ukiyoye（『浮世絵の名家』）の著あり。

　千八百九十七年（明治三十年）英国 South Kensington Museum（南ケンシングトン美術館）の役員 Edward F. Strange の簡易なる History of Japanese Wood-Engraving（『日本板画史』）出版せらる。この書元もとより美術の評論を除外したるには非あらざれども、多くは浮世絵師の伝記雅号及び住居等、凡すべて直接絵画に関係少きことのみを記述し、必要なる制作品の事につきては僅に数行の文字もんじを費すのみ。この書の欠点はそれのみならず、浮世絵の沿革につきて全然誤りたる見解をなせることなり。著者は思ふに十九世紀（享和きょうわ文化以降）の浮世絵のみを知るものと覚しく、専ら十九世紀を主としてかへつて十八世紀（元禄げんろく末期より寛政の終に至る）を疎おろそかにする所あり。然るに浮世絵の歴史上十八世紀は最も必要なる時代にして、十九世紀に至りては北斎広重二家の外殆ほとんど他に見るべきものなきにあらずや。編中一つとして著者の研究の如何いかんを思はしむるに足るものなくかつ往々にして利のために筆を取りたるが如き形跡歴然たり。日本美術を研究せんと欲するものにとりてむしろ有害無益の悪書といはざるべからず。ストレンヂはこの書を著すに当り浮世絵研究の一大基礎たるべきフェノロサが千八百九十六年編纂の目録をも決して参照する所なかりしが如し。しかして彼は千九百〇四年更にまた Japanese Colour-Prints（『日本の彩色木板画』）なる一書を売り出せり。

　千八百九十七年 Seidlitzザイトリッツ の A History of Japanese Colour-Prints（『日本彩色板画史』即ちこの翻訳の原書なり）の第一版出づ。千九百年巴里人 Duret 仏蘭西国立図書館の購求せし絵本類の目次を編纂しこれを出版せり。千九百二年以後浮世絵の競売目録多く出版せらる。皆研究の好材料たり。千九百四年以来順次に出版せらるる独逸人 Perzinski の著書は短きものなれど各編ごとに一画家を捉とらへてこれを論評せり。同国人 Kurth は千九百七年歌麿につきて該博なる研究の結果を公表したり。

　訳者曰いわく。クルトは歌麿に次ついで写楽しゃらくの研究を出せり。千九百五年仏人 Marquis de Tressan 亭山ていざんなる雅号を以て Notes sur l'art japonais（『日本美術史』）二巻を著す。千九百十二年米人 Dora Amsden の The Heritage of Hiroshige 出づ。斯かくの如く欧米各国において浮世絵及び日本美術に関する出版物の夥多かたなる余は本論文の原著者がその巻末に挙げたる書目につき諸雑誌掲載の論文を除き単行本として公おおやけにせられしもののみを数へてなほ七十余種の多きに及べるを見たり。仏人テイザンの『日本美術史』序論中左さの一節は興味あるが故に併あわせ訳して左に録す。


　欧洲人は維新以前にあつては僅に和蘭オランダ及葡萄牙ポルトガル人が長崎出島ながさきでじまにてその土地の職人に製造せしめたる輸出向の陶器漆器を見るの外ほか日本の美術については全く知る所なかりしなり。その時代の輸出陶器は大抵支那製の模造にして意匠模様の如きも多年慣用せられたる最も形式的のものなりしが故に深く珍重する所とならざりき。されど漆器のみはこれに反して夙つとに欧洲人を驚かせし事は千六百年代のマザラン宮殿宝什目録ほうじゅうもくろくに徴するもまた明かなり。やや降くだつて路易ルイ十五世及十六世の治世に至るや日本漆器の流行甚はなはだ盛さかんとなりぬ。今日こんにち巴里ルウヴル美術館に陳列せらるる王妃マリイ・アントワネットの所蔵品を看みれば当時日本漆器の尊ばれたる事遥はるかに陶器に優まさりし事を知るに足るべし。然れども欧洲人はなほいまだ光琳の蒔絵まきえ、春信の錦絵にしきえ、整珉せいみんの銅器、後藤ごとうの目貫めぬき等については全く知る所なかりしが、維新の戦禍に際してこれらの古美術品一時に流出するやゴンクウル、ブュルチー、ゴンス、ギメエ、バルブットオの如き仏国の好事家こうずか狂奔してこれが蒐集と鑑賞とに従事したり云々うんぬん。

大正三年稿




浮世絵と江戸演劇
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　徳川氏の覇業はぎょう江戸に成るや、爰ここに発芽せし文華をして殊ことに芸術の方面において、一大特色を帯ばしめたる者は娼婦しょうふと俳優なり。太平の武士町人が声色せいしょくの快楽を追究して止やまざりし一時代の大だいなる慾情は忽たちまち遊廓ゆうかくと劇場とを完備せしめ、更に進んでこれを材料となせる文学音曲おんぎょく絵画等の特殊なる諸美術を作出つくりいだしぬ。暫しばらく事を歴史に徴するに、わが劇場の濫觴らんしょうたる女歌舞伎おんなかぶきの舞踊は風俗を乱すの故ゆえを以もって寛永かんえい六年に禁止せられ、次に起りし美少年の若衆わかしゅ歌舞伎もまた男色だんしょくの故を以て承応しょうおう元年に禁止せられて野郎やろう歌舞伎となりぬ。日本演劇発生の由来は全く一時代の公衆が俳優の風姿を愛慕する色情に基もとづきしといふも不可ならず。女優並ならびに遊女の女歌舞伎、また玩童がんどうの若衆歌舞伎、いづれにせよそが存在の理由は専もっぱら演技者の肉体的勢力にありて、歌舞音曲はその補助たりしや明かなり。寛文かんぶん延宝えんぽう以降時勢と共に俳優の演技漸ようやく進歩し、戯曲またやや複雑となるに従ひ、演劇は次第に純然たる芸術的品位を帯び昔日せきじつの如く娼婦娼童の舞踊に等しき不名誉なる性質の幾分を脱するに至れり。これと共に公衆の俳優に対する愛情もまたその性質を変じて、例たとへば武道荒事あらごとの役者に対しては宛さながら真個しんこの英雄を崇拝憧憬しょうけいするが如きものとなれり。古今東西の歴史を見るも実に江戸時代におけるが如く公衆の俳優を愛したる例証はこれあらざるべし。江戸の市人しじんは俳優に対して不可思議なる熱情を有したり。彼らは啻ただに演劇を見て喜ぶのみならず更にこれを絵画に描きて眺ながめ賞したり。浮世絵の役者似顔絵はこれら必然の要求に応じたるものにして、その濫觴は浮世絵板画の祖ともいふべき菱川師宣ひしかわもろのぶなるべし。山東京伝さんとうきょうでんはその著『骨董集こっとうしゅう』において延宝天和てんなの頃ころ既に俳優坊主小兵衛ぼうずこへえを描ける一枚絵ありし事を言へり。寛文十年板『垣下徒然草えんかつれづれぐさ』、延宝六年板『古今役者物語ここんやくしゃものがたり』等の評判記には皆当時俳優の肖像を挿入そうにゅうせり。以て元禄げんろく以前既に俳優肖像画の行はれたるを知るべし。然しかれどもその流行最もっとも盛さかんなるに至りしは元禄年代鳥居清信とりいきよのぶ出でてより後のちなりき。本年演劇珍書刊行会において翻刻せし鳥居清信が『四場居百人一首しばいひゃくにんいっしゅ』（全一冊）は元禄六年の板にして、この珍書は日本演劇並ならびに浮世絵研究者に取りて二様にようの興味を感ぜしむ。一は清信がいまだ豪健放恣ほうしなる一家の画風を立たつるに到いたらず、専もっぱら師宣の門人古山師重ふるやまもろしげを中間ちゅうかんにして菱川派の筆法を学びたる時代の制作を窺うかがふ一例とするに足ればなり。第二は卑俗なる俳優の画帖がじょうを作るに画工は『小倉おぐら百人一首』の如き古典の体裁を取りたる事なり。こは浮世絵のみならず江戸平民の諸有あらゆる美術文学を通じて現はれたる特徴にして、厳粛なる支那日本の古典よりその意匠を借来かりきたりてこれを極きわめて卑俗なるものに応用する時は爰ここに自おのずから滑稽こっけい機智の妙を感ぜしむべし。俳優の紋処もんどころ並にその系図を『武鑑ぶかん』に比したる『明和伎鑑めいわぎかん』の如き、あるひは天明てんめい八年京伝が描ける『狂歌五十人一首』の画像の如き皆江戸平民の考案せる芸術的遊戯の特色を示すものならずや。余は鳥居清信が『四場居百人一首』において輪廓を描ける線の筆力と、模様風なる人物の姿勢と、また狂歌を散ちらし書きにしたる文字と絵画との配合につきて殊に美妙なる快感を禁ずる能あたはず。

　元禄年間は元祖団十郎だんじゅうろうが創意せる荒事の新技芸都会の人目じんもくを驚かしたる時なり。鳥居清信がいはゆる鳥居風なる放肆ほうしの画風を立たてしは思ふに団十郎の荒事を描かんとする自然の結果に出いでたるものならん歟か。清信が役者一枚絵は元禄以降正徳しょうとく年中において次第に流行しその後継者たる鳥居派二世の絵師清倍きよますに至りて益〻ますます流行を極め、これがために元禄時代菱川師宣の盛時に流行したりし墨摺すみずり絵本類の板刻は享保きょうほうに至りて大おおいに廃すたれたりといふ。（元文げんぶんに入り西川祐信にしかわすけのぶ出づるに及び絵本は再び流行せり。）鳥居清倍と同時代に二世清信きよのぶあり。その画がは元祖清信が歿年ぼつねん（享保十四年）の頃より寛延かんえん三年の頃まで続いて出いでしが故に、時として元祖清信の作と混同して大おおいに今日こんにちの研究者を苦しましむ。役者絵は以上鳥居派の三画工並にその門人の外ほかに、奥村政信おくむらまさのぶ及びその門人のこれを描けるもの尠すくなからず。以上諸画工の役者絵は皆墨摺の板行絵はんこうえに彩色さいしきを施したる丹絵たんえ臙脂絵べにえ漆絵うるしえの類なり。寛保かんぽう三、四年に至り始めて色摺いろずりの紅絵べにえ現はれ一枚絵の外また役者似顔の団扇絵うちわえ漸ようやく流行せり。浮世絵色摺の発達につきては余既に鈴木春信すずきはるのぶ論の中うちに述べしが如く、元禄より元文を過ぎ寛保に及ぶまで凡およそ五十年間は仮に西洋美術史上の用語を以てすればいはゆる「復興期以前プリミチフ」の時代に相当すべし。今それら宝暦ほうれき以前の浮世絵に現はれたる役者絵を以てこれを演劇の歴史に対照せしめんか、『役者名物袖日記やくしゃめいぶつそでにっき』（明和八年板）に載せたる時代分じだいわけを見るに作弥九兵衛さくやきゅうべえ玉川千之丞たまがわせんのじょう多門庄左衛門たもんしょうざえもんらの俳優出でたる寛永承応の頃を劇道の大昔となし、延宝元禄の頃続狂言つづききょうげん道具どうぐ口上こうじょうなど始まり俳優には中村伝九郎、中村七三しちさ、永島茂右衛門ながしまもえもん、宮島伝吉、藤田小三郎、山中平九郎、市川団十郎ら声名ありし時代を中昔なかむかしとなしぬ。正徳より享保の末すえは末昔すえのむかしと呼び看板道具等美を尽し狂言むづかしくなりたる時代にて、市川団十郎松本小四郎富沢半三郎とみざわはんざぶろう小川善五郎早川伝五郎はやかわでんごろう沢村宗十郎さわむらそうじゅうろう大谷広治おおたにひろじらの俳優をばその代表として掲げたり。当時の丹絵漆絵紅絵を蒐集しゅうしゅうしこれら古代俳優の舞台姿をば衣裳いしょうの紋所もんどころによりて考証穿鑿せんさくするは吾われら好事家こうずかに取りて今なほ無上の娯楽たり。

　寛保の末年浮世絵は西村重長（奥村政信門人）の工夫によりて初めて純然たる彩色板刻さいしきはんこく（二色板紅絵）の法を発明し宝暦に入りてその技ぎ益〻進歩せり。この時演劇は既に今日こんにち吾人ごじんの目睹もくとするが如く、セリ出だし、廻まわり道具、がんどう返がえし等あらゆる舞台装置の法を操座あやつりざより応用し、劇場の構造看客かんきゃくの観覧席をもまた完備せしめき。

　宝暦年代は鳥居派三世の絵師清満きよみつ（清倍子）の全盛期なり。清満は浮世絵史上において二色摺紅絵を三色摺に進歩せしめし功労を有す。石川豊信いしかわとよのぶらと並んで頗すこぶる妖艶ようえんなる婦女の痴態ちたいを描きまた役者絵も尠すくなしとせず。然れどもこの時代には役者絵の流行既に享保元文時代の如く盛んならず、その板刻時ときに甚はなはだ粗雑となるの傾きありき。しかしてこの衰勢を挽回ばんかいせしめたるものは実に役者絵中興の祖と称せらるる勝川春章かつかわしゅんしょうなりとす。
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　勝川春章は肉筆専門の浮世絵師宮川長春みやがわちょうしゅんにつきて夙つとに色彩の妙技を学び得たり。あたかも好よし宝暦過ぎて明和改元の翌年浮世絵板刻の技術は鈴木春信並に板木師金六はんぎしきんろくの手によりて肉筆画に異ならざる完全なる彩色摺さいしきずりの法を工夫くふうし得たり。春章が役者絵は独逸ドイツ人ザイトリッツの『日本板画史』によれば明和元年を以て始まるといふ。春章がこの時代の板画は役者絵風俗画共にその曇りて軟やわらかき色調、専ら春信に倣ならふ処多かりしが、明和末年より安永に入いるやその筆力は忽たちまち活気を帯びその色彩は甚だ絢爛けんらんとなり、ここにいはゆる勝川派の特徴を明かにせり。仏蘭西フランス人ゴンスは彼を以て鳥居派の豪健に春信の柔和繊細を交まじへたるものとなせり。今いま鳥居派奥村派の描ける丹絵漆絵の役者絵と、春章が勝川派の特徴を歴然たらしめし安永時代の役者絵を取りてこれを比較すれば一見して如何いかにその画風の写生に近ちかづきしかを知るべし。宝暦時代の鳥居清満が紅絵の役者を見るも、吾人はなほ画中人物の衣裳に紋処もんどころなかりせば容易にその俳優の誰なるかを弁ずること能はざるべし。然るに春章の錦絵にしきえに至りては、例へば四世団十郎（五粒）三世団蔵（市紅）元祖歌右衛門うたえもん（歌七）元祖中村仲蔵なかぞう（秀鶴）等の如き、その容貌ようぼうの特徴往々にして身体付からだつきの癖をも交へたれば、朧気おぼろげながら各優の芸風をさへ想像せしめんとす。役者似顔絵は勝川春章出いでて全くその趣きを一新したりしなり。古来鳥居奥村両派の画えに見たる太くして円味まるみある古風の線は今や細く鋭く鮮明となり、衣裳の模様は極めて綿密に描き出いだされその色彩はいはゆる吾妻あずま錦絵の佳美を誇ると共に、舞台の道具立だてはそのまま役者絵の背景に移され布局上最も重大なる一要素となりぬ。また図中人物が筋肉の緊張を示さんとしてその四肢の線に紅隈べにくまを施したるも春章の創意する所なりといふ。

　春章が役者絵には宝暦時代より承継せる細長き細絵ほそえ（一枚また三枚続もあり）と大判おおばんの錦絵とあり。その数かずいづれも夥おびただしきが中なかに余の一見して長く忘るる能はざるものは、内地にて目撃したる原板画よりも、むしろ外国蒐集家の所蔵品の写真版にせられたるものなり。独逸人クルトの著『東洲斎写楽論とうしゅうさいしゃらくろん』の巻末に添へたる挿絵の中うち、春章が暫しばらくの図は橘たちばなの紋もん染抜きたる花道の揚幕あげまくを後うしろにして大だいなる素袍すおうの両袖宛さながら蝙蝠こうもりの翼つばさひろげたるが如き『暫しばらく』を真正面より描えがきしものにて、余はその意匠の奇抜なるに一驚せり。また巴里パリー人ジヨオ蒐集板画目録中岩井半四郎いわいはんしろうが座頭ざとうに扮ふんせる所作事しょさごとの図あり。扇地紙おうぎじがみの襖ふすまを後うしろにして大黒頭巾だいこくずきんを冠かぶり荒き縞しまの袴はかまはきたる座頭が手に杖つえを持ち、片足をば足袋たびの裏を見するまで差上げて踊れるその姿の軟かにしてまた勢いきおいあるさま、余は眺むる中うちに図中自おのずから出語でがたりの三味線と足拍子あしびょうしの響ひびきをさへ聞くが如き心地ここちせり。

　春章はそれら一枚絵の外ほかに俳優似顔の絵本をも出いだせり。『役者やくしゃ国くにの華はな』（出板年次不詳）『絵本舞台扇えほんぶたいおうぎ』（明和七年板色摺三冊）その続編（安永七年板色摺二冊）並ならびに『役者やくしゃ夏なつの富士ふじ』（安永九年板墨摺一冊）等なり。『役者夏の富士』は舞台に出でたる役者を描かずして、そが平素日常の素顔すがおを取りその住宅庭園の後景を配合せしめたる処、役者絵始まりてよりいまだかつてその例なき新意匠なり。後年こうねんに至り歌川豊国とよくに専らこの意匠を取りて名声を博しぬ。また『役者国の華』はジヨオ蒐集板画目録に出でたるその中うちの一図（傾城けいせいに扮せる中村七三郎と五郎に扮せるものと覚しき市川純蔵両人を大なる盃に載せ後うしろに菊花と紅葉を描けり）によりて画風より推察すれば明和初年の出板なるべしと思はるれどわれいまだその原本を見るの機会なきを遺憾なりとす。

『絵本舞台扇』及びその続編は春章並ならびに同時代の画工一筆斎文調いっぴつさいぶんちょうの合作せるものにして明和安永における江戸大坂両都の俳優を一覧するの便あり。この絵本はまた鈴木春信の『青楼美人合せいろうびじんあわせ』（五冊）『春はるの錦にしき』（二冊）と共に色摺絵本中の最も古くまた最も精巧なるものとして板画研究者の珍重する処たり（明和以前の絵本は皆墨摺にして色摺はなし）。

『絵本舞台扇』を繙ひもとくものは春章は専ら立役たちやくまた実悪じつあくの俳優を描き、文調は重おもに瀬川菊之丞せがわきくのじょう（王子路考）中村松江なかむらまつえ（里公）岩井半四郎（杜若）の如き女形おんながた若しくは市川春蔵いちかわはるぞう佐野川市松さのがわいちまつの如き若衆形わかしゅがたを描けるを見るべし。これ文調が役者絵の特徴にして彼は一枚絵においても決して春章の如く活動せる役者絵を描かず常に女形の物静かに優しく佇たたずめる姿を択えらべり。さればその色彩もまた春章の如く褐色かっしょく（柿色）と黒色こくしょくの対照によれる画面の活躍を欲せず、常に春信の色彩軟かき調和を慕ひて不透明なる間色かんしょくを用ひまた時として湖龍斎こりゅうさいに見るが如き淡き透明なる丹たんを点ず。一筆斎文調が板画の色彩は浮世絵中最も上乗じょうじょうのものに比して劣ることなし。

　明和安永時代は斯かくの如く春章文調が役者絵の全盛時代なりしが天明に入りて両者の板画は漸ようやく稀まれになりぬ。春章は天明以後その晩年をば壮時の如くに再び肉筆画の制作のみに送りき（春章は寛政四年に歿し文調は寛政八年に逝ゆけり）。天明年代の役者絵は春章の門人春好しゅんこう春英しゅんえいの手に成り、またこの時代より近世浮世絵史上の最大画家と称せらるる鳥居清長の嶄然ざんぜんとして頭角を顕あらわすあり。時代はかくして寛政に移り清長の退くを待ちて歌川豊国出でぬ。
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　天明時代の役者絵を論ずるに先立ちてここに一言いちげんすべきは劇場内外の光景を描ける風俗的景色画けいしょくがのこととす。元文より寛保延享寛延に至る頃奥村政信及およびその一派の画工は室内の遠景を描ける大板おおばんの紅絵べにえ漆絵うるしえを出いだせり。即ち大名屋敷あるひは青楼の大広間に男女だんじょ打集うちつどひて遊宴せるさままたは人形芝居を見る処なぞを描きたるものにて、和蘭陀風オランダふうの遠近法はこの時既に浮世絵に応用せられ天井と襖ふすまの遠くなるに従ひて狭く小さく一点に集り行くさま、今日こんにち吾人が劇場にて弁慶べんけい上使じょうしの場ばまたは妹脊山いもせやま館やかたの場ばの書割かきわりを見るに似たり。この種類の遠景図は当時浮絵うきえと呼びしものなり。余は奥村政信が堺町さかいちょうの町木戸まちきどより片側かたかわには中村座片側には人形芝居辰松座たつまつざの櫓やぐらを見せ、両側の茶屋香具店こうぐてんの前には男女の往来せるさまを描きしものを見たり。政信はまた観客の雑沓ざっとうせる切落きりおとしと両側桟敷りょうがわさじきのはづれに小さく舞台の演技を見せたる劇場内部の図をも多く描きぬ。これらは演劇並に劇場内部の構造を知らしむるが故に演劇史の研究上最も必要の参考品たり。かかる大板の浮絵は宝暦に入りて鳥居清満が紅絵を最後とし色摺いろずり錦絵出いづると共に暫しばらく杜絶とぜつせしが安永に及び歌川豊春の浮絵となりて更にその流行を増しぬ。豊春の浮絵は政信清満の板物はんものほど大判ならざれどその着色は家屋の木材を描くに濃き代赭たいしゃを用ひこれに橙黄色とうおうしょくと緑色とを配したる処また別種の趣あり。然れども浮絵は天明以後に及び一般に甚しく粗製のもの多くなりぬ。

　吾人は豊春の浮絵において安永時代の芝居町しばいまち並に各座劇場内の光景を窺うかがふに当りてここにまた北尾重政きたおしげまさの描ける絵本をも一見せざるべからず。重政は鈴木春信の門人にして勝川春章一筆斎文調及び歌川豊春らと並びて明和安永間の名手なり。重政の劇場を描ける絵本は墨摺すみずり三冊にて『戯場風俗栄家種ぎじょうふうぞくさかえぐさ』と題しその画風は全く鈴木春信に似たり。この書は明和四年の板にして勝川春章が『役者夏の富士』に先立つ事十余年なれば思ふに劇場の風俗を描ける絵本中の最も古きものなるべし。

　巻かんを開けば図は先まづ武家屋敷長屋の壁打続きたる処にして一人ひとりの女窓のほとりに彳たたずみ頬冠ほおかむりせし番付売ばんづけうりを呼止めて顔見世かおみせの番付購あがなふさまを描きたり。繁華の橋上きょうじょうに乗込のりこみの役者を迎ふる雑沓の光景（第二図）より、やがて「吹屋町ふきやまちを過すぐれば薫風くんぷう袂たもとを引くに似た」る佐野川市松さのがわいちまつが油店あぶらみせ。石畳の模様に同の字の紋所染めたる暖簾のれんのかげには梳櫛すきぐしすき油など並びたり。二月十五日は中村座の祝日いわいびとかや。進上しんじょうの飾物かざりもの山をなし（上巻第四図）やがて顔見世中村座木戸前きどまえの全景（上巻第五図）より市村座劇場内（第六図）を見て過すぐれば、再び芝居町の名物高麗こうらいせんべいの店先みせさき（第七図）に花菱はなびしの看板人目を引き、名代福山なだいふくやまの蕎麦そば（中巻第一図）さては「菊蝶きくちょうの紋所花の露にふけり結綿ゆいわたのやはらかみ鬢付びんつけにたよる」瀬川せがわの白粉店おしろいみせ（中巻第八図）また「大港おおみなとの渦巻うずまきさざれ石の巌いわおに遊ぶ亀蔵かめぞうせんべい」は御伽羅おんきゃらの油あぶら「花橘はなたちばなの香かにつれ」て繁昌はんじょうする永斎堂えいさいどうが店先（中巻第四図）大小立派なる武士の艶なまめかしき香具こうぐ購ふさまさすが太平の世の風俗目に見る如し。重政がこの絵本にはその他なほ楽屋裏の新道しんみちに編笠あみがさ深き若衆形わかしゅがたの楽屋入りを見せ、舞台のうしろに囃子方はやしかた腰かけて三味線弾ひきゐる傍かたわらに扮装せる役者の打語うちかたれるあり。あるひは楽屋稲荷町いなりまちの混雑、中二階ちゅうにかい女形部屋おんながたへやの体てい、また欞子窓れんじまどに縄暖簾なわのれん下さげたる怪しき入口に五井屋ごいやと記しるして大振袖おおふりそでに駒下駄こまげたの色子いろこ過ぎ行くさまを描きしは蔭間茶屋かげまぢゃやなるべきか。
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　明和安永は勝川春章並ならびにその一派が鳥居派に代りて役者絵を流行せしめたる時代なりしが、天明に及びて浮世絵なる平民画壇の中心点は再び鳥居派四世の画工清長きよながに移り来りぬ。清長は浮世絵発達の歴史上その創始者なる菱川師宣ひしかわもろのぶまた錦絵の発明者なる中興の祖鈴木春信すずきはるのぶと並びてこれらの三大時期を区別せしむべき最も重要なる地位を占む。歌麿うたまろ、春潮しゅんちょう、栄之えいし、豊国とよくにら近世浮世絵の諸流派は悉ことごとく清長が画風の感化を蒙こうむりたるものにして、浮世絵は清長及びそが直接の承継者歌麿の二人ににんに及びてその最頂点に達したり。それと同時にやがて一定の形式に陥るべき淀滞ていたい衰微の源泉もまた実にこの二人より生ぜしなり。

　清長の描ける風俗画の美人は古今の浮世絵を通じてその容貌姿勢最も健全豊艶ほうえんにして四肢の比例最も美しく自然なり。役者似顔の板行絵はんこうえを見るも安永年代においては専ら勝川春章に倣ならふ所ありしが、天明に入りてその技漸ようやく円熟するや、清長は美人画の人物に異ならざる自由自然なる固有の筆法を以て役者の舞台姿を描きたり。清長の好んで描く所は浄瑠璃所作事じょうるりしょさごとの図にして役者の後うしろに出語でがたりの連中れんじゅうを合せ描きたり。この時代の出語を見るに富本常磐津とみもとときわずの太夫たゆうには裃かみしもを着けず荒き縞しまの羽織を着たるものあり。天明五年鳥居清満歿するや清長は鳥居派四世をつぎその年の顔見世より寛政十年に至るまで、毎年三座さんざ劇場の番付看板を描きぬ。こは似顔の錦絵と異りて鳥居派古来の筆法を用ひたり。元祖清信以来この一派固有の画風は清長に至りて今や僅かに劇場の看板と番付絵にのみその名残なごりを留とどめぬ。

　喜多川歌麿も安永天明の間かん豊章とよあきの名を以てしばしば役者似顔絵またはせりふ役者誉詞ほめことばの表紙絵を描きぬ。然されどもさしたる特徴なければ論ぜず。吾人は唯ただ歌麿がかつて役者似顔絵を描かずとなせし『浮世絵類考うきよえるいこう』の選者が誤謬ごびゅうを明かにせんとするのみ。鈴木春信も役者絵を描かずとなされたれどこもまた誤れり。

　さて寛政年代に入り鳥居清長に代りて役者似顔絵の名人となりしものは浮世絵師中今日こんにちの日本人にもなほ広くその名を知らるる初代歌川豊国なり。豊国は歌川豊春とよはるの門人なれどもその初期の板画は筆法及び色彩共に鳥居清長に倣ならへり。清長時代の浮世絵師はその門人たると否とに論なく一般に甚しく清長の感化を蒙こうむりし事あたかも明和年代の浮世絵が鈴木春信を中心とし安永年代が勝川春章を中心となしたるに異ならず。豊国が板画の最良なるものは大抵寛政年代のものにして享和に及ぶや美人画の人物及およびその容貌等は固定せる歌麿の形式に倣ひ次ついで晩年に至りては画風全く頽廃たいはいして遂に門人国貞くにさだらの後あとに随したがはんとするの傾きありき。

　豊国の役者一枚絵はその種類甚だ多し。その中うち役者舞台絵姿と題する全身一人立ぜんしんいちにんだちの図と東洲斎写楽が雲母摺きらずりに同じき大首絵おおくびえ最もよし。豊国は此かくの如く年々各座の当狂言あたりきょうげんを描きて倦うまざりしのみならずまた別に俳優の衣裳いしょう鬘かつらをつけざる日常の姿を描きこれに四季折々の花鳥かちょうあるひは景色けいしょくを配合したり。この新意匠は大おおいに世の好評を博し豊国以後もその門人国貞国政また菊川英山きくかわえいざんら皆これに倣ひて同じ図案を反復する事その限かぎりを知らず。菖蒲しょうぶの花咲乱れたる八橋やつはしに三津五郎みつごろう半四郎歌右衛門など三幅対さんぷくついらしき形して彳たたずみたる、あるひは両国花火の屋形船やかたぶねに紺絞こんしぼりの浴衣ゆかたも涼し気げに江戸三座えどさんざの大達者おおだてもの打揃うちそろひて盃さかずきを交かわせるさまなぞあまりに見飽きたる心地す。

　似顔絵本は勝川春章が『舞台扇』『役者夏の富士』以来久しく杜絶とぜつしたりしが豊国に至りて再び流行せり即ち左の如し。

似貌にがお
絵本俳優楽室通　　一冊　　豊国国政画三馬さんば撰　寛政十一年板

戯子名所図会　　三冊　　馬琴ばきん撰　寛政十二年板

容貌
写真俳優三階興はいゆうさんがいきょう　　二冊　　三馬撰　享和元年板

三戯
場俳優三十二相　　一冊　　馬琴撰　享和二年板

役者此手嘉志波やくしゃこのてかしわ　　二冊　　焉馬えんば撰　享和三年板

俳優相貌鏡　　二冊　　享和三年板


　この中うち彩色板刻の最も精巧なるは『俳優三階興』と『役者此手嘉志波』なり。『俳優三階興』は式亭しきてい三馬がその序文に言へるが如く春章が絵本『夏の富士』を焼直したるものに相違なし。然れども図中の風俗並に役者の時代を異にせるとその色摺の調子甚だ美妙なるとによりて豊国が板画を検せんとするものの必かならず一覧せざるべからざるものたり。この絵本の色彩は歌麿が『吉原年中行事よしわらねんちゅうぎょうじ』と同じく各色かくしょくの間に配合せられし緑みどり黄きの二色にしょくは常によく全画面の色調を温和ならしめたり。

　巻中かんちゅう殊に余の好む所の図二、三を選ばしめんか。上冊には桟敷後さじきうしろの廊下より御殿女中大勢居並びたる桟敷を見せ市川八百蔵いちかわやおぞう桐きりの谷や門蔵もんぞう御挨拶ごあいさつに罷出まかりいでお盃を頂戴ちょうだいする処今の世にはなき習慣ならわしなれば興いと深し。林泉りんせんのさま見事なる料理屋の座敷に尾上松助おのえまつすけ胡弓こきゅうの調子を調べつつ三絃さんげん手にせる芸者と居並び女形おんながたの中村七三、松本小次郎の二人ふたりが箱引はこひきの戯れなすさまを打眺めたり。下巻には楽屋総浚そうざらひのさま面白く尾上雷助らいすけの腰掛けて髪を結ゆはする床屋とこやの店先みせさき、大谷徳治おおたにとくじが湯帰りの浴衣ゆかたに手拭てぬぐいを額ひたいにのせ着物を小脇こわきに抱かかへて来かかるさまも一興なり。暗き夜の空より雨斜ななめに降りしきる橋袂はしたもと、縞の合羽かっぱに単衣ひとえの裾を端折はしょりし坂東又太郎ばんどうまたたろうを中なかにしてその門弟三木蔵七蔵みきぞうしちぞうらぶら提灯ちょうちんに路みちを照しつついづれも大きなる煙草入たばこいれ下げたる尻端折しりはしょり、雨傘あまがさ打並べて歩み行くさま何なにとなく江戸らしい好よい心持なり。巻末に市川白猿はくえん牛島うしじまの隠宅にて成田屋と自筆の提灯を嵐雛助あらしひなすけに遣つかはす処、これ人のよく知る逸話なるべし。
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　豊国よりやや先立ちて寛政の初年に東洲斎写楽なる画工あり。写楽は役者似顔絵専門の板下はんした絵師なりしが極端なる写実の画風当時の人気に投ぜず暫時にしてその制作を中止せり。維新以後外国人の浮世絵研究盛さかんなるに及びても写楽はなほ重んぜられず日本美術研究の開拓者と称せられし米人フェノロサの如きも写楽の俳優肖像画を以て醜陋しゅうろうなりとなしき。然るに巴里パリーにおいてはカモンド伯を初め写楽を愛するもの漸ようやく多く遂に写楽は浮世絵師中最大の画工と見なさるるに至れり。昨年独逸人クルトの出版せる書籍中には今日まで我邦人わがほうじんすらかつて見ざりしほどの珍品をも網羅もうらし尽せり。これによつて窺へば写楽の似顔絵は細絵ほそえの全身画も多けれど無比の傑作とすべきはやはり世人知る所の雲母摺きらずりなるべし。当時歌麿の美人画にも肖像画の地色に銀色の雲母きらを敷きたるもの多し。思ふにこれ当時の画工が鏡の面おもてに人の顔の映りしさまを見せんとしたる新意匠なるべし。そはともあれ今日写楽の似顔絵を見るに雲母きらは人物背後の装飾として最も面白く感ぜらる。余は独仏の好事家こうずかが写楽を珍重するは単に好奇の念のみにはあらず、その布局その色彩及び顔面輪廓の描線等、油絵肖像画の新発展につきて多大の参考となるがためなるべしと思為しいせざるを得ず。写楽の似顔絵を熟視せよ。松本幸四郎まつもとこうしろうが高麗格子こうらいごうしの褞袍どてらに鉢巻はちまきして片手の指先にぼんやりと煙管きせるを支ささへさせたるが如き、錦絵の線と色とが如何いかによく日本人固有の容貌並ならびに感情を描出えがきいだせるか。余は日本人の皮膚の色とその朦朧もうろうたる顔面並にやや遅鈍なる輪廓は写楽の手法を以てするの外ほか決して他にこれを現はすの方法なかるべしと信ずるものなり。写楽が女形おんながたの肖像は奇中きちゅうの奇き傑作中の傑作ならんか。岩井半四郎、松本米三郎よねさぶろうの如き肖像を見れば余は直ただちに劇場の楽屋において目まのあたり男子の女子に扮したる容貌を連想す。濃く塗りたる白粉おしろいのために男にもあらず女にもあらぬ一種怪異なる感情は遺憾なく実写せられたり。この極端なる画風は俳優を理想的の美貌と定めたる伝来の感情に牴触ていしょくする事甚はなはだしきがためこの稀有けうなる美術家をして遂に不評のために筆を捨つるのやむなきに至らしめき。写楽は元もと安房あわの産にして能役者たりしといふの外ほかその伝記甚だ詳つまびらかならず。

　豊国が晩年文化の頃よりその門人国貞の時代は来れり。国貞の役者似顔画を蒐集せば文化より明治に至らんとする六十年間の幕末演劇史を一覧するに同じかるべし。国貞は豊国の名をつぎてその晩年「古今役者似顔大全ここんやくしゃにがおたいぜん」百余枚を描きぬ。これ鳥居清信以来春章文調清長らの似顔絵を模写したるものなれどその色彩とその画風とは甚だ近世的にして古風の趣おもむき少く懐古の料りょうとなすに足らず。国貞が最上の錦絵は文化文政の頃のものたる事余よ別に「衰頽期の浮世絵」において論ぜんと欲するが故ここには言はず（鳥居派五世清満の事も同じ論文に記したれば略す）。

　役者絵は此かくの如く菱川師宣より国貞国芳及びその門葉もんようの小画工に至るまで江戸二百余年を通じて連続したり。今延宝元禄より元治げんじ慶応に及ぶ俳優画を蒐集してこれを一覧せんには、浮世絵各派画風の推移は自おのずからまた各時代の俳優が芸風の変化に思到おもいいたらしむべし。そもそも一技芸の起らんとするや、そが創始時代の制作には必ず原始的なる粗野の精力とこれを発表する簡朴かんぼくなる様式との間あいだに後人こうじんの見て以て窺知うかがいしるべからざる秘訣ひけつを蔵するものあり。元禄宝永の演芸は鳥居派初期の丹絵たんえの如く豪放の中うち稚気を帯びたる精神はその簡易にしてしかも突飛とっぴなる形式と相俟あいまつてここに不可思議なる雅趣を示せしものなるべし。享保に入りては河東節かとうぶしその他の音曲おんぎょく劇場に使用せられ、俳優には二世団十郎、元祖宗十郎ら出いで、後世の模範となるべき芸道の故実こじつ漸く定まりたる時代なり。これを浮世絵に見れば鳥居派の外ほか新あらたに奥村一派の幽婉ゆうえんなる画風と漆絵の華美なる彩色さいしき現はれぬ。劇場がしばしば風紀の紊乱びんらんと衣裳の華美なるにつきて禁制を蒙こうむりしもこの時代にして、江戸平民の文化は刻々円熟の期に達せんとせり。四世団十郎、初代菊之丞ら出でたる宝暦より明和安永年代は啻ただに絵画演劇のみにあらず、江戸平民固有の文学美術が尽ことごとく関西伝来の感化を脱してその特質を明かにしたる時代なり。江戸演劇も思ふに文調春章の時代においてその内容形式共に完備円熟し尽してやや複雑に流れ天明寛政に至りてはまた浮世絵と同じく漸次繊巧に傾くの弊に陥りしなるべし。原武太夫はらぶだゆうが宝暦末年の劇壇を罵ののしり、享保の芸風を追慕して止やまざりし『隣となりの疝気せんき』または手柄岡持てがらのおかもちが壮時の見聞けんぶんを手記したる『後あとは昔物語むかしものがたり』等を繙ひもときて年々の評判記と合せ読み、これを浮世絵の役者似顔絵に対照せしむれば、また往時の演劇を想像するの一助とならん歟か。役者似顔絵は絵画として独立の価値並に興味あるは勿論なりといへども、われらに取りてはその以上になほ幾多の利益と趣味ある事を附記せざるべからず。今や時勢の変遷と共に江戸演劇も何らか特別なる保護の方法を講ずるにあらずんば、漸次破壊滅亡せんとするの時、吾人は二百年来の役者似顔絵並に劇場の風俗画に対して殊に愛惜あいせきの情を深くせずんばあらざるなり。

　この蕪雑ぶざつなる研究の一章は審つまびらかに役者絵の沿革を説明せんと欲するよりも、むしろこれに対する愛惜の詩情を吐露せんとする抒情詩じょじょうしの代用としてこれを草したるのみ。考証の事に関しては識者幸さいわいに教おしえを垂たるるに吝やぶさかなることなかれ。
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　浮世絵は寛政かんせい文化ぶんかの盛時を過ぎ、文政ぶんせいに入いりて改元の翌年先まづ春章しゅんしょうの後継者たる勝川春英かつかわしゅんえいを失ひ、続いて漫画略筆の名手鍬形蕙斎くわがたけいさい（文政七年歿）を逝ゆかしめ、また歌麿うたまろの好敵手たりし歌川豊国うたがわとよくに（文政八年歿）を失ひぬ。浮世絵はその錦絵にしきえなると絵本なるとを論ぜず共に著しき衰頽すいたいを示せり。時勢は最早もはや文政天保てんぽう以後の浮世絵師をして安永あんえい天明てんめい時代の如く悠然ゆうぜんとして制作に従事する事を許さざるに至れり。錦絵は歌麿以後江戸随一の名産と呼ばれ、美術の境さかいを出でて全く工芸品に属し、絵本は簡単なる印刷出板物しゅっぱんぶつとなりぬ。浮世絵は社会の需用あまりに多くして遂ついに粗雑なる商品たるのやむなきに至りしなり。五渡亭国貞ごとていくにさだ一勇斎国芳いちゆうさいくによし以下の豊国門人、また菊川英山きくかわえいざん、渓斎英泉けいさいえいせん、鳥居清峰とりいきよみねらは不幸なるこの時代を代表すべき画工なり。（広重ひろしげ北斎ほくさいの事は余既すでに「浮世絵の山水画と江戸名所」と題せし論文に言ひたればここに論ぜず。）

　今これら諸家の制作を見るに、美術としての価値元もとより春信はるのぶ清長きよなが栄之えいしらに比する事能あたはざれど、画中男女が衣服の流行、家屋庭園の体裁ていさい吾人ごじん今日こんにちの生活に近きものあるを以もって、時として余は直ただちに自己現在の周囲と比較し、かへつて別段の興あるを覚ゆ。国貞国芳らの描ける婦女は春信の女の如く眠気ねむげならず、歌麿の女の如く大形おおがたの髷まげに大形の櫛くしをささず。その深川ふかがわと吉原よしわらなるとを問わず、あるひは町風まちふうと屋敷風とを論ぜず、天保以後の浮世絵美人は島田崩しまだくずしに小紋こもんの二枚重にまいがさねを着たるあり、じれつた結びに半纏はんてんを引ひっかけたるあり、絞しぼりの浴衣ゆかたを着たるあり、これらの風俗今なほ伝はりて東京妓女とうきょうぎじょの姿に残りたるもの尠すくなしとせず。その家屋も格子戸こうしど欞子窓れんじまど忍返しのびがえし竹の濡縁ぬれえん船板ふないたの塀へいなぞ、数寄すきを極きわめしその小庭こにわと共にまた然しかり。これ美術の価値以外江戸末期の浮世絵も余に取りては容易に捨つること能はざる所以ゆえんなり。

　文政八年初代豊国歿するや、その門人歌川国重くにしげ自みずから二代豊国の名を犯しぬ。本郷ほんごうに住みしを以て本郷豊国といふ。今日坊間ぼうかんにおいて往々初代豊国の筆ふでと称して国重の画がを売るものあり。国重は師の名を犯せしが名声揚あがらざりしかば幾何いくばくもなくして業を廃せしといふ。その作元もとより初代豊国に比する事能あたはざれど今日に至りてこれを見れば同門の国貞国政くにまさらと並びて更に軒輊けんちなし。役者似顔一枚絵並ならびに二枚続にまいつづきはその彩色さいしき濃艶ならざる処かへつて国貞が晩年（三代豊国）の作に優まされり。美人風俗画においても六郷川渡船三枚続ろくごうがわわたしぶねさんまいつづきの如き聊いささか寛政名手の俤おもかげなきに非あらず。（飯島半十郎著『浮世絵師便覧』には国重を豊重となしたり。『関根氏名人忌辰録』に国重〈二代豊国〉天保六年歿年五十九とあり。）

　国重の名漸ようやく忘れらるるを待ちて（弘化こうか二年）歌川国貞また自みずから先師の名を継ぎ同じく二代豊国と称しぬ。国貞は天明六年に生れ元治げんじ元年七十九歳を以て歿したればその長寿とその制作の夥おびただしきは正に葛飾北斎かつしかほくさいと頡頏きっこうし得べし。然しかれどもその制作中の最も佳良なるものは悉ことごとく豊国の名を継がざりし以前にして、殊ことに文化時代の初期の作には時として先師豊国に匹敵すべきものなきにあらず。今西洋人の所論を参照するに仏蘭西フランス人 Teisanテイザン は曰いわく、

「国貞が初期の作は往々にしてその師豊国に比すべきものあり。役者似顔絵を見るにその面貌めんぼうと衣裳いしょうの線を描ける筆力は遒勁しゅうけいなり。その挙動と表情とは欧洲人の眼には聊か誇張に過ぐるの嫌きらひあれどこは日本演劇の正確なる描写ならざるべからず。国貞の役者絵には彩色を施さざる白き地紙じがみに人物を濃く浮立たせたるもの多し。この種類の中うちにて吾人は藍色あいいろの濃淡殊に美しき衣裳をつけたるものを称美す。然れども彼はまた全く反対の方法を取り、黒ずみたる背景の山水に鮮明なる衣裳の色彩を対照せしむる事あり。吾人の蒐集品しゅうしゅうひん中にてその一例を求むれば、空に連なる薄暗き夜の山は濃き紫に、前方なる河水かすいは黒き藍色に彩いろどられたり。この河辺かへんに佇たたずめる婦女の衣裳を見るに、薄桃色にぼかされし木立こだちの裾模様すそもようは月光を浴びたるさまを見せんとて薄青く透き通るやうに描かれたり。これ正まさしく仏国印象派の画論が物体は決して定まりたる色彩を有するものに非ず、照す所の光線により変化するものたりとの理論に適合するものと見るも可なり。国貞はまた常に薄紅うすべに薄藍うすあいの如き薄色地の衣裳と、殊更ことさらに濃くしたる黒色こくしょくを用ゆる事を好む。国貞の風景画には名所の山水を背景となし半身の人物を描ける東海道名所絵の続物つづきものあり。然れども山水としてその最も上乗じょうじょうなるものは伊勢いせ二見ふたみヶ浦うら日出ひのでの景けい、または Gillotジョオ 蒐集板画目録中に載せられたる三枚続にして、樹木茂りし丘陵の彼方かなた遥はるかに雪の富士巍然ぎぜんとして聳そびえ、水流るる街道かいどうの杉並木に旅人を配置したるものなどなるべし。この外ほかに広重の描ける山水に人物を合作せしものあり。」（Notes sur l'art japonais）


　種彦たねひこの小説『田舎源氏いなかげんじ』の挿絵さしえ並ならびにその錦絵にしきえは共に国貞の描く所にして今日こんにちなほ世人に喜ばる。『田舎源氏』は国貞が晩年の画風を窺うかがふべき好標本たり。その人物は皆演劇の型より成れる一定の形式によりて誇張せられ、その彩色は殊更に絢爛けんらんたらん事を務め全体の調子に注意する処なし。これ即すなわち国貞風の極彩色ごくさいしきにして当時の人目じんもくを驚かしたるものなり。余はこの濃厚なる国貞の『田舎源氏』に対して国芳の得意とせる武者合戦の錦絵を以て流行の両極端を窺ふに足るものとなす。国貞は美貌の侍女じじょ貴公子が遊宴の状じょうによりて台榭だいしゃ庭園ていえんの美と衣裳什器じゅうきの繊巧とを描出えがきいだして人心を恍惚こうこつたらしめ、国芳は武者奮闘の戦場を描き美麗なる甲冑かっちゅう槍剣そうけん旌旗せいきの紛雑を極写きょくしゃして人目を眩惑げんわくせしめぬ。国芳の武老絵は古来土佐派とさはに属せし領域を奪ひ以て浮世絵の範囲を広めたるものと見るも可ならんか。余は浮世絵師中ややデラクロワ、メイソニエーを連想せしむべき画家ある事を喜ばずんばあらず。

　国貞と国芳とは共に豊国歿後歌川派中の最も卓越せる画家にして、当時二家の競争は、「葭よしがしげつて渡場わたしばの邪魔になり」といふかの川柳においても想像せらるる如く、時には互に反目はんもく嫉視しっしせるや知るべからず。五渡亭国貞は「歌川を疑はしくも名乗り得て二世の豊国贋にせの豊国」の落首らくしゅに諷刺ふうしせられしといへどもとにかく歌川派の画系をつぎ柳島やなぎしまと亀井戸かめいどとに邸宅を有せしほどなれば、当時の地位は国芳の上にありしや明かなり。（『安政見聞録』中亀井戸辺震災の状を描ける図に歌川豊国が倉付の立派なる邸宅を見せたるものあり。）然れども画家としての手腕は余の見る処ところ国芳はしばしば国貞に優れり。国貞の作には常に一定の形式ありて布局の変化少くまた溌剌はつらつたる生気に乏し。（余の友人板倉氏の説に国貞の風俗画の佳良なるものは歌麿の画題と布局とをそのままに模写したるもの多しとぞ。）余は国貞の板画においては必ず粉本ふんぽんの臭味くさみを感ずるに反し、国芳においては時として西洋画家の制作に接する如き写生の気味きみ人に迫るものあるを見る。国芳が写生の手腕は葛飾北斎と並んで決して遜色そんしょくあるものにあらず。「東都名所」と題する山水画中の人物の姿勢、あるひは「生写百面相いきうつしひゃくめんそう」と題する小冊子の顔面の表情よくこれを証して余りあり。国芳は最初国貞と共に役者似顔を描きしが世評よろしからざりしかば、筆を『水滸伝すいこでん』の人物その他の方面に転じたりといへども、今日こんにちの批評眼を以てこれを見ればこは彼に取りてはかへつて幸福なりしなり。国貞の画題は殆ほとんど役者と美人との外ほかに出でざれど、国芳に至りては山水花鳥武者並びに美人役者絵等その範囲甚はなはだ広し。余は「浮世絵の山水画と江戸名所」なる題名の下に聊いささか国芳の事を論じたればここには新着の西洋美術雑誌に出でたる仏人ふつじん Gastonガストン Migeonミジョン の所論を掲ぐ。

「歌川国芳（寛政九年生文久元年歿）は国貞に優る事明かなり。国芳の描ける活気ある風景画の或物あるものはけだしこの種類ジャンル中の逸品たると共にまた浮世絵板物はんものを通じてその最も偉大なるものたり。今 Rouartルアール 氏の所蔵せる東都名所御廐川岸驟雨おんまやがししゅううの図を見るに、前方に大だいなる雨傘さして歩める人物をして対岸の遠景と対峙たいじせしめたる処ところ奇抜なり。しかして遠景の大雨たいうにかすみ渡れるさまは薄墨の描法真しんに驚くべきものあり。Henriアンリー Veverヴェヴェール が蒐集中の一板画もまた甚だ好よし。図中二女を載せたる小舟の後うしろに立てる船頭はその姿勢不自然ならず。荒々しく角張かどばりたる橋杭はしぐいの間あいだよりは島と水との眺望あり。これ日本の風景中の最も美なるものなり。（訳者思ふにこれ永代橋下の猪牙船ちょきぶねを描ける「東都名所佃島つくだじま」と題する図のことなり。）

　雪中の光景もまた大おおいに称賛せざるを得ず。小止おやみもなく紛々として降来ふりくる雪に山はその麓ふもとなる海辺うみべの漁村と共に埋うずもれ天地寂然てんちせきぜんたる処、日蓮上人にちれんしょうにんと呼べる聖僧の吹雪ふぶきに身をかがめ苦し気げに山路やまじを昇のぼり行く図の如きは即ち然り。（訳者曰くこれ日蓮上人一代記八枚続の中うち佐渡ヶ島の図の事なり。）されど以上述べたるは皆例外の逸品にして吾人の浮世絵なる美術が気息奄々きそくえんえんとしてしかもなほ容易にその死期に到達せざりしは全くこれら例外なる傑作ありしがためなるを知る。」（Art et Décoratioņ février 1914）
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　国貞国芳と並びてこの時代に輩出したる歌川派の画工は国政くにまさ（文政七年歿、年三十八）国丸くにまる（文政年間歿、年三十余）国安くにやす（天保七年歿、年三十余）国長くになが（文政中歿、年四十三）国直くになお（安政元年歿、年六十二）等枚挙まいきょに遑いとまあらず。その技倆ぎりょうも各自最も得意とする所を採りてこれを比較せば容易に優劣を弁じがたし。国政の作にては大きく半身を描ける役者似顔絵中甚だ良きものあり。国安国長には浮絵うきえ（名所遠景）の中うち時に賞すべきものあるを見ゆ。国丸の作にて余の管見に入りしもの国貞が文化中の美人画に類するもののみ。国直に至りては歌川派中余の最も愛好する画工にしてその板画は文化年間の作と覚しき名所浮絵、美人風俗画、殊に人情本の挿絵中に忘るべからざるもの多し。『増補浮世絵類考』に国直は豊国の門に入るに先立ちて明画みんがを学びまた自みずから北斎の画風に親しみ、新あらたに一家を成さんとの意ありし事を記せり。これは訛伝かでんにあらざるべし。今親しくその画がを看みるに風景美人共に国貞系統の歌川派の画工とは幾分かその趣を異にする処あり。国直の浮絵は上野うえの二ふたツ堂どう、浅草雷門あさくさかみなりもんの如き、その台榭だいしゃ樹木じゅもくの背景常に整然として模様に斉ひとしき快感を覚えしむ。しかしてこれに配置せられたる群集雑沓ざっとうの状もまた模様風にして宝暦ほうれき頃鳥居清満とりいきよみつが紅絵べにえの風景を想起せしむるものあり。この特色は風俗画に至りて最も著しく婦女の姿態と家屋路地ろじ等の後景こうけいを配合せしむる事頗すこぶる巧妙なり。為永春水ためながしゅんすいの小説『梅暦うめごよみ』の続篇たる『辰巳たつみの園その』以下『梅見船うめみのふね』に至る幾十冊の挿絵は国直の描く処にして余は春水の述作と併あわせて深くこの挿絵を愛す。深川の妓家ぎか、新道しんみちの妾宅しょうたく、路地の貧家等は皆模様風なる布置ふち構図の中うち自おのずから可憐かれんの情趣を感ぜしむ。試みに二、三の例を挙げんか。『辰巳の園』巻の二を繙ひもとけば深川妓家の二階に四、五人の女寝そべりて、或者は長々しき手紙書きし後あとと覚しく、長煙管ながぎせるにて煙草盆の火入ひいれを引寄せんとすれば、或者は昼寝の枕まくらより顔を上げ、今や盛装して出で行かんとする朋輩ほうばいの後姿うしろすがたを見返りたり。或者は裾踏み乱したるまま後手うしろでつきて起直おきなおり、重箱じゅうばこの菓子取らんとする赤児あかごのさまを眺ながめ、或者は独ひとり片隅かたすみの壁によりかかりて三味線を弾ひけり。文反古ふみほごにて腰張こしばりせる壁には中形ちゅうがたの浴衣ゆかたかかりて、その傍かたわらなる縁起棚えんぎだなにはさまざまの御供物おくもつ賑にぎわしきが中なかに大きなる金精大明神こんせいだいみょうじんも見ゆ。『梅見船』第一巻「お房ふさ寄場よせばに物の本を読む所」と題したる挿絵もまた妓家の二階にして、「火の用心」と「男女共無用の者二階へ上あがるべからず」と張紙したる傍かたわらの窓下には、女の鏡台多く据すゑ並べありて、数人の歌妓かぎ思ひ思ひに艶なまめかしき身の投なげざまを示したり。若き男女だんじょの相倚あいより相戯あいたわむるるさまに至りては元より枚挙に遑いとまあらざれど、その中うち『英対暖語えいたいだんご』第三巻に男は屏風びょうぶ引廻ひきまわしたる夜具の上に起直り楊枝箱ようじばこ片手に草くさ楊枝を使へば、半なかば開きし障子しょうじの外の縁先には帯しどけなき細面ほそおもての女金盥かなだらいに向ひて寝起ねおきの顔を洗はんとするさまなぞ、柔情にゅうじょう甚だ忘るべからざる心地ここちす。

　余はこれらの挿絵につきて斯かくの如く無限の興味を覚えて止やまざるなり。その理由は啻ただに男女相思の艶態に恍惚たるがためのみに非あらず、人物と調和せるその背景が常に清洒せいしゃなる小家こいえの内外ないがいを描き、格子戸こうしど小庭こにわ欞子窓れんじまどより枕まくら屏風びょうぶ長火鉢ながひばち箱梯子はこばしご竈かまど等に至るまで、貧し気げなれど清潔にしてまた何となく楽し気なるさまを示したればなり。国貞の『田舎源氏』はその庭園台榭什器衣裳の佳麗を尽して、能よく貴公子と仕女しじょとの遊興を描けるものとなさんか。国直が人情本の挿絵はこれに反して小ぢんまりとしたる裏住居うらずまいの生活の余裕を描き示したるものといふべし。『梅見の船』巻七まきのしちに挿入したる半次郎が猿寺さるでらの住家すみかの図は、土佐派古画の絵巻物に見ると同じき方法を取り屋根を除きて上方じょうほうより斜ななめに家の内外ないがいと間取まどりのさまを示したり。家は腰高こしだかの塗骨ぬりぼね障子を境にして居間いまと台所との二間ふたまのみなれど竹の濡縁ぬれえんの外そとには聊ささやかなる小庭ありと覚しく、手水鉢ちょうずばちのほとりより竹の板目はめには蔦つたをからませ、高く釣りたる棚の上には植木鉢を置きたるに、なほ表側の見付みつきを見れば入口の庇ひさし、戸袋とぶくろ、板目はめなぞも狭き処を皆それぞれに意匠して網代あじろ、船板ふないた、洒竹さらしだけなどを用ゐたれば、今日こんにち吾人の眼より見れば貧しきこの裏屋も風流閑雅なる隠宅の如き観あり。こは少しく別問題なれども日本の器具家屋に竹材ちくざいを用ふる事の範囲並にその美術的価値を論ずるは最も興味ある事なり。これにつきては既に英人サトウ、独逸人 Hans Sporry 等の著書あり。余は此ここにそれらの一例として江戸平民の住家じゅうかにおける竹材の用法と意匠との最も繊巧なるを見んがため、貝殻かいがら散りたる深川の新道しんみちに峰次郎が窓の竹格子を間あいだにしてお房と相語る処（『梅見船』巻九）また柳川亭やながわていといへる水茶屋みずぢゃや店先の図（『梅見船』巻十）を挙ぐべし。これらの家屋は杉板と竹と網代の用法意匠余りに繊巧にして清洒なるがため風雨を凌しのぐ家屋と見んよりはむしろ精巧なる玩具がんぐの如き観なしとせず。

　歌川国直が色摺いろずり絵本の中うちに豊国の『時勢粧いまようすがた』に模したる『美人今様姿びじんいまようすがた』二巻あり。豊国の作は寛政風俗を見るに便なるが如く国直の作は文政時代の風俗史料となすに足るべし。然れども絵画としては先師の模倣に過ぎざればここに論ぜず。




三




　以上述べたる国貞国芳国直ら豊国門下の画工にはまた更に無数の門弟の随従するあり。文政天保以後の平民画壇は実にこれら歌川派の群小画家を以て満たされたり。しかしてこの系統以外に立てる画工の中うちその重おもなるものを尋たずぬれば先まづ指を菊川英山渓斎英泉の二人ににんに屈せざるべからず。菊川英山は狩野かのう派の一画家菊川英二なるものの子にして、渓斎英泉また英二の門人たりし事ありといへば、この二人はその名の示すが如く同門の画家たりしなり。然れども各自の特色は相同じからず。（英泉の美人一枚絵中稀に英山に似たるものあり、文化末年の作なるべし。）

　菊川英山の板画は文化の初年に始りて天保に及べり。英山は文化初年鳥居清長歿し続いて喜多川歌麿世を去りし後のち初めは豊国と並び後には北斎と頡頏きっこうして一時いちじ浮世絵界の牛耳ぎゅうじを把とれり。文化六、七年より文政三、四年に至る十年間は英山の全盛時代にして専もっぱら歌麿の画風並にその題目を取りて三枚続または一枚絵の美人画あるひは柱かくし絵を出いだしぬ。今その最も良好なるものを見るに二代歌麿の板画よりもかへつてよく先代歌麿の面影を忍ばしむ。その色彩も黒色こくしょくと淡紅色たんこうしょくとに対して淡緑色たんりょくしょくまたは黄色こうしょくを調和せしむる所時ときとして清長を連想せしむ。今日こんにち英山の価値は穏和なる模擬の手腕能よく過去の名家を追想せしむる処にありとなすも酷評にはあらざるべし。英山は晩年に至り板元はんもとの請求に応じて北斎の筆法に模し名所絵をも出せり。然れども英山の制作を通じてこれを一覧するに役者似顔絵の如きも多くは美人を配合して常に柔和艶麗の情に富ましめたり。これこの画家の特色となすに足るべし。漆山うるしやま氏の『浮世絵年表』に従へば菊川英山は慶応けいおう三年八十一歳にて歿したりといふ。

　渓斎英泉は北斎を連想すべきその漫画と魚屋北渓ととやほくけいに倣ならひたる藍摺あいずりの支那画山水とまた広重に似たる名所絵並に花鳥によりて、西洋人の著書中には十九世紀中葉の浮世絵師中錚々そうそうたるものとなされたり。かの大判の竪絵たてえ鯉魚りぎょ滝上たきのぼりの図は外人斉ひとしく称美する処なれども、余はそれよりも英泉の作中にては名所絵と美人画とを採らんと欲す。美人画中殊に吉原遊女の一枚絵は巧たくみに各楼の妓風ぎふうを書分けたるの故を以て大おおいに世の好評を博したりといふ。名所絵は広重に似てその筆勢やや粗放なる処あり。これその性情の然らしむる処ならん歟か。英泉は一筆庵可候いっぴつあんかこうと称して戯作げざくの才あり。その性行放縦無頼ほうしょうぶらいなりし事より推察するに画工としてもまた頗すこぶる覇気はきありしなるべし。されば英泉は筆にまかせて種々なる題材を描きしかど当時美人役者絵の画工としては国貞のあるあり。花鳥山水には北斎広重の二家あり。武者絵にはまた北斎と国芳のあるあり。草筆そうひつの漫画には北斎広重また夙つとに世の称美する処となれり。これら知名の画家の間あいだに立ちて英泉は遂に望むが如き自家の地位を定むるの機会なかりしが如し。英泉は嘉永かえい元年に歿せり。年五十九。

　安永天明間の名手勝川春章の流派はその門人春好しゅんこう（文政十年歿）春英（文政二年歿）らを過ぎ、春亭しゅんてい（文政三年歿）春扇しゅんせん（二代春好）に至りて衰滅せり。春亭は『歌舞妓年代記』の挿絵に鳥居の古画または先師春章の縮写をなせしといへどもその画風は年と共に勝川派を捨て専ら歌川豊国に倣はんとせり。春扇も歌川風の草双紙くさぞうしを描きし後のち遂に板下画はんしたえより陶器の焼付画やきつけえに転じぬ。

　これと共に鳥居派もまた天明寛政の名家たる清長の歿後鳥居清峰二代清満と改め僅わずかに家名を継げるのみ。清峰は明治元年八十二歳を以て歿するまで鳥居派世襲の本業たる江戸三座劇場の看板及番附ばんづけを描きし傍かたわら、美人画役者絵の板刻あれども共に歌川派の画風に倣ひてしかもまた国貞に及ばず。
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　文政天保以後の浮世絵はかくして漸次滅亡に近ちかづけり。北斎は嘉永二年に死し広重は安政五年の悪疫に斃たおれ、国芳は文久元年を以て世を去るや、江戸の浮世絵は元治元年古稀こきの長寿を保ちし国貞の死去と共にその終局を告げしとなすも不当には非ざるべし。されど事実はなほそれら諸家の門人の業をつぎて明治に及べるもの尠すくなからず。余は宛さながら夜半の落月を見るが如き感慨を以て明治における衰滅期の浮世絵に接せんとす。

　一立斎いちりゅうさい広重をつぐに二代また三代目広重あり。国貞の後のちには二代目国貞（明治十三年歿）、五雲亭貞秀ごうんていさだひで、豊原国周とよはらくにちか（国周は二代国貞門人）らあり。国芳の門下には芳虎よしとら芳年よしとし芳宗よしむね芳幾よしいくら残存せり。西洋人の著書には大抵芳年を以て最終の浮世絵師となし、これに加ふるに国芳門下より出でたる河鍋曉斎かわなべきょうさいを以てし、あるひは団扇絵うちわえ摺物すりものの板下画に巧たくみなるの故を以て柴田是真しばたぜしんを挙げ、あるひは色摺板本を出せし故を以て菊池容斎きくちようさい、幸野楳嶺こうのばいれい、渡辺省亭わたなべせいていを加ふるものあり。然れども吾人が見解を以てすれば容斎楳嶺省亭の三家は浮世絵師として論ずべきものに非ざれば、余はこれを除外し代ふるに鮮斎永濯せんさいえいたく尾形月耕おがたげっこうの二人を浮世絵師中に編入せんと欲す。

　概括してそれらの浮世絵はその価値いよいよ美術に遠ざかりて唯ただ風俗史料若もしくは好事こうずの料たるに留とどまる。安政開国以後江戸よりやがて東京と変じたる当時の社会及び政治風俗の変遷は一として錦絵に描かれざるはなし。衰滅期の浮世絵は全く今日こんにちの新聞紙に等しき任務を帯びぬ。黒船渡来と浦賀うらがの海防並ならびに異人いじん上陸接待の状じょうを描ける三枚絵は髷まげと髯ひげとの対照、陣笠じんがさ陣羽織と帽子洋服との配列寔まことにこれ東西文化最初の接触たり。慶応義塾図書館にはこれらの錦絵を蔵する事多し。その中うち余は日本の力士を大きく仁王におうの如く米国水兵を小さく小児しょうにの如くに描き、日本の力士が軽々かるがると米俵を両手に一ツ一ツ持上げたるさまを見て米国水兵の驚愕きょうがくせるさまを示したるものと、また一ツは米国水兵数多あまた車座くるまざになりて日本料理の膳ぜんに向ひ大きなる料理の鯛たいを見て驚き騒げる様を描きしものあるを記憶す。横浜の居留地漸ようやく繁華となるや異人館にて異人飲食遊歩の光景、または遊廓にて異人遊興の状を描けるもの続々として出板せられぬ。余は浮世絵師が実地の観察の及ばざる処を補ふにしばしば戯作者風の可笑味おかしみ多き空想を以てし半なかば支那半なかば西洋の背景に浮世絵在来の粉本に基もとづける美人を配合するなぞかへつて能く怪訝かいが好奇の感情を表白せる事を喜ぶ。浮世絵師の技倆は甚だ低落せしといへどもなほ感情なき写真機に優まされり。試みに五雲亭貞秀の署名ある一図（三枚続）を取りて例証とせんか。緑と紅くれないにて彩いろどりし花毛氈はなもうせんを敷詰めたる一室の正面には大だいなる硝子窓がらすまどありて、異国の旗立てし四、五艘そうの商船海上に泛うかびたるさまを見せたり。天井よりはビイドロの大だいなる燈明とうみょうを下げその下なる円まるき食卓を囲める三、四人の異人は皆みな笠の如き帽子を戴いただきて飲食す。その間々あいだあいだなる椅子いすには裲襠しかけ着たる遊女同じく長柄ながえのコップを持ち、三絃弾ひきゐる芸者と打語うちかたれり。これ岩亀楼がんきろうの娼女しょうじょ洋銀三枚の揚代あげだい（この事文久三年板『珍事五ヶ国横浜ばなし』に出づ）にて異人館に招がれたる処なるべし。

　時勢の変遷に従ひ名所絵も従来の「江戸名所東海道五十三次」は「東京横浜名所一覧図」（三世広重画）「東京名所三十六戯撰ぎせん」（昇斎一景画）などとなりぬ。芳虎が「東都八景」は英語にて表題を書きチョン髷のままなる市民の群れ集りて汽車汽船人力車の如き新時代の交通機関を驚き眺むる様を示しぬ。浮世絵は実にその名の示すが如く社会百般の事挙あげて描かずといふ事なし。政治経済の事は二枚続または三枚続の諷刺画となりて販売せられぬ。当時会津あいづを主とする佐幕の諸藩と薩長さっちょう以下勤王諸藩の軋轢あつれきは、女師匠の稽古屋けいこやに若衆の入り込む体ていを借り、あるひは五月幟ごがつのぼりの下もとに子供が戦遊いくさあそびをなす体ていに倣ひて最も痛快辛辣しんらつに諷刺せられき。百鬼夜行ひゃっきやこうの図と鳥羽絵とばえの動物漫画とは、さまざまなる寓意ぐういの下に描直かきなおされ、また当時物価の高低は富土講ふじこうの登山あるひは紙鳶たこの上下によりて巧に描示えがきしめされたり。これら無数の諷刺画中最も奇抜なるものは大抵国芳狂斎きょうさい二家の筆にして芳虎芳年芳幾らこれにつげり。余は今日こんにちの新聞紙雑誌等に見るポンチ画えに比すれば、浮世絵師が滑稽頓智とんちの妙と観察の機敏なるに驚かずんばあらず。

　浮世絵は此かくの如く漸次社会的事変の報道となり遂に明治五年芳幾が一枚絵には明かに『東京日日新聞』の名称を付するに至りぬ。然れども浮世絵従来の美人並に役者絵も決して杜絶とぜつしたるには非ず。国周は専ら役者狂言の図を描き二代目の国貞（梅蝶楼と号す）は美人と『田舎源氏』とを描けり。余は猩々しょうじょう狂斎の背景に二代目国貞が新柳二橋しんりゅうにきょうの美人を描きたる一枚絵に時として佳よき者あるを見たり。維新当時は国事多端にして政府はなほ市井の風俗を顧かえりみる遑いとまなかりしかば画工は憚はばかる処なく女湯の内部または『田舎源氏』の遊戯に見立てて御殿女中の裸体雪合戦を描く事を得たり。然れども須臾しばらくにして国内平定するや政府大おおいに教育の道を講じ俳優芸人にも教導職の名を与ふるに及び、浮世絵師もまたその品位を高めんと欲し錦絵に歴史の画題を取りぬ。この風潮を代表するものは即ち月岡芳年つきおかよしとしにして、余は劇壇における団十郎と浮世絵における芳年とを以て好一対の芸術家となさんとす。文政天保時代において画家北斎が文学者馬琴ばきんとその傾向を同じうし共に漢学趣味によりてその品位を高めしが如く、芳年は王政復古の思想に迎合すべく菅公かんこう楠公なんこう等の歴史画を出いだして自家の地位を上げたり。さればその画風の夙っとに北斎に倣ふ処ありて一種佶屈きっくつなる筆法を用ひしもまた怪しむに足らず。余は芳年の錦絵にては歴史の人物よりも浮世絵固有の美人風俗画を取る。風俗三十二相（三十二枚揃そろひ）は晩年の作なれどもその筆致の綿密にして人物の姿態の余情に富みたる、正まさにこれ明治における江戸浮世絵最終の俤おもかげなりといふべし。

　明治二十五年芳年は多数の門人を残して能くその終おわりを全まっとうせしが、その同門なる芳幾は依然として浮世絵在来の人物画を描きしの故か名声漸く地に落ち遂に錦絵を廃して陋巷ろうこうに窮死せり（明治三十七年七十三歳を以て歿す）。然れども今日こんにち吾人の見る処芳幾は決して芳年に劣るものならず。もし芳年を団十郎に比せんか芳幾は正に五世菊五郎なるべし。余は芳幾の春色三十六会席しゅんしょくさんじゅうろくかいせきその他において、明治年間に残りし江戸狭斜きょうしゃの風俗に接する事を喜ぶ。また役者絵の中うち西洋写真の像より思ひ付きて俳優似顔をば線を用ひずして凡すべて朦朧もうろうたる淡彩の色を以て描きしはその奇異なる点まさに寛政の写楽が似顔絵に比するも過賞にあらざるべし。

　明治年間の浮世絵は斯かくの如く北斎国芳国貞ら江戸時代の画工につきて親しくその薫陶くんとうを受けたる門人の明治に残りしもの相前後して不帰の客となるに従ひ一歩々々滅亡の期を早めたり。明治の浮世絵は実に北斎国芳国貞らが制作の余勢に外ほかならざる也なり。されば明治に生れて明治の浮世絵師に学びたる画工は最早もはやその画風その精神共に江戸浮世絵の系統を継ぐものならず。余は今明治年間残存の江戸浮世絵師が歿年を掲げて浮世絵滅亡の状じょうを想見せんとす。

明治元年　　　　鳥居清満歿　　鳥居派五世初名
清峰年八十二

明治十三年　　　歌川国貞歿　　二世国貞
年五十八

明治十九年　　　歌川豊宣歿　　初代国貞の孫
なりといふ

明治二十年　　　池田綾岡歿　　団扇絵摺物に巧
みなり年七十一

明治二十二年　　河鍋暁斎歿　　初め一勇斎国芳門人後に
狩野洞白門人年五十九

明治二十三年　　小林永濯歿　　狩野永悳門人板下
画多し年四十八

同　　　　　　　松本芳延歿　　国芳門人
年五十三

明治二十四年　　柴田是真歿　　蒔絵師なり団扇絵摺物の
板下画を好くす年八十五

明治二十五年　　月岡芳年歿　　国芳門人
年五十四

同　　　　　　　鳥居清満歿　　五世清満次男初名清房鳥
居派六世をつぐ年六十一

明治二十七年　　歌川広重歿　　初代広重門人広政と称す二世広重家
を捨るや代て広重と称す年五十三

明治三十七年　　落合芳幾歿　　国芳門人
年七十三


　天保以後近世の浮世絵師が伝記並に興味ある逸話は関根氏の『浮世画人伝』その他に委くわしく出でたり。よろしく参照すべし。

大正三年稿




狂歌を論ず







　一歳ひととせわれ頻しきりに浮世絵を見る事を楽しみとせしがその事より相関聯あいかんれんして漸ようやく狂歌に対する趣味をも覚ゆるやうになりぬ。我は狂歌を以もって俳諧はいかいと『松の葉』所載の小唄こうたと並ならびに後世の川柳せんりゅう都々一どどいつの種類を一括してこれを江戸時代専もっぱら庶民の階級にありて発達したる近世俗語体の短詩として看みつつあるなり。今いま小唄川柳都々一の三形式については暫しばらく言はず、先まず俳諧と狂歌とについて見るにこの二者はその歴史的関係互たがいに相深くその趣味また相似たる処鮮すくなからず。凡およそ和歌といひ連歌れんがといひまた狂歌といひ俳諧といふ。各おのおのその名称と詠吟の法則とを異にすといへども、もしこれを或ある形式の短詩として看来みきたるや、全く同工異形にしてその差別往々おうおう弁じがたきものあり。これ既に柳亭種彦りゅうていたねひこが『用捨箱ようしゃばこ』にいふところ。世人しばしば俳諧附合つけあいの両句を通読して狂歌となしたるもの多きを論じ、『犬筑波いぬつくば』の

月かくす花のこえだのしげきをば

　　きりたくもありきりたくもなし

こぎ出いだす船にたはらを八やつつみて

　　四こくはうみの中たかにこそあれ


等の例を掲げたり、生白庵行風せいはくあんゆきかぜが『古今夷曲集ここんいきょくしゅう』を見れば宗鑑そうかん貞徳ていとくら古俳人として名ありしものの狂歌を載せて作例となせるもの多し。いづれも両者甚はなはだ相近きを知らしむるものならざらんや。

　元禄げんろく以前にありては俳諧は決して正風しょうふう以後におけるが如く滑稽こっけい諧謔かいぎゃくの趣を排除せざりしなり。余は滑稽諧謔を以て俳諧狂歌両者の本領なりと信ずる也なり。滑稽諧謔は実にこの両詩形の因よりて以て発生し来りし根本の理由にあらずして何ぞや。そもそもわが邦人ほうじん固有の軽妙滑稽の性行は仏教の感化によりて遠く戦国時代に発芽はつがしたり。南北朝以来戦乱永く相つぎ人心諸行無常しょぎょうむじょうを観ずる事従つて深かりしがその厭世えんせい思想は漸次時代の修養を経てまづ洒脱しゃだつとなり次ついで滑稽諧謔に慰安を求めんとするに至れり。一休禅師いっきゅうぜんじの逸事長く世人を喜ばしめたるもこれがためにあらずや。兼好法師けんこうほうしが『徒然草つれづれぐさ』には既に多分の滑稽を帯び来れり。猿楽さるがくを見るに謡曲の厭世的傾向に相対あいたいして狂言の専ら滑稽を主材となしたるは最もよく我が所論を証明するものなり。滑稽諧謔は徳川氏の治世ちせいに及び上下一般を通じていよいよその時代の精神をなすに至るの観あり。浅井了意あさいりょうい戸田茂睡とだもすい井原西鶴いはらさいかくの著作いづれもその証しょうとなすに足る。試みに明暦めいれき三年江戸大火の惨状を記述したる『武蔵鐙むさしあぶみ』を見よ。一市人酔中すいちゅう火災に遇あひ長持ながもちの中なかに入れられて難を逃のがれ路傍に放棄せらる。盗賊来つて長持を破るにその中うちに人あるを見て驚いて逃ぐ。酔人目覚めざめて四顧しこ焦土となれるを見その身既に地獄にあるものと誤りなす一条の如きは、即ち仏教的悲哀と滑稽との特徴をして甚はなはだ顕著ならしめたるものなり。戸田茂睡が江戸名所の記『紫むらさきの一本ひともと』、浅井了意が『慶長見聞記けいちょうけんぶんき』等また然しかり。『紫の一本』上野車坂くるまざかの条を見んか、

この坂は廻りもせず、めぐりもせず、なぜに車坂といふぞ。理りをつけて答へよといふ。遺佚いいつ答へてこの車坂は二つありやといふ。陶々子とうとうしがいやこの坂ばかりにて一ぢやといふ。遺佚がいふ車二つあらばまはるべし、一つならばまはらぬはずよといふ。折ふし夕風涼しく行袖ゆくそでを留むるやうなれば遺佚がよむ。


あちこちとめぐりてこゝに車坂

　　　　　打くたびれて腰をひくなり


　下つて安政大地震あんせいおおじしんの事を記載せし『安政見聞録』を見るにこの変災を報道記述するに煎薬せんやく「妙みょうふりだし」をもぢり、または団十郎『暫しばらく』の台詞せりふになぞらへたるが如き滑稽の文字もんじ甚だ多し。江戸の都人は最も惨澹さんたんたる天変地妖てんぺんちように対してもまた滑稽諧謔の辞を弄ろうせずんば已やむ能あたはざりしなり。滑稽の精神は徳川時代三百年を通じて一貫せる時代精神の一部たりしや遂ついに誣しふべからざるなり。

　和歌は『万葉集』の撰せんありて後のち吟咏ぎんえいの法式厳然として一定せられたり。滑稽諷刺の意をあらはさんとするやたまたま落首の一変体ありしといへどもいまだ完全なる一形式をなすに至らざりき。徳川氏の治世に及びて一般文化の発達と共にここに俳諧狂歌の新体を生じたるは決して偶然にあらず。この二者は和歌の貴族的なるを砕いて平民的に自由ならしめたるに外ほかならず。

　俳諧は元禄時代芭蕉ばしょう出いづるに及びて革新せられたり。芭蕉のいはゆる正風しょうふうを称道したるは按おもふに当時俳諧師の品性甚はなはだ堕落しつづいて俳諧本来の面目たりし軽妙滑稽の意義随したがつて甚はなはだ俗悪野卑に走りしを見て、ここに一種清新幽雅の調ちょうを出いださんと欲したるものなるべし。然れどもその咏吟を見れば、

飯蛸いいだこの寺を持つべき顔もなし　　芭蕉

弁慶は夏もかこみの羽織かな　　同おなじく

なりにけりなりにけりまで年の暮　　同


の如き、正風といへども決して滑稽諧謔を排斥したるに非あらざるを知るに足る。也有やゆうが芭蕉翁画像の賛にも

富貴誠まことに浮雲ふうん　　滑稽初めて正風しょうふう


といへり。

　俳諧は正風体の刷新によりてますます世の迎ふる所となりしが、狂歌は卜養ぼくよう貞柳ていりゅう未得みとくらの以後その吟咏に工たくみなるものなかりしが故か、一時やや振ふるはず、安永末年あんえいばつねん朱楽菅江あけらかんこう唐衣橘洲からころもきっしゅう四方赤良よものあからら青年狂歌師の輩出するを待つて始めて再興せられたり。元禄及およびその以前狂歌勃興ぼっこうの状じょうを窺うかがひ知らんとせば建仁寺雄長老けんにんじゆうちょうろうが『新撰狂歌集しんせんきょうかしゅう』、半井卜養なからいぼくようが『卜養狂歌集』、生白庵行風せいはくあんゆきかぜが『古今夷曲集』、石田未得いしだみとくが『吾吟我集ごぎんがしゅう』、油烟斎貞柳ゆえんさいていりゅうが『置土産おきみやげ』等あり。『卜養狂歌集』を見るに当時士人しじんの狂歌を愛吟したる消息を知るに便なるものあり。狂歌は当意即妙を旨としてしばしば寒暖応答の辞に代へられたり。

元日にある人の許もとへ行ゆきければ、喰くいつみを出いだし、ことぶきをのべて後のち、これを題にして、めでたく歌よめと侍はべりければ


大おおだひにほんだはらをばおこし米ごめ

　　　　　かきとるかやに我ぞよろこぶ


といひければ、ぬし感じて、いまだ喰つみと海老えびとところかちぐり残りければ、このものどもうらみ侍らん、今一首歌よめとあれば


喰つみてところとえびの髭ひげくらべ

　　　　　まけかちぐりとあらそひやせん


　生白庵行風の選びたる『古今夷曲集』には狂歌の由来甚はなはだ高遠なることを知らしめんがためか聖徳太子の吟作なりとて「照る月のなかなる物の大弓おおゆみはあぞちにたちて的まとにあたらず」また和泉式部いずみしきぶが「南無仏の御舎利みしゃりを出いだす七ななつ鐘がねむかしもさぞな今も双調そうちょう」等の吟咏を掲げまた一休禅師沢庵和尚たくあんおしょうらの道歌どうかをも交まじへたれどやや牽強附会けんきょうふかいの嫌きらいあり。後年こうねん四方赤良の一派狂歌の再興を企つるや元禄前後における先人の選集中永く狂歌の模範とすべき吟咏は大抵再選してこれを『万載集まんざいしゅう』『才蔵集さいぞうしゅう』等に載せたり。

　蜀山人しょくさんじんの狂歌におけるや全く古今に冠かんたり。しかしてその始めて狂歌を吟ぜしは按おもふに明和めいわ三、四年の交こう年二十歳の頃ころなるべし。『奴労之やっこだこ』『一話一言いちわいちげん』等蜀山人が随筆を見るに江戸にて始めて狂歌の会を催せしは四谷忍原横町よつやおしはらよこちょうに住みし小島橘洲こじまきっしゅうにしてその時集れるもの大根太木おおねのふとき、飛塵馬蹄とびちりばてい、大屋裏住おおやのうらずみ、平秩東作へづつとうさくら四、五名に過ぎざる事を記したれど不幸にしてその年月ねんげつを詳つまびらかにする事能あたはず。蜀山人始め寝惚ねぼけ先生と号して狂詩集を梓行しこうせしは明和四年十九歳の時にしてその先輩平秩東作平賀鳩渓ひらがきゅうけいらと始めて相知れり。さればこの時既に狂詩と共に狂歌の吟咏ありしや明かなり。安永より天明てんめい末年あたかも白河楽翁公しらかわらくおうこうの幕政改革の当時に至るまでおよそ二十年間は蜀山人の戯作げさく界に活動せし時にして狂歌の名またこの時において最も高かりき。寛政かんせい改元の年蜀山人四十に達しその父を失ふ。この年あたかも楽翁公の天下に令して奢侈しゃしの風を戒め洒落本しゃれぼんの作者を懲罰するあり。この前年蜀山人既に狂歌の事よりして小普請入こぶしんいりを命ぜらる。ここにおいて志こころざしを改め、聖堂の試験に応じて及第するや狂歌の名を後進の真顔六樹園まがおろくじゅえんにゆづりて幕吏ばくり（支配勘定）となり事務に鞅掌おうしょうするの傍かたわら旧記を閲覧して『孝義録こうぎろく』の編纂へんさんをなせり。然れども文化ぶんか初年長崎赴任の後駿河台するがだいに移り住みし頃より再び文壇に接近し『南畝帖千紫万紅なんぼちょうせんしばんこう』『南畝莠言ゆうげん』等の出板しゅっぱんを見るに至れり。

　文政ぶんせい六年蜀山人七十五歳を以て逝ゆく。これより先安永天明の交こう蜀山人と相並びて才名を馳はせたる平秩東作、朱楽菅江、唐衣橘洲、手柄岡持てがらのおかもちら皆世を去り、狂歌の盛衰は浅草庵市人あさくさあんいちんど、鹿都部真顔しかつべのまがお、宿屋飯盛やどやのめしもり、奇々羅金鶏ききらきんけいらの手に依托せられぬ。この道幸さいわいにして年と共にあまねく世人の喜び迎ふる処となりしが、その調ちょうはその普及と共に漸ようやく卑俗となり、殊ことに天保てんぽう以降に及んでは全く軽口地口かるくちじぐちの類るいと択えらぶ処なきに至れり。

　天明寛政の頃は独ひとり狂歌の全盛を極めたるのみにあらず江戸諸般の文芸美術悉ことごとく燦然さんぜんたる光彩を放ちし時代なり。ここに浮世絵と狂歌とは絵本及および摺物すりものの板刻はんこくによりて互に密接なる関係を有するに至れり。即すなわち北尾政演きたおまさのぶが『狂歌五十人一首』の如き、喜多川歌麿きたがわうたまろが『絵本虫撰むしえらみ』、『百千鳥ももちどり』、『狂月望きょうげつぼう』、『銀世界ぎんせかい』、『江戸爵えどすずめ』の如きまた北尾政美きたおまさよしが『江戸名所鑑えどめいしょかがみ』、北尾重政しげまさの『絵本吾妻袂あずまからげ』、葛飾北斎かつしかほくさいが『東都遊あずまあそび』、『隅田川両岸一覧すみだがわりょうがんいちらん』、『山復山やままたやま』等の如き美麗なる絵本並に無数の摺物は皆これ狂歌の吟咏あつてしかして後これがために板刻せられたるもの。浮世絵師窪俊満くぼしゅんまんは尚左堂しょうさどうと号してまた狂歌に工たくみなりき。今歌麿が『絵本虫撰』の序を見るに、

けふなん葉月はづき十四日の夜よ、野辺のべにすだく虫の声きかんと、例のたはれたる友どちかたみにひきゐて、両国りょうごくの北よしはらの東、鯉こいひさぐ庵いおさきのほとり隅田の堤つつみに氈むしろうち敷しきて、おの〳〵虫のねだんづけの高きひくきをさだめんとす、故ゆえありて酒と妓おんなとをいましめたれば、わきめよりはしは虫のゑんとやいふべき、なにがし寺のねぶちの声、虫の音にまじりてほの聞ゆるなど、かのくえんしの建立こんりゅうありし姫宮ひめみやの持仏堂じぶつどうも思ひ出られて哀れなり。されば朝市のふるものあつかひよと人いふめれど、たゝにやはとて、長嘯子ちょうしょうしのえらび玉たまへる諸虫歌合せの跡を追おって、恋のこゝろのざれ歌をのばへ侍はべるに、兎角とかくして夜もふけ侍はべりし、江山風月こうざんふうげつ常のあるじなければ、地じしろをせむる大屋おおやもあらねど、草のむしろのまらうどゐはなく、虫こそあるじなれとて、露けき方かたにうち向ひて、ねもころにぬかづきて立たちぬ、これなん三百六十のひとつなかまのいやなりけらし


　これ宿屋飯盛が文にして画賛に尻焼猿人しりやけのさるんど（抱一ほういつ）以下天明の狂歌師が吟咏を採録したり。狂歌絵本は当時最も流行し最も美麗なる製本をなせり。然れどもその起源は既に浮世絵発達の当初にあり。余いまだその書を見る事能あたはずといへども天和てんな年間菱川師宣ひしかわもろのぶが絵本『狂歌旅枕きょうかたびまくら』といふものありといふ。元禄年代には鳥居清信とりいきよのぶが『四場居しばい百人一首』の如き享保きょうほう年代西川風にしかわふうの『絵本鏡かがみ百首』の如きまた長谷川光信はせがわみつのぶが鯛屋貞柳たいやていりゅうの狂歌に絵を添へたる『御伽品鏡おとぎしなかがみ』の如きものあり。

　天明六年北尾政演が描ける『狂歌五十人一首』は天明狂歌の萃すいを抜きたるものその板画と相俟あいまつて狂歌絵本中の冠たるものなり。今その中うちの数首を転載しいまだ狂歌の趣味を知らざるものの参考に供せんとす。

春きては野も青土佐あおとさのはつ霞がすみ一ひとはけ引くや山のこしばり

腹唐秋人
をしなべて山々染むるもみぢ葉の朱しゅにまじはれば赤松もあり

飛塵馬蹄
橋の名も柳がもとのつくだぶねかけて四よツ手でをあげ汐しおの魚うお

山道高彦
うき涙ふるき屏風びょうぶの蝶ちょうつがひはなれ〴〵になるぞかなしき

糟句斎よたん坊
あなうなぎいづくの山のいもとせにさかれて後に身をこがすとは

四方赤良

　後のち文化辛未年かのとひつじのとし宿屋飯盛が撰したる『狂歌作者部類』は政演の『五十人一首』に傚ならひたるものなるべし。狂歌はそもそもその当初より名所を咏ずるに適す。名所絵本と狂歌の関係の最も親密なるはけだし当然の事なり。天明七年北尾政美が絵本『名所鑑』はこの種類中の先駆にして安政三年広重の描ける『狂歌江戸名所図会ずえ』はその最終のものの中うち最も見るべきものなるべし。

　維新の後世態せたい人情一変して江戸の旧文化漸次衰滅するや狂歌もまたその例に漏れざりき。ここに唯ただ独ひとり俳句の然らざるものあり、豈あに奇ならずとせんや。俳句は狂歌と同じく天保以後甚だ俗悪となりしが明治に及び日清戦争前後に至りて角田竹冷つのだちくれい正岡子規まさおかしきの二家各自同好の士を集めて大おおいに俳諧を論ぜしより遽にわかに勃興の新機運に向へり。あたかもこの時に当り小説家の淵叢えんそうたりし硯友杜けんゆうしゃの才人元禄文学の研究と共にまた盛んに俳句を咏ぜしは斯道しどうの復興に与あずかつて甚はなはだ力ありしなり。然れども大正年間に及びていはゆる新傾向の称道を見るに至り俳諧も遂に本来の面目めんもく体裁ていさいを破却せられ漸く有名無実のものとならんとす。これ現代俳句界の趨勢すうせいなり。何を以てか俳句本来の面目となすや。仏教的哀愁と都人とじん特有の機智きち諧謔かいぎゃく即ちこれなり。この二者あつて初めて俳諧狂歌は生れ来りしなり。然るに今や現代人の感情にはこの二者漸くその跡を絶たんとす。何が故にその跡を絶つに至れるや。これ他なし我邦わがくに固有の旧文化破壊せられて新文化の基礎遂に成らず一代の人心甚だ軽躁けいそうとなりかつ驕傲きょうごう無頼ぶらいに走りしがためのみ。江戸時代の文化には儒教並ならびに仏教の根拠あり西洋諸国近世の新文化にはまた宗教及び哲学の根拠頗すこぶる確固たるものあり。然るが故に社会百般の現象時として甚だ相容あいいれざるが如きものありといへども一度ひとたびその根柢こんていに窺うかがひ到いたれば必ず一貫せる脈絡の存するあり。独りわが現代文化の状況に至つてはその赴おもむく処渾沌こんとんとして捕捉しがたし。今や文壇の趨勢既に『万葉』『古今集』以来古歌固有の音律を喜ばずまた枕詞まくらことば掛言葉かけことば等邦語固有の妙所を排しりぞけこれに代ふるに各自辺土の方言と英語翻訳の口調くちょうを以てせんとす。そもそも俳諧狂歌の類は江戸泰平の時を得て漢学和学の両文学渾然こんぜんとして融化ゆうか咀嚼そしゃくせられたるの結果偶然現はれ来りしもの、便すなわち我邦わがくに古文明円熟の一極点を示すものと見るべきなり。然さればわが現代人のこれに対して何らの愛情何らの尊敬また何らの感動をも催さざるは現代社会一般の現象に徴して敢あえて怪しむに足らざるなり。

　余常に『伊勢物語いせものがたり』を以て国文中の真髄となし、芭蕉と蜀山人の吟咏を以て江戸文学の精粋なりとなせり。もしこれに注釈を施すとせんか正にわが邦くに古今の文学に渉わたりて論ぜざるべからざるべし。凡すべて根柢あるものは含蓄の味あじわいあり含蓄の味あじわいはいよいよ味あじわつていよいよ深し。斯かくの如きを以て真の文明となすべきなり。

大正六年稿




江戸演劇の特徴




　今日こんにち旧劇と称せらるる江戸伝来の演劇に対する改革刷新の運動も既に久しきものとなりぬ。明治二十九年の末に出版せられし坪内逍遥つぼうちしょうよう氏が『梨園りえんの落葉おちば』森鴎外もりおうがい氏が『月草つきぐさ』の二書を繙ひもとけば当時諸家の企てし演劇改革の状況を知るに難かたからず。依田学海よだがっかい福地桜痴ふくちおうち森田思軒もりたしけん石橋忍月いしばしにんげつ岡野紫水おかのしすい坪内逍遥ら諸氏の名を回想するにつけても演劇改革の事業は今日こんにち後進の吾人ごじんに取りては既に演劇そのものと相並びて歴史的興味を覚えしむる処尠すくなしとせず。芝居と呼べる徳川時代の平民美術を取りてこれを改造せんと欲したる当時の学者紳士の計画は明治十八、九年頃より三十年代に渉わたりて最も盛んなりしがいつしか衰微し、現今の劇壇は専もっぱら少壮文学者の西洋近代劇の翻訳及およびその試演に忙殺せられ古き芝居につきては新聞記者のいはゆる劇評以外多く論ずるものなきに至りぬ。

　余は爰ここに西洋審美学の学理に照して江戸演劇を解剖分析しこれを評価するの必要を見ず。そは森先生が『月草つきぐさ』の書中「思軒居士しけんこじが耳の芝居目の芝居」と題する論文その他においてハルトマンが学説を引きつぶさにこれを説明せられたればなり。余は今日となりては江戸演劇を基礎としてこれが改造を企てんよりはむしろそは従来のままなる芝居として観みん事を欲せり。演劇改革の事業とその鑑賞玩味がんみの興きょうとは自おのずから別問題たるべし。

　江戸演劇は舞踊と合せてこれを貴族的なる能楽に対照し専もっぱら江戸平民美術として見る時余は多大の興味を感じて止やまざるなり。これがためには聊いささかの改造もかへつて厭いとふべき破壊となる。余の江戸演劇に対して感ずる興味は凡すべてその外形にあり。たまたま戯曲の内容につきて感ずる所ありとなすもそは外形の美によりて偶然に感動するに外ほかならず。

　拍子木ひょうしぎの音おとと幕明まくあきの唄うたとに伴ひて引幕ひきまくの波打ちつつあき行く瞬間の感覚、独吟の唄一トくさり聴ききて役者の花道はなみちへ出いづる時、あるひは徐おもむろに囃子はやしの鳴物なりものに送られて動行うごきゆく廻舞台まわりぶたいを見送る時、凡てこれらの感覚は唯ただ芝居らしき快感といふ外ほか何らの説明を付する事能あたはずといへども要するに江戸演劇を措おきては他たに求むる事能あたはざるものならずや。その他だんまり、セリ出し、立廻たちまわりの如き皆然しかり。

　依田学海福地桜痴の諸家市川団十郎いちかわだんじゅうろうと相結びていはゆる活歴史劇かつれきしげきを興おこすや、道具衣裳いしょうの歴史的考証を専もっぱらとし舞台上の絵画的効果を閑却せしより、その弊風今日に及びてもなほ歌舞伎座の新作物においてこれを見る。今それらの新劇と古き芝居とを比較するに、古人が戯曲の演奏に際し色彩の調和に巧妙なりし事想像するに余りあり。市川家荒事あらごとを始め浄瑠璃じょうるり時代物の人物についてこれを見れば思半おもいなかばに過すぐるものあるべし。

　江戸演劇は囃子、唄、鳴物、合方あいかた、床ゆかの浄瑠璃、ツケ、拍子木の如き一切の音楽及び音響と、書割かきわり、張物はりもの、岩組いわぐみ、釣枝つりえだ、浪板なみいた、藪畳やぶだたみの如き、凡て特殊の色調と情趣とを有せる舞台の装置法と、典型に基もとづく俳優の演技並びにその扮装ふんそうとこの三要素の綜合そうごうして渾然こんぜんたる一種の芸術を構成したるものなり。さればこの中うちの一を改むれば忽たちまち全体を毀損きそんするに終る。俳優にして江戸演劇の鬘かつらをつけ西洋近世風の背景中に立つが如きは最も嗤わらふべき事とす。一を改めんとすれば宜よろしく根本より凡ての物を改めざるべからず。

　釣枝、立木たちき、岩組、波布なみぬの、浪板の如き甚はなはだしく不自然なる大道具おおどうぐは宛さながら浮世絵における奥村政信おくむらまさのぶ鈴木春信すずきはるのぶらの美人画の背景にひとし。その写実に遠ざかりたる色彩と形状とは能よく江戸演劇の性質に調和し、爰ここに浮世絵と同じく模様風なる美術をなす。余はしばしば浮世絵の特徴につきて画中美人の衣服が周囲の居室、窓、縁側、柴折戸しおりど等に対しいふべからざる音楽的調和をなせる事を説きぬ。この見解は直ただちに江戸演劇の舞台に転用する事を得るなり。本舞台いつもの処に置かれたる格子戸こうしどは恋人を見送る娘をして半身はんしんをこれに倚よらしめ、以もって艶麗えんれいなる風姿に無限の余情を添へしめ、忠臣義士が決然家いえを捨てて難に赴おもむかんとする時、一層その英姿を引立たしむる等その活用の範囲挙あげて数ふべくもあらず。『二十四孝』十種香じっしゅこうの場ばの幕明を見たるものは必ず館やかたの階段に長く垂敷たれしきたる勝頼かつよりが長袴ながばかまの美しさを忘れざるべし。浅倉当五あさくらとうごが雪の子別れには窓の格子こそ実げに恩愛の柵しがらみなれ。

　学海桜痴両居士こじが活歴劇流行の頃ころは唄うた鳴物なりもの並に床ゆかの浄瑠璃はしばしば無用のものとして退けられたり。彼らは江戸演劇を以て純粋の科白劇かはくげきなりと思為しいしたるが如し。然れどもこはいまだよく江戸演劇の性質を究きわめざる者の謬見びゅうけんなり。余は江戸演劇を以て仏蘭西フランスのオペラコミックの如き物に比較せんと欲するなり。如何いかんとなれば江戸演劇は三絃さんげんを主とする音楽なくしては決して成立するものにあらず。出這入ではいりの唄うた合方あいかたは俳優が演技の情趣を助け床の浄瑠璃は台詞せりふのいひ尽つくし能はざる感情を説明す。或ある論者は今なほチョボの文句の甚はなはだ拙劣にしてしかもまた無用の説明に過ぎざることを説けどもこは徒いたずらにその辞句のみを見て三絃の合あいノ手てとその節廻ふしまわしを度外に置きたるがためのみ。例たとへば床の浄瑠璃の「後あとには一人ひとり母親が」とかあるひは「すかせばすやすや幼児おさなごが」といふが如きは文字の上より見れば全く無用の説明に相違なしといへどもその語る節廻と合ノ手とは決して然らざるものなり。余は床ゆかと囃子はやしの連弾つれびき掛合かけあいの如き合方あいかたを最も好むものなり。『鬼一法眼きいちほうげん』菊畑きくばたけの場にて奴虎蔵やっことらぞうが奥庭おくにわに忍び入らんとして身がまへしつつ進み行くあたりの床ゆかの三絃を聴かば誰かチョボを無用なりとせん。

　江戸演劇に用ひらるる鳴物は独ひとり三絃の合方のみに留とどまらず本釣鐘ほんつりがね、時ときの鐘、波の音、風の音、雨車あまぐるまの如きを初めとし、谺こだま、碪きぬた、虫笛むしぶえ、トヒヨの如き簡単に自然の音響を模したるものも皆それぞれに舞台の音楽的情調を作るに効果あり。僅わずかに大太皷おおだいこを打叩うちたたきて能よく水声すいせい風声ふうせい等を想像せしむるが如き簡単なる技巧は到底複雑なる西洋オペラの企て得ざる処にして、此かくの如きは敢あえて芝居の鳴物のみならず文学絵画諸般の芸術を通じて東洋的特徴の存する処ならざるべからず。余は江戸演劇を鑑賞するに当りこの綜合芸術は全く江戸浮世絵とその傾向を同じうするものたる事を知れり。浮世絵は庶民日常生活の外形を模写せんと欲する娯楽的写実の精神より出でしがその表現の方法はしばしば写生を離れて特殊なる模様風デコラチフの美術をなしぬ。江戸演劇もまた通俗一般の人情を写す現実主義の芸術なれどしばしば吾人の想像すべからざる奇怪の外形を取れり。浮世絵は美麗軽快にしてまた頗すこぶる軟弱なる芸術なり。しかして芝居には毫ごうも高遠の思想深刻の人生観を含む事なし。然れども時として能く人情の機微を穿うがつ事あたかも浮世絵の写真に優まさる事あるに似たり。浮世絵には思付きの妙あり芝居には滑稽こっけい諧謔かいぎゃくなくんばあらず。本雨ほんあめといひ糊紅のりべにの仕掛しかけといふが如き舞台における極端なる部分的の写実は浮世絵師が婦女の頭髪と降雨こううとを一本々々に描きたるに比すべし。この二種の技芸は共に徹頭徹尾その発生したる時代と人種の特色を有し毫ごうも外来思想の感化若もしくは模倣の痕あとを有せず。これ余をして深く尊敬と興味とを覚えしむる最大の理由とす。敢て絵画演劇のみにはあらず音曲おんぎょく浄瑠璃絵画彫刻等の諸美術よりして広く日常一般の生活娯楽流行及思想に至るまで、江戸と呼べる鎖国の時代ほど超然として他に妨げらるるものなく能くその発達を遂げたるもの、恐らくは他国他人種の文明にその比を見ざる処ならん歟か。

　余一度ひとたび西洋より帰り来りて久しく看みざりし歌舞伎座を看るや、日本の芝居における俳優の科白せりふの西洋の演劇に比して甚だしく緩漫かんまん冗長なるに驚きぬ。俳優は皆奇異なる鬘かつらと衣裳とのために身体の自由を失ひたるものの如く、台詞せりふの音声は晦渋かいじゅうにして変化に乏しきこと宛さながら僧侶そうりょの読経どきょうを聞くの思おもいありき。殊に余の困却したるは舞台と観客席との区域分明ならざる事なりき。演劇の幻想界と観客の現実界とは両花道りょうはなみち、チョボ床ゆか、囃子方はやしかた、その他劇場一般の構造によりて甚だしく錯雑せる事なりき。然れども日に月に日本従来の生活に馴なれ、また機会あるごとに勉つとめて芝居と接近するに従ひ、漸次に鑑賞と批評との興を催すに至りぬ。凡およそ人種または時代を異にせる芸術に接して能くその性質を明かにせんと欲すれば先まづそのものに密接して怪訝かいがの念を去らしむるにあり。江戸の演劇におけるや舞台と観客席との錯雑はむしろその特色となすべきなり。『幡随院長兵衛ばんずいいんちょうべえ』が芝居喧嘩けんかの場の如き、『梅うめの由兵衛よしべえ』が長吉殺ちょうきちごろしの場の如き、殊更ことさらに俳優をして観客の群集中に出没せしむるが如きは西洋近代の文学論を以てしては殆ほとんど解釈すべからざるものたるべし。然りといへども此かくの如きは独り芝居のみならず江戸の諸芸術にはしばしばその傾向を同じくするものなしとせず。浮世絵を見るに強しひて画中の人物をして屏風びょうぶの山水または七福神の掛物の如き背景と相混同せしめて機智の妙を誇るあり。染模様そめもようには文字と絵画との区別を不明ならしめて一の図案となすものあり。小説物語には作者自みずから出でて本文ほんもんと関係なき勝手の広告をなす事しばしばなり。西洋にても伊太利亜イタリヤの喜劇には幕明まくあきに作者の現れ出づるもの往々にしてこれありといふ。要するにその時代とその国の特産物として看みる時これらの奇習は甚はなはだ尊し。向揚幕むこうあげまくより役者の花道に出でんとする時、大向う立見たちみの看客の掛声をなすは場内の空気を緊張せしむるに力ある事唄うた鳴物なりものに優まさる事あり。引幕の意匠彩色さいしきもまた大道具と並びて演劇以外の演劇に大おおいなる関係あり。

　江戸演劇は戯曲よりも先まず俳優を主とし、俳優の美貌びぼう風采ふうさいによりて常に観客の好劇心と密接の関係を保たもたしむるものなれば、シェーキスピヤの戯曲『ラシインの悲劇』の如く単に文学としてのみ独立して存在するものに非あらず。されば今日こんにちの吾人が江戸演劇の演奏を見るや戯曲と合せてその時代の衣服の流行俗謡の変遷等につきてもまた全く無関心たる事能あたはざらしむ。江戸演劇はこれに附随する種々なる技芸遊戯を生ぜしめたり。先づ文学としては役者評判記やくしゃひょうばんきまた劇場案内記げきじょうあんないき等の類にして、絵画としては鳥居とりい勝川かつかわ歌川うたがわ諸派の浮世絵、流行としては紋所もんどころ縞柄しまがら染模様そめもようの類なり。その他羽子板はごいた、押絵おしえ、飴細工あめざいく、菊人形、活人形いきにんぎょう、覗機関のぞきからくり、声色使こわいろつかいの雑技あり。この中うち浮世絵と流行の模様とは時勢のために江戸演劇の演奏全く断絶する事ありとなすも、長くその価値を認識せらるべし。

　既に述べしが如く余は江戸演劇の演奏をして能ふかぎり従来の形式と精神とを保持せしめん事を希こいねがふものたり。これに対して一部分の改革の如きは決して真正なる新時代の新演劇を興す所以ゆえんのものに非ず。江戸演劇の齎もたらす過去の習慣と伝統とは吾人の情緒じょうしょを支配すること余りに強大なり。然るが故にもし吾人にして新しき演劇を興さんと欲すれば、戯曲の制作、演技の方法、劇場の構造等、凡すべて江戸演劇とは根本よりして発生の途みちを別にせざるべからず。かつて学海居士がっかいこじ近くは坪内博士に至るまで諸先輩の企てし演劇改良策の遂ついに一として永遠の成功を収むる事能あたはざりしは、皆江戸演劇を基礎とし、あるひはこれより出発して新しきものを考案せんと欲せしがためなり。新演劇の構成につきて余の思ふ処は他日これを論述するの機会あるべし。爰ここには専ら旧劇の完全なる保存を主張し、古芸術愛惜の精神は新興芸術の発達に対して毫ごうも直接の関係なき別種の事たるを明瞭めいりょうにせんと欲するのみ。こはあたかも土佐とさ狩野かのうの古画と西洋油画とを区別して論ずるに均ひとし。余は新旧両様の芸術のためにその境界を区別するの必要を感じて止やまず。両者の混同より起る損害は一は古きものを破損し一は新しきものの発達を阻害すればなり。例へば江戸演劇の旧脚本を取り来りてこれを改竄かいざんするが如きその罪これより大なるはなし。

　余は旧劇と称する江戸演劇のために永く過去の伝統を負へる俳優に向つて宜よろしく観世かんぜ金春こんぱる諸流の能役者の如き厳然たる態度を取り、以て深く自守自重じちょうせん事を切望して止まざるものなり。元来江戸演劇は時代の流行に従ひ情死喧嘩等の社会一般の事件を仕組みて衆庶の娯楽に供せし通俗なる興行物こうぎょうものたりしといへどもこれは全く鎖国時代の事にして、今日の如く日々にちにち外国思潮の襲来激甚げきじんなる時代において此かくの如き自由解放の態度はむしろ全体の破壊を招かんのみ。江戸演劇は既に通俗なる平民芸術にはあらで貴重なる骨董こっとうとなりし事あたかも丹絵売たんえうりが一枚幾文いくもんにて街頭にひさぎたる浮世絵の今や数百金に値あたいすると異なる事なし。

　明治の革命起りて世態せたい人情忽たちまち一変するや江戸の美術工芸にしてよく今日までその命脈を保てるもの実に芝居と踊三味線おどりしゃみせんとあるのみ。浮世絵は月岡芳年つきおかよしとしを最後として全く絶滅し、蒔絵まきえ鋳金ちゅうきんの技ぎは是真夏雄ぜしんなつおを失ひて以後また見るべきものなきに至りぬ。飜ひるがえつて今日の西洋諸国を見るに外来の影響は皆自国の旧文明に一新生命を与へ以てその発達進歩を促したるに独ひとり我国にありては外国の感化は自国の美点を破却しその根柢こんていを失はしむるに終れり。見よ仏蘭西の美術は日本画の影響によりて聊いささかも本来の面目を傷きずつけられたる事なきに反し、日本画は油画のために全くその精神を失ひしに非ずや。西洋の工業一度ひとたび日本に入いるや日本の諸器物は全く美術としての価値を失ひしといへども西洋の諸工芸品に至りては巧たくみに日本の意匠を応用してかへつて一大進歩を示せり。日本人は西洋より石版銅版の技ぎ並に写真の術を習得せんがためには浮世絵木板の技術をして全く廃滅せしめずんばあらざりき。大正改元以後西洋演劇の輸入一代の流行を来きたすや、これがために江戸演劇も漸次に破壊滅亡の兆候を示さんとす。余は今日の状態にして放任せしめんか、十年を出いでずして旧劇は全く滅亡すべしと信ず。ああわが邦人の美術文学に対する鑑識の極めて狭小薄弱なる一度ひとたび新来の珍奇に逢著ほうちゃくすれば世を挙げて靡然びぜんとしてこれに赴おもむき、また自己本来の特徴を顧みるの余裕なし。これいはゆる矮小わいしょうなる島国人とうこくじんの性質また如何いかんともすべからざるもの歟か。進んで他を取らんとすればために自己伝来の宝を失ふ。一を得て一を失へば要するに文明の内容常に貧弱なる事更さらに何らの変る処なし。明治維新以来東西両文明の接触は彼にのみ利多くして我に益なき事宛さながら硝子玉がらすだまを以て砂金に換へたる野蛮島の交易を見るに異ならず。真に笑ふべき也なり。




この一章を草せし後のち図らず森先生の「旧劇の未来」と題する論文（雑誌『我等われら』四月号所載）を読みぬ。旧劇は最早もはやそのままにては看みるに堪たへざれば、全くこれを廃棄するか然らざれば改作するにありといふ。これ余の卑見とは正反対なるを以て余は大おおいに恑懼きく疑惑の念を抱いだけり。余の論旨は旧劇は改作を施さざる限りなほ看るに足るべしといふにあり。何が故ぞ。余は常に歌舞伎座帝国劇場の俳優によりて演ぜらるる旧劇中殊ことに義太夫物ぎだゆうものの演技に至りては、写実の気多き新芸風しばしば義太夫の妙味を損せしむるに比較し、宮戸座みやとざあたりに余命を保つ老優の技を見れば一挙一動よく糸に乗りをりて、決して観客を飽かしめざる事を経験し、余は旧劇なるものは時代と隔離し出来得るかぎり昔のままに演ずれば、能狂言のうきょうげんと並びて決して無価値のものに非らずと信ずるに至りしなり。旧劇は元もとより卑俗の見世物みせものたりといへども、昔のまま保存せしむれば、江戸時代の飾人形かざりにんぎょう、羽子板、根付ねづけ、浮世絵なぞと同じく、休みなき吾人日常の近世的煩悶はんもんに対し、一時の慰安となすに足るべし。専制時代に発生せし江戸平民の娯楽芸術は、現代日本の政治的圧迫に堪へざらんとする吾人に対し（少くとも余一個の感情に訴へて）或時は皮肉なる諷刺となり或時は身につまさるる同感を誘起せしめ、また或時は春光しゅんこう洋々たる美麗の別天地に遊ぶの思おもいあらしむ。沙翁劇さおうげきを看んとせば英文学の予備知識なからざるべからず。ワグネルを解すべき最上の捷路しょうろは手づからピアノを弾じて音譜おんぷを知る事なるべし。江戸演劇を愛せんと欲せばすべからく三味線を弄もてあそぶの閑暇と折々は声色こわいろでも使ふ、馬鹿々々しき道楽気どうらくぎなくんばあらざるべし。余は江戸演劇を以ていはゆる新しき意味における「芸術」の圏外に置かん事を希望するものなり。
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